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      　幸福だったころの夢を見る。

　そこは湖と、夜空に輝く六むつ星ぼしに祝福された美しい城。

　大好きだったばあちゃんから紹介された女の子の記憶。

「おまえが余の勇者なのか？」

　その問いかけに喜んでうなずく、幼いころの自分。

　……でも、少女の顔が見えない。雑念で世界がぼやける。

　違う。ぼやけているのはきっと、この過去を見ている今の俺おれの目だ。

　涙と悲しみで、自分の姿すら見えない。

　魔王を倒した勇者である、じいちゃん。

　同じだと言われることが誇らしくて、違うと言われることが悔しくて。

　……なんて痛々しくて愚かだったんだろう。無む垢くな憧あこがれに心が焼かれる気分だ。

　頼むから誰だれか教えてやってくれよ。

　俺は絶対に――じいちゃんと同じ『勇者』にはなれないってさ。



    

  
    
      

一章　無気力勇者と恥ずかしがり魔王



　　　　　　　○



「楽な人生を探しています。

　がんばらなくてよくて、尊敬されて、かわいい女の子なんかいると最高です。

　いや、高望みはしません。じいちゃんが過ごしたような、魔王を倒して世界を救うみたいな人生は、いいです。

　聞いてくださいよお母様。

　俺……いや、ボクは、平和が好きなんです。

　でも、世界は今、戦争の真まっ只ただ中なか。

　じいちゃんが命を懸けて手に入れた平和が、なくなろうとしている。

　ボクはですね、この世界情勢をひっっっっじょーに、危き惧ぐしているわけですよ。

　そこで、仕官学校を中退して、兵役義務もじいちゃんの力で免除して、権力もなく、腕力も知識も人並みなボクにでもできる、『世界を平和に導く方法』を探しているのです。

　つまりそれは、『平和な職場で働くこと』。

　だからボクは、自分が本当にいるべき場所を探してるんですよ！

　ただ漫然と毎日をベッドの上でごろごろしているわけではないんです！

　ボクは機会を狙ねらっているんです！

　そして、機会がおとずれた時のために、勉強する必要があるんです！

　平和の勉強、つまり――『娯楽』の勉強を！

　そのために欲しい本があるんです。

　だからお母様。

　お小遣いをください」

「自分で稼ぎなバカ息むす子こ！」

　街に投げ捨てられた。ついでに剣も投げられた。身を守れという気遣いが脳に染みる。

　石畳を舐なめながら、背後で扉が閉まって施錠される音を聞く。

　鍵かぎも金もなしで戦時下の街に息子を放ほうり出すとか、それでもあんたは勇者の娘か！

　しょうがないからいつもの場所にでも行こうと思う。……この街に俺おれの居場所なんてない。お小遣いもないから本屋に行ってもどうしようもない。まったく、剣なんてよこすぐらいなら、本か小遣いを投げてくれよな……売っぱらって金にしたろうか。

　無理なのはわかってる。……なにせこれはじいちゃんの形見で、古代金属製。売ろうとしたら『勇者様の形見になんてことを！』と武器屋のオヤジに怒られる。あるいは斬きり殺される。じいちゃんの剣で。勇者の剣で勇者の孫を斬るなよ。

　麻と革の服についたほこりを払い、立ち上がる。

　それにしても困った。世界は戦争の真っただ中。俺みたいな若い男が戦争にも行かずぶらぶらしてると、袋ふくろ叩だたきにされて殺されかねない。非国民だ、とか言われて。



　グィネリディアース大陸北西部に位置するアスツラピ王国。

　ここは、そのさらに北西部に位置する、王都ケラウノス。

　精強にして常勝の軍を持つこの国で今子供たちが一番なりたい職業は『騎士』である。……いや、騎士には貴族様しかなれないのだが、ごくごく一部の人間しか入れない士官学校を卒業すれば騎士と同じぐらいの立場の指揮官になれるので、たぶん多くの子供たちはそっちを指して『騎士』と言っているのだと思う。

　そんなふうに国民挙げて『兵隊さんカッコイイ！』という流れなもんだから、俺のように先祖の七光りで十五歳以上の男子が二年以上やらなければならない兵役義務を免除してもらった人間への風当たりはとても強い。まだ温かい時期なのに凍るかと思うほどの風当たりである。俺の周囲だけ温度おかしくない？　主に視線の温度。

　まあでも、兵隊以外の職業ももちろんあるのだ。パン屋は今日もかまどに火を入れてパンを焼いているし、本屋は今も必死に娯楽文化への弾圧と戦い続けているし、鍛か冶じ屋は毎日毎日飽きもせず武器防具を作り続けているし、貿易商人は国際ギルドなんぞ設立して大陸を巻き込む戦争の中でも儲もうけを出し続けている。

　意外と職業選択の自由はある。

　しかしいちいち火をおこしたり川から水を汲くんで来たりがめんどうすぎてパン屋にはなれないし、本はあくまで娯楽本を読むのが好きなんであって書いたり売ったりまして弾圧に抵抗とかめんどうすぎてできないし、鍛冶屋はもう話を聞くだに師弟関係がめんどうくさそうで無理だし、貿易商も旅とか性にあってなくてめんどくさいので不可能だ。

　あと、兵隊には絶対になりたくない。

　そんなわけで俺おれは無職。そして俺がひとたび外に出ると『勇者の孫のくせに』『国の役にも立たないで』とみなさんから殺意じみた視線を向けられるのでひきこもり。

　たぶんみんな、戦争のせいで物価上がってたり言論とか集会とか微妙に気を遣ったりしているいら立ちを抱えていて、でも兵隊さんは『国のために戦う英雄』なので不満をぶつける対象じゃない。……だから、俺みたいなわかりやすい無職ひきこもり社会的弱者に当たり散らしてそういう不満を解消したがっているのだと思う。

　王都マジ肉食獣の群れ。草食動物は巣に引きこもっているに限る。

　……けど、ついに母親にまで見捨てられたらしい哀れな草食動物である俺は、あてどなく肉食獣たちに見つからないように王都の内側をさまようしかないのだった。

　まったく、いつから王都はこんな過ごしにくい場所になってしまったのか。

　たぶん全部、戦争が悪い。



　ちなみに、王都の『内側』と表現したのには理由がある。

　かつて世界がまだ一丸となって魔王軍と戦っていたころ、ここは魔王への最前線基地だった。その名残なごりで、ここ王都ケラウノスはぐるりとそびえたつ石壁に囲まれている。

　今の俺には石の壁が檻おりに見える。……ここは地獄だ。気ままにうろうろすることもできやしない。もっとも、前線はこことは比べ物にならないほど地獄なのだろうが――

　考えながら南門へ向けて歩く。

　目的地は、王都の外。

　城に向かって東西南北から延びる大通りが見えてくる。が、俺の目的地はそこではない。軍人でも貿易商人でもない俺が王都の外に出ようと言うのだ。大通りを堂々歩いて南大門を堂々通って、なんて真ま似ねは許されない。身分を確認され職業を確認され『無職です』と言った途端徴兵されるに決まっている。

　せっかく英雄であるじいちゃんの七光りで兵役義務をまぬがれたのだ。くだらない失敗で今ある自由を失うわけにはいかない。それにもう、俺おれをかばってくれるじいちゃんはいないし。

　しかし――自由とはなんなのか。

　もう、今の王都は息苦しくてたまらない。……こんなものが自由なわけがない。

　早く戦争終わらねぇかなぁ、と口に出したら殺されそうなことを思う。

　考えて足を止めていれば、南大門が開くのが見えた。

　凱がい旋せんだ。……南、イラサリール方面軍。『英雄』を先頭に、傷つき、疲れ果て、けれど足音高く体全体に勝利者の充足をみなぎらせて帰って来る軍。

　今回の遠征も勝利だったのだろう。

　……戦争終わらねぇかなぁ、と口に出したら殺されそうな理由がこれで、俺たちアスツラピ王国軍は常勝不敗なのだ。勝って当然、負ける要素などない、そうみんなが思っている。

　負けない戦いくさなら続けたいのだろう。みなさん活力に満ち溢あふれていてけっこうなことだ。

　考えて足を止めたままだった。

　凱旋してくる軍の先頭に立つ、左目に眼帯をした女みたいな顔立ちの男が、俺を見て笑う。……気づかれた。実はアレ、士官学校時代の同級生なんだよ。

　あいつは英雄。俺は無職。

　母さんとかは『同級生はまた戦功立てたのに、あんたは悔しくないの!?』と金切声で言うが、全然まったく悔しくない。憧あこがれも嫉しつ妬ともない。ただ、気まずいだけだ。

　なので、逃げよう。

　王都をぐるりと囲む、高く堅けん牢ろうな石の壁。

　南の大通りから少し外れた場所に、俺だけが知っている抜け穴がある。

　息苦しい王都を抜けて、新しい世界に一歩踏み出すのだ。

　目指す場所は――『魔王城』。

　かつて俺のじいちゃんが魔王を退けた場所。

　そして、今は無人の、最近の俺の憩いの場。

　同級生から逃げて、戦勝に沸く街から逃げて、ままならない現実から逃げて――

　夕食までには、帰ってこようと思う。



　　　　　　　○



　その城の近くには、沈みかけた明け星たいようを受けて輝く湖がある。

　美しい城ではない。古い城だ。……けれど、誰だれもいないだけで、戦争という熱病に浮かされていないだけで、かなり居心地がいい。

　戦争が始まって、士官学校を中退して、兵役の義務を免除してもらって、無職でだらだらし始めてからというもの、俺おれはこの城、城門前で娯楽本を読む時間が多くなった。

　とは言え、娯楽本なんてものがいつまで出回り続けるかははなはだ疑問である。……王都では戦争前と変わらない暮らしが演出されている。実際、アスツラピ王国の製紙や印刷、その他技術は他国に比べて優れているので、今は問題ないのだろう。

　ちなみに、戦争中なのに暮らしが安定しているのも、アスツラピ王国が連戦連勝なのも、すべては遺跡から発掘した技術のたまもの。

　各国は遺跡から、かつて滅びた文明の技術を発掘することで栄えてきた。

　そして今、大陸中央に発見された遺跡の発掘権を巡って大陸の三国が戦争をしている。

　共有という考え方をどこに置き忘れたのか。まったく嘆かわしい。

　――と、考えながら魔王城に来ると。

　俺がいつもいる場所に、一人の女の子がたたずんでいた。

　蒼あおい髪に蒼い瞳ひとみ。着ている服はみすぼらしい、茶色いぼろぼろのもので、足には靴すらない。

　……おそらく物もの乞ごい。王都は戦勝に沸いているが、死人は出る。そして親を失い、生活の糧を失った子供は、このようになるしかない。

　けれど、湖を写し取ったような蒼い髪は綺き麗れいに手入れされているし、服はぼろぼろだが、肌は汚れもくすみもない真っ白。……というか、蒼い髪というのは見たことがない。どこの人種なのだろうか。

　なににせよ、城門前は俺の場所だ。

　何なん人ぴとたりとも俺の許可なくそこに居ついてはならない。

　共有という考え方をどこに置き忘れたのか。まったく嘆かわしい（自分が）。

　ともあれガツンと言ってやるべく近づいて、

「あの、すいません、そこ、俺の場所なんで……」

　俺の『ガツン』なんてこんなものだった。

　すると蒼そう髪はつの少女はにこりとほほえみ、

「『俺の場所』とは大きく出ましたね。無職ひきこもり豚のエサにも劣る祖父の威光以外にとりえのない穀ごくつぶしが」

　まるで天上から降り注ぐような、美しい声音だった。

　声音の無駄遣いと言わざるを得ない。いや、もっとこう、見た目と声に合わせた言動を心掛けてほしいものだ。

　というか初対面の相手にそこまで言われる義理はねぇ。

「……あんた、なんなんだよ」

「ああ、申し遅れました勇者様。わたくし、ヴィヴィと申します」

　美しくて、口の悪い蒼そう髪はつの少女はうやうやしく礼をする。

　……しかし『勇者様』か。

「俺おれはじいちゃんじゃねぇ。一緒にすんな」

　じいちゃんは世界を救った英雄。

　俺は、働きもせず日々をだらだら過ごすだけの穀ごくつぶし。

　一緒にするのはじいちゃんに対して失礼だ。

「二度と言うなよ。皮肉にも冗談にもなってねぇからな」

　それに、俺は俺だ。じいちゃんじゃない……血筋で役割とか振る舞いを押し付けるな。

「いえいえ皮肉ではありません。わたくし、あなた様のことを本物の勇者だと――勇者になるお方であると思っておりますよ」

「どういう意味でしょうか？」

　あと、なぜ敬語が出たのでしょうか。

「ここは、あなた様の城なのでしょう？」

　にこり。

　美しい蒼髪の少女は魅惑的に微笑ほほえむ。……なぜだろう。その笑みが引き返せない淵ふちになにも知らない子供を引き込み、突き落とす悪女のものに見えるのは。

　そういえば、思い出す。



    

  
    
      



    

  
    
      　湖に美少年を引き込み、取り殺してしまう水すい妖ようとか、いるらしいね。

　与よ太たば話なしの類たぐいだと見くびるなかれ。魔王を退けたじいちゃんは、思い出話の一つとして語ってくれたのだ。『使っていた聖剣は、湖の精霊から授かった』と。

　……まあ、晩年は『世界を救うのは剣じゃない。心だ』と口癖のように、言い聞かせるように、そればっかりしか言わなかったけど。

　いや、じいちゃんのことより、今は俺おれが危機だ。

「お、俺は美少年じゃないぞ……」

「あなた様はわたくしの目を節穴かなにかと勘違いしていらっしゃるのですか？　あなた様が美少年でないことは一目見た時からわかっておりましたよ。腐った死体かと思ったほどです。というかなんの話ですか」

「そこまで言われるほどひどい顔ではないんだけど」

　顔だけは若いころのじいちゃんに似ている（王国の姫様から求婚されたこともあるらしい。なぜ結婚して俺を王族にしてくれなかったのか）と評判なのに。

「いいえ、ひどい顔ですよ」

　蒼そう髪はつの美少女は絵になる笑顔で微笑ほほえみ、

「具体的に申し上げますと、現在に絶望し未来に絶望し、過去の一番楽しかった思い出ばかりを振り返り、友人の成功を見て悔しくない悔しくないと言いながらもいざ会うと自分の小ささがわかってしまうため会うのを避け続け、居場所がないのでどこか適当な場所で時間をつぶすもそれが無為だと理解しており、しかし自分の無為な時間の過ごし方を認めると自分の人生が無為に思えてしまうので認めることもできず、今日も――」

「お願いしますやめてください」

　ヴィヴィの生足にすがりついている俺がいた。

　誇りもなにもない人生を過ごしているからこそできる、見事なひれ伏しっぷりである。

「っていうか見たこともない俺の人生をよくそこまで言えるな！」

「数週間前から監視しておりました」

　なにそれ怖い。

「そして、今日もあなた様がここにいらっしゃるだろうと思い、待っておりました」

「……俺を待ってた？」

「はい。わたくし、どうしてもあなた様にお伝えしたいことがあったのです……」

　少しうつむいて膝ひざをすり合わせるヴィヴィ。……しかし、こう、足にすがりついている俺は割と危険な角度からヴィヴィの服の中を見てしまえることに気付いたので、あわてて立ち上がる。

　蒼髪の少女は薄く微笑んだまま目を伏せ、

「どうかわたくしのお願い、聞いていただけますか？」

「……聞くだけなら」

　籠ろう絡らくされたわけではない。決して。

　困ってる人がいたら助けるのは当然だろ？

　……いや、ごめん。めんどうくさがりの俺おれらしからぬ思考に、思わず寒気がしたので白状すると、籠絡された。

　自分の安さにへこむ。

「実はあなた様に、魔王退治をお願いしたいのです」

「……魔王退治？」

　退治もなにも、いねぇだろうが。

　なにせ、俺は『魔王を退けた勇者』の孫なんだぞ。

「確かにあなた様のおじいさま、アーサー様は魔王を聖剣に封じましたが、その魔王がまた復活しました。……見ればその腰の剣は、アーサー様の形見のご様子。どうかその剣で新生した魔王を封印してくださいませんか？」

「……いや、残念だけど」

　この剣は、違うのだ。

　確かにじいちゃんの形見ではあるけれど、これはかつて魔王を封じた聖剣ではない。

　聖剣の前にじいちゃんが使い、そして最後まで鞘さやに納まったまま旅を終えた、魔王退治に使われなかった剣らしいのだ。

　なんでも聖剣はどこかに捨てたとか。

　俺のじいちゃんは常軌を逸した行動を突発的にする。……でもなければ、世界を救ったりしないのだろうが。

「まあ、ありがとうございます。わたくし、勇者様ならきっと引き受けてくださると思っておりました」

「まだなにも言ってねぇよ!?」

　説明しようと思ったのに機先を制されてしまった。

　そしてヴィヴィは魔王城の門を開けたかと思うと、俺の腰に組み付く。

　振り払おうにも力がすさまじすぎる。……おいおい、こっちは元とは言え士官学校で訓練を積んだ兵士だぞ。それを圧倒する腕力とか、体のどこから出てるんだよ。

　そうしてそのまま、

「では、行ってらっしゃいませ。まっすぐ進んで階段を上れば、魔王のいる謁えつ見けんの間まにたどりつくかと」

　地面から引っこ抜くように、魔王城の中へと俺を投げ捨てた。

　受け身をとらなければ死んでいた。

「おまえ――」

「無事を願っておりますよ」

　閉められる扉。

　魔王城には光が差し込まない。……すると自然、真まっ暗くら闇やみになる。

「おい、出せよ！」

　叩たたいたり押したり引いたり体当たりしたりしてみるも、扉はまったく微動だにしない。外から押さえているのか、そもそも中からは開かない構造なのか……あるいは。

　魔法で、開かないようになっているのか。

　……魔法は、魔族が血液を代償に行う、魔族だけが使用できる技法だ。

　魔王がこの世界からいなくなると同時に、魔族もそろってこの世界から消えたはず。

　つまり、魔王が復活でもしてないかぎり、魔法を使えるやつなんているはずがない。

　……復活でもしてないかぎり。

「謁えつ見けんの間まだっけか」

　まっすぐ進めばたどり着くらしい。

　なるほど、魔王なんていないと思うのなら、実際に指定された場所に行って確かめればいい。確かめて、いない旨むねを報告すれば、外のヴィヴィも納得するだろう――

　よし。

　めんどくさいが、行って確かめることにしよう。

　魔王はいない魔王はいない魔王はいない魔王はいない魔王はいない魔王はいない魔王はいない魔王はいない魔王はいない――

　自己暗示は完了した。この暗闇の先にはなにもいない。これでもうなにも怖くない。

　……じいちゃん、魔王はあんたが倒したんだよな。

　信じてるよ！



　　　　　　　○



　少しだけ扉を開いて謁見の間をのぞきこめば、女の子が着替えていた。

　石の壁に囲まれた、暗い赤の絨じゆう毯たんが敷かれている、光の差し込む広い空間。

　……おかしいな。俺おれは魔王城謁見の間にいる魔王に会いに来た……いやいや、魔王なんていないから、誰だれもいないことを確かめに来たはずなのに。

　なぜか、幼げな女の子が、黒くて非常に長い髪をうねうねと動かしながら（まるで意思を持っているかのように動いているのだ）、部屋の最奥玉座の前、ずらりと並んだ黒いドレスを、ああでもないこうでもないと選びながら、鼻歌なんぞ歌っていた。

　見間違いかと思って目をこするが、間違いない。真っ黒くて非常に長い髪の、病的なほどに真っ白い肌をした、離れていてもわかるぐらいに鮮烈な赤い色の瞳ひとみの、幼げな女の子が、下着とか丸出しで服を合わせている光景しかない。

　とありえず、あの子が黒大好きなのはわかった。身に着けている靴も下着も、身に着ける予定のずらりと並んだドレスも、すべて黒い。ていうかドレス、全部一緒じゃねぇか。選ぶ意味あんのかよ。

　こんなのが魔王のわけがない。

　しかし彼女の鼻歌の内容。

「余は～魔王～♪　勇者を～倒す～♪」

　魔王確定。

　え、なにこの状況？　アレが魔王？　じいちゃん、アレと戦って勝って英雄なの？

　実は勇者って早い者勝ちだったんじゃねぇか？

　これなら聖剣じゃなくても勝てそうだけど、あんなアホな魔王（？）を斬きるのは気が引けるなぁ……。



　不意に、強烈に、衝撃的によぎる記憶。

　俺はなぜか、この謁見の間を見たことがある。



「……？」



    

  
    
      



    

  
    
      　視界が揺れる違和感。

　今のがなんだかわからないが、ここでぼんやりしていてはまずいのはわかる。

　よし、誰だれもいなかったことにして戻ろう。そう思って踵きびすを返す。

　すると――

　ガン。

　腰に佩はいていた剣の鞘さや尻じりが、謁えつ見けんの間まの扉に当たった。

「何者ぞ!?」

　あまりに遅い侵入者発見。この城の警備は大丈夫だろうか。というか魔王なんだから気配とかでわかってほしいと思うのは、幻想か。……いやいや。魔王なんていない。

　魔王なんていないので、釈明のために目を伏せながら部屋に入る。

　伏せる途中でちらりと見えたとてもきれいな女の子は、黒いドレスの一着をかき抱くようにして体を隠した。

　……魔王っていうより、普通の女の子にしか見えない。

「あーいやー、俺おれは、そのー……のぞく気はなかっ、」

　……顔のすぐ横を通り過ぎた重量感に戦せん慄りつする。

　大きな岩と見えるものが、弩バリスタの矢さながらの速度で顔の横をかすめたのだ。いや、かすめただけならばまだいい。俺の顔を確実に貫きつぶす勢いで飛んできた岩は、城の内壁にぶつかる前に急制動をかけて停止。それから絨じゆう毯たんを傷めない配慮を感じさせる速度で降下した。

　まるで、何者かに操られているかのように。

　これを魔法以外のどんな言葉で表現できようか。……つまり目の前の少女は魔法を使えるなにかで、ヴィヴィの言葉を信用するならば、魔王、ということになる。

　けれど、死の危機に瀕ひんして熱くなった頭は、次の一瞬で冷えることになる。

　殺す気か――そう思って黒いドレスの少女を見て、おどろいた。

「だっ、誰に許可を得て余の肌を見ておるか!?　まったく、余が上機嫌でなければ極刑に処しているところであるぞ！」

　……なんてことだろう。目の端に涙をためて羞しゆう恥ちに頬ほおを染めるその顔は本当に裸を見られて恥じらいとか悔しさとかを覚えている少女そのもので、そこにはなんの殺意もない。

　だからこそ、寒気を覚えるほどに戦慄する。

　言葉からもわかる。本当にこの少女は、俺を殺す意思などなく、人が死んでしまうような攻撃を行ったのだ。

　見た目と危険性の天てん秤びんを間違えている。なぜこんな危険な生き物が、小さくてかわいらしい少女の見た目なのか。危険なものなら危険なものらしく、もっと巨大で禍まが々まがしい姿をしてろっていうんだよ……！

「う、動くなよ？　よいか、動くなよ？　肌を見た記憶が消えるぐらいに、軽く頭を殴るだけであるからな。余が肌を見せる相手は勇者でなければならん。突如侵入してきた不ふ埒らち者ものでは絶対にない。だから、ちょこっとおまえの記憶を消して、なかったことにしようというだけだ。な、大人しくしておれよ？」

　いや、死ぬって言ってんじゃん。

　なんてこった、常識が通じない、というか常識外にもほどがある。なんでこいつは、人間はもろいっていう事実を知らないんだ……！

　だからこそ深く理解してしまう。

　彼女は実体験としてあの大岩での攻撃を受けても『記憶がなくなる』以上の被害が出ると思っていないのだ。

　……そんな存在、魔王とは言わないまでも、少なくとも人間以上で。……俺おれが既知のもので『人間以上』なんて、魔王と魔族しか存在しない。

　自己暗示は崩壊した。なので、冷静に結論する。

　いるじゃねぇかよ魔王！

　じいちゃんなにしてんだよ！

　結論したので冷静でいられるわけがなかった。

　士官学校中退無職ひきこもりにどうにかできる状況を軽く超えている。場違いなので帰っていいですか。だめですかそうですか。

　――背中を怖おじ気けが駆け抜ける。

　さっと身をかわせば、城の内壁を抜き出して放たれた石が、俺が身をかわす前までいた場所をすさまじい速度で通過していた。

「動くなと言ったであろう!?」

「動くわボケ！　殺す気か!?」

「余は人殺しとか大嫌いなので殺さんわ！　記憶をなくすだけだと言っておるだろうが！　それよりも余は王であるぞ！　動くなと勅ちよくをくだしておるのだから、動くな！」

　動かないと死ぬので走ることにした。

　危ないのでやめてください。当たったら死んでしまいます、というとても人間的な注意もできたのかもしれないけれど、果たして人間的な注意が魔族に通じるかは賭かけで、俺は自分が危険な目に遭う賭けはしたくないのだった。

「あっ、こら待て無礼者！　貴様が逃げるならば、余は魔王軍三十万を動員して世界の隅々まで蹂じゆう躙りんし民草を残らず燃やして除よけて貴様を見つけねばならんのだぞ!?」

「人殺しとか嫌いじゃなかったのかよ!?」

「ほかに手段が思いつかないのだから仕方なかろう!?」

　どんな環境で育てばそんな子に育つのか。魔王の親とじっくり話し合いたい気分だ。

　謁えつ見けんの間まを飛び出し階段を転がるように駆け抜ける。入ってきた門に体当たりをかましたが開かない。再び体当たりしようと思ったが背後を確認。まだ魔王（仮）が迫っていないことを確かめて、

「おい！　開けろ！　開けてくれよ！　魔王いたけど俺おれじゃ手に負えねぇんだよ！」

　声はむなしく残響。無視しているのか聞こえていないのか。

　……帰ったというのはないと信じたいけど、出会ったその日に人を魔王入り魔王城に放ほうり込むような蒼そう髪はつを信じれるほど俺はのほほんとした育ち方をしていなかった。

　……しかたないので剣を抜く。

　青白く光を放つ美しい剣。拵こしらえなどは地味だが、これは遺跡から発掘されたまぎれもない古代金属製の剣だ。なにせ勇者の持ち物だったのだから間違いない。

　かつて魔王を斬きったという、聖剣『カレドヴォルフ』とは違う。

　けれどこれだって、現代に鋳造される金属じゃ傷一つつけられない、名剣なのだ。

「これなら、いける」

　魔王がなんだ。魔族がなんだ。

　追い詰められた無職ひきこもりの実力を見せてやる。

　ひきこもりだってな、命が懸かれば――外に出れるんだ！

　絶対に折れない曲がらない傷つかない、古代金属製の剣を、扉の隙すき間まに突き込む。

　外から閂かんぬきをかけられたわけではなさそうだ。探っても見当たらない。

　となればもう、力でこじ開けるしかない。

　突き込んだ剣に思いきり体重をかけて、押す。

　分厚い扉が軋きしむ音。……このまま、こじ開ける。

「っ、くそ、丈夫すぎんだよ、この扉……！」



　扉を軋ませながら記憶がまた一つ開いていく。

　こうして開かない扉を開けようとして、誰だれかにたしなめられたっけ――。



　頭によぎる懐かしさに、ふと放心する。

「余の城になにをしておるかっ！」

　そして魔王に追いつかれた。

「まったく、その扉は中から開かぬからいいようなものの、並みの扉であれば余の城に傷がつくところであるぞ。最近ののぞき魔は躾しつけがなっておらんな」

　慌てて着たせいか、着乱れた黒いドレス。怒れる瞳ひとみは真まっ赤かに燃えていて、髪の毛は器用にくねくねと動いて、髪の毛自身の乱れを梳すいていた。

　髪が自在に動いて髪を梳くとか人間じゃねぇな、と思って、笑う。

　この期ごに及んで、まだ人間だと思いたがる自分がいた。

　もうアレを人間と思うのはよそう。

　きっとあれは、かつてじいさんが封印して、なにかの間違いでまたこの世界に現れてしまった人類の敵、魔王なのだろう。

　あんなものを野放しにしていいはずがない。たとえここで魔王に殺されることになっても、この扉を開けて魔王を外に出してはならない。まともな人間なら、そう思うはずだ。

　でもなぁ。

　今も世界では戦争が起こっていて、魔王なんかいなくても世界は結構やばい。

　……魔王を解放しても、別にいいんじゃねぇかな。

　勇者の孫だからって、魔王を倒さなきゃならない宿命があるはずもない。

「ついに追い詰めたぞ不ふ埒らち者ものめが。その開かぬ扉は余の意思そのもの。余は貴様を逃がすつもりなぞない」

　俺おれが逃げられないとわかってるのだろう。魔王は不敵な笑みを顔に貼はりつけたまま、ゆっくりと階段を降りてくる。

　どうする……どうする……。

　ここから逃げるために、どうすれば魔王の注意を惹ひけるのか。

　まともにやっても多分勝てない。ここからどう逃げようとも魔王の横を通り過ぎねばならず、そんなことさせてくれそうもない。

　なにか、魔王が黙って俺を見逃してしまうような、もっともらしい言い分はと考えて、苦し紛れに思いつく。

「追いかけっこをしよう」

　俺が逃げるという状況を、遊びにしてしまえばいいのだ。

　遊びにすれば、『目を閉じて十数える』という規則が発生する。

　そして、魔王が十数えているあいだに、俺は逃げる！

「追いかけっこ？」

　すさまじくいぶかしげな目で見られた。

　やっぱりだめですかそうですよね。いや、言った俺も、正直この発想はどうかと――

「面白い」

　――どうかと、思ってたんだけど。

「よかろう。その遊び、乗ってやろう。鬼は余であるな。では余が十数えるので、そのあいだに逃げるがよい。見事余の城から逃げ切れれば、おまえを余の勇者と認めてやろう」

「いや、勇者と認めなくてもいいから。殺さないでくれれば」

「この戯たわけめが。余の肌を見ていいのは勇者のみ。ということはおまえが勇者でなければならんのだ。まったく、もう少し闇やみの力が高まっていれば、記憶に直接作用する魔法も使えると言うのに……」

　ちっとも意味がわかりません。

　この魔王にとっての『勇者』とは、いったいなんなのだろうか？

「よし、では数えるぞ。余がおまえを捕まえたあかつきには、きっちり記憶がなくなるまで殴るからそのつもりでいるがよい」

「えっ」

「いーち」

　数え始める魔王。

　なんということだろう、どうにか危地を潜もぐり抜けたかと思いきや、その実じつまったく抜けられていなかったのである。

　でも大丈夫。逃げ切れる。すげぇ今さらだけど、思い出したから。

　俺おれはこの城に来たことがあって――

　外への抜け道を、知っている。



　　　　　　　○



　魔王城のバルコニーからは、空と王都と、湖が見えた。

　明あけ星ぼしが沈み、六むつ星ぼしが空に昇っている。

　淡く世界を照らす六つの青白い星。……もう夜だ。夕飯には間に合いそうもない。

　うちの母は追い出すくせに夕食までに帰ってこないとすさまじく怒る。理不尽な親だ。

　けれどまあ、心配されているんだろう。

　俺にとって、夜の王都は危険だ。帰還した兵隊、働く人々、過激な思想家、じいちゃんを崇拝する人々。みんな俺の存在をよく思っていないし、みんながみんな必死にがんばってるのに働いていない俺は、『いなくてもいい』的な空気が王都中に充満している。

　兵の士気を保つため。穀ごくつぶしをなくすため。反戦主義者が悪だから。勇者の名を汚すから。いろんな『正義』が俺を殺しに来る。王都マジ監獄。

　でもさぁ、俺だって好きで働いてないわけじゃないんだよ。

　仕方ないじゃん。熱くなれないうえに、才能もないんだから。

　がんばらないんじゃない。がんばれないんだ。

　みんなが当たり前みたいに持ってる、目標に向かう熱意とか原動力とかが俺にはない。

　……ああ、だから俺は、ここで魔王を待つみたいに足を止めてるのか。

　バルコニーには大きな樹きの枝が届いている。この枝を伝って幹を下って、城の外に降りることができるのだ。

　でも、さっきからある妙な既視感、もっと言うと『懐かしさ』みたいなものが、俺の足を止めていて、進みも戻りもできないけれど、

　――ばたん、と背後の扉が開く音。

　そろそろ、結論を出さなければいけない時間が来たようだった。

「見つけたぞ」

　開いた扉から魔王が出てくる。

　黒い髪とドレスが、強い風で揺れる。……アスツラピ王国の夜は寒い。

　魔王は不敵に笑う。

「ほう、飛び降りるか。余は城の外には出れぬが、人間であるおまえならば行けるかもしれんな」

「いや、飛び降りたら死ぬだろ」

「……その程度でか？」

「人間は簡単に死ぬんだ。こんな、建物三階分ぐらいの高さから飛び降りたら無事じゃすまねぇよ」

「ふむ……？　ということは」

　魔王の赤い瞳ひとみが動く。

　脱出手段に気付かれた。それでも魔王の顔には余裕がある。

　魔法で樹きの枝を折るとか、そういう方法で俺おれの退路を断てるのだろう。

　……わかっていたのに、なぜ足を止めたのか。

　郷愁よりも大事なことを思い出す。魔王城から脱出しなければならないのだった。

　どうにかして魔王の注意を逸そらし、魔王城からすんなり出ていける話の流れを作らなくてはなるまい。

　なんかあったかな、魔王が食いつきそうで、俺もごまかしってバレないように質問できるぐらい、本当に不思議に思ってること。

　ああ、そうだ。

「っていうか、おまえにとって『勇者』ってなんなんだよ」

　魔王の言う『勇者』は、じいちゃんの活躍を知っている王都の人間が言う『勇者』とは違うように思えてならないのだ。

「余の幸福の名だ」

　魔王は迷いなく、幼い顔に確信をみなぎらせて言う。

「『魔王』というのは戦争などで人間どもの心に闇やみが巣食い、この大地が悲鳴を上げるその時、星を救済すべく人間を滅ぼさんとする現象である。……今でこそ余には自由意志があるが、いずれ闇の力が高まれば、余は自我を失い人類を滅ぼすためだけの機能になるであろう」

　こらえようとしてもこらえきれないほどの恐怖に染まった表情は、『人類を滅ぼす機能』になることを本気で嫌がっているからだろう。

「……余がなぜこの世界に顕現したかは、余にもわからぬ。戦争か、飢き饉きんか。なにがしかの天災か人災の類たぐいであろう。余は戦争が嫌いだ。人死にが嫌いだ。だから余が人を殺すことはあってはならん。絶対に人間を滅ぼすようなことはしたくない」

　ぎゅっと小さな拳こぶしを握りしめる魔王。拳には震えがあって、赤い瞳ひとみには決意がある。

　決意は俺おれを射抜いてはるか先を目指していた。俺の背後にあるものはアスツラピ王国王都ケラウノス。それから大陸、そして世界だ。

　魔王はそんな、ゆがみのない、まっすぐな瞳で、

「人が死ぬぐらいなら、その前にすべて殺す」

　とんでもなく歪わい曲きよくした言葉を語った。

「理解はしておる。余の言葉はおかしい。理解はしておるが、まったく不自然に感じないのだ。きっといつか、余はこの言葉を実行してしまう。人死にを嫌いながら人を殺し、滅亡を厭いといながら滅亡を授けるであろう。――余はそうなることを恐れている」

　となると、魔王の幸福とは。

「であれば、余がすべてに滅びを与えんとする前に余を討ち果たす勇者は、余にとって幸福そのもの。……並みの剣では余は斬きれんでな。『聖剣』を扱える、余を殺せる唯一無二の存在を勇者と呼ぶ、と前の魔王の記憶にはある。ゆえに余は求めるのだ」

　前の魔王。

　そういえば、ヴィヴィも魔王のことを『新生』と言っていた。

　つまり、じいちゃんはちゃんと魔王を封印なり退治なりしていて、今、戦争が起こっているせいで『闇やみの力』が高まり、魔王がまた生まれた、ということなのだろうか。

　一人の英雄が作った平和な時代は、どうやら五十年ちょっとしかもたなかったらしい。

　ただし。

「誰だれぞ、余を殺せる者はおらんのか、と。余は平和のために命を捧ささげる覚悟はあるでな」

　平和を愛する勇者の心と覚悟は受け継がれていた。……よりにもよって、魔王に。

　そして理解してしまう。

　この魔王に重要なこと。それは、『なにもしないこと』。日々をだらだら、熱意なく過ごすことだと。

　俺の得意分野すぎる。そんな生き方なら教えられる。なんなら身をもって示せる。

　けれど、俺は樹きを伝って城から出て、魔王から逃げ切る。

「……変な話だけど、祈ってるよ。おまえを幸せにしてくれる『勇者』が現れることを」

「やはりおまえではなかったか」

「俺は……」

　勇者とは、その気高さで世界を平和に導き、その強さで魔をうち滅ぼす英雄。

　俺おれのじいちゃんはそういう存在で、俺も、そういう存在たれと期待されてきた。

　結果は残念なことになっているけれど。

　でも、もしも『勇者』が世間の言うようなものじゃなく、俺が思うようなものならば、俺は、『勇者』になれたかもしれない。それでも、

「……俺じゃ、おまえの望みを叶かなえてやれないから。俺はおまえを殺したくない」

　生まれて初めて、じいちゃんとは違う『勇者』があるのだと示してくれたこの美しい少女を手にかけることなどできようはずもない。……そもそも勇者じゃない俺には、魔王を殺すことなどできない。聖剣カレドヴォルフも紛失しているし。

　だからさよならだ。

　願わくば、この優しい魔王が楽しく永らえることができますように。

　……もともと、ごまかすつもりで始めた会話のはずが、なんだか変な感じになってしまったけれど。

「じゃあな、魔王」

「うむ、息災でな。――とでも言うと思うたか」

　言うはずないですよね。

　魔王様が甘くない。

　顔の真横を通り過ぎる、鋭く重い風の音。

　目には見えないそれを目で追えば、樹きに深々と刻まれる巨大な斧おのでも打ちつけたような傷。めきめきめきと嫌な音を立てはじめる樹。がんばれ樹。負けるな樹。

　けれど現実は無情である。

　向こう側に倒れていく樹。こっち側なら橋にできたのに魔王さすが汚い。

　追いすがろうにもあまりに遠い。落ちたらシャレですまない事態になることうけあいすぎてもうダメかもしれない。

「さて、どうする？　なんならまた目を閉じて十数えてやっても良いぞ？」

　振り返れば余裕の表情で魔王は言う。

　……いくら既視感があっても、ここ以外の抜け道を俺は知らない。

「それとも、かつての魔王を倒した勇者のように、余に立ち向かってみるか？　あるいは勇者になれるかもしれんぞ」

「……俺は絶対にその勇者にはならない。俺は、じいちゃんとは違う」

「『じいちゃん』？」

　違う道があるってわかったんだ。

　なら俺は、じいちゃんとこれ以上比べられないためにも、積極的に違う道を行く。

「見てろ」

「あ、おい」

　高さはどれほどのものだろうか。……なんだ、俺おれの記憶にあるのよりずっと低い。

　これなら、飛び降りてもきっと、無事に済むはずだ。

「じいちゃんが立ち向かうなら、俺は、逃げ切る！」

　外へ向かって駆ける。意表を突かれた魔王は動けない。

「俺の勝ちだ！」

「阿あ呆ほうか貴様!?　落ちたら死ぬのではなかったのか!?」

　俺だって勝算なしで飛び降りるわけじゃない。

　高さは思っていたほどではなく、下には樹きの枝がある。あれが緩衝材になって俺は無事で済むという計算。

「わかった！　余の負けだ！　なんでも言うことを聞く！　だから戻ってこい！」

　そう言われても加速を始めた体は止まらない。床を蹴けってバルコニーのふちを踏み越えていざ城の外へ――

　行けない。

　べちん、と嫌な音がして、見えない壁に弾はじかれる。

「……やはり、余でなくとも城からは出れんのか」

　どういう意味かと問いかけることもできない。

　体の前面を強打して呼吸がままならないのだ。

　っていうか頭も打ったかもしれない。見えない壁に弾かれてバルコニーに戻されて、石の床で後頭部。あれ、なんか血出てない？　頭から血ってやばいんじゃない？

「まあよい。負けを認めてしまったからな。これでおまえは余の勇者……勇者!?　おいおまえ、なんで死にかけておるのだ!?」

　人間は弱いんだって言ってんじゃん。

　でも答える力もない。

　――こうして勇者になれなかった男は死にましたとさ。

　おしまい。



　　　　　　　○



「蒼そう髪はつの、貴様はいつの世も無礼者であるな。余の庭を無断で踏み荒らすばかりか、余の勇者に余を差し置いて一番に接触しおって」

「わたくしども『湖の精霊』は勇者の選定がお仕事でございますから。ま、わたくしといたしましては、初代勇者様のお孫様というだけがとりえの無職ひきこもりを勇者に選定などしたくはなかったのですが、仕方ありません。わたくしに搭載された計器類が、この豚に寄生する虫以上豚のエサ以下が勇者であると判断してしまったのです。嘆かわしや世界の命運。果たして豚のエサ以下に世界は救えるのか？　乞こうご期待でございます」

「……前の魔王の記憶がな、貴様だけはさっさと亡き者にしたほうがいいと言っておるのだが、ちょこっと燃やしてみてもいいか？　なに、安心せい、ほんのちょこっと、骨ぐらいまでしか燃やさんから」

「残念ながらわたくしども『湖の精霊』には骨などという野暮なものはございませんよ。古代金属製の錆さびない折れない曲がらないと三拍子そろった骨子フレームでできておりますからね。肌のきめ細かさも生き物には出せない特殊樹脂製でございます。優しく礼儀正しい人格プログラムもつけて今ならお安く七千万フリソスにてご提供！」

「ちょっとした砦とりでが買える額ではないか!?　というか貴様、ぜんぜん優しくも礼儀正しくもないからね!?　貴様のは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいっていうものだと余は思うのだが！　思うのだが！」

　騒がしい声が左右から聞こえて、うっすらと意識が浮上していく。

「あれ……俺おれ、死んだんじゃ……」

「目覚めたか馬ば鹿か者ものが！」

　どすん、と軽い衝撃。

　腹に乗られた。どうにも俺は固いベッドに寝かされていたらしい。

　首をめぐらせて周囲を確認。……全面石造り、窓すらない。牢ろう獄ごくかなにかだろうか。

「……ここは……俺は……っていうか、魔王」

　おまえはなんで、泣いているんだ？

「無事でよかった。まったく、人間は脆もろいな！　にもかかわらずなぜあのような無茶をするか！　もうあのような真ま似ねはするな。これは勅命であるぞ！」

　状況が把握できない。

　死んだと思ったら生きていて、魔王が嬉うれしそうに泣いている。

　石壁で作られた、窓のない牢獄みたいな部屋には三人。俺、魔王。そして――

「お目覚めですか勇者様。魔王に返り討ちならまだしも自殺などしてどういうつもりだったので？　一度脳を取り出して見てさしあげましょうか？　もっとも、あなた様の脳など視界に入れただけでこちらの頭が悪くなりそうですが」

　おだやかに微笑ほほえむ蒼そう髪はつの女。

　俺を魔王城に放ほうり込んだ張本人、ヴィヴィがベッドのすぐそこに、当たり前のように立っていた。

「……なんでいるんだよ」

「いえね、あなた様の死体を回収するために入ってきたのですが、どうにも魔王様にたずねたところ、自殺を図ったとのお話ではないですか。それはわたくしとしましてもあまりに不都合なので、混乱する魔王様をなだめすかして口八丁、あなた様の怪け我がを魔法で治していただけるように頼んだのですよ。わたくしと魔王様は唯一無二の大親友ですから」

「勝手に余の友を名乗るでないわ。その不敬、万死に値するぞ。というか貴様の存在が万死に値する。余はなんか貴様を生かしちゃいけない気がするのであぶったり殴ったりしてもかまわんか？」

「さて、勇者様」

　魔王を華麗に無視するヴィヴィである。

　……状況がやっぱり呑のみ込めない。俺おれの知らないところでどういう意図が錯さく綜そうしているのだろうか。

「あなた様は魔王様を討伐しないことを選んだようですね」

　問いかけに少し口ごもる。『しない』と『できない』は違って、俺はどちらかと言えば『できない』ほうなのだ。けれど、

「できてもしない」

「では、わたくしは次の勇者様を捜しに行って参ります。ともすれば魔王様を殺せる方がこの世にはいらっしゃるかもしれません。血縁でも聖剣でもなく、まったく新しい力で」

　ああ、そうか。

　魔王は殺されることを望んでいる。だから、ヴィヴィは魔王に頼まれて魔王を殺せそうな人間をこの城に放ほうり込んでる、ってことか。

　魔王は世界を滅ぼす。ヴィヴィのしていることは正義で、魔王の望みにも適かなっている。

　でも、すさまじい嫌悪感。

　思わず、魔王をどかして立ち上がるぐらいに、反発心がわく。

「……殺すのか、この魔王を」

「魔王様ご本人が望んでおられますし、世界のためですからね。……あなた様のおじい様も、同じことをして世界を救ったのでしょう？」

「……」

　ああ、くそ、いいんだよそれで。

　着替えをのぞいたこともうやむやになってるみたいだし、ヴィヴィに任せて外に出れば、これで魔王とはおさらばだ。

　俺は牢ろう獄ごくみたいな王都に戻って、後ろ指さされながら細々生きる暮らしに戻る。

　でも、本当に、それでいいのか？

「なあ、待ってくれよ。魔王は俺がどうにかする」

「逃げようとして自殺未遂までしたお方がなにをなさるのですか？　向き合って立ち向かわなければ魔王を討伐することはできませんよ」

「俺はじいちゃんとは違う。じいちゃんが立ち向かうなら俺は逃げるし、じいちゃんが武力と高潔な精神で成し遂げるのなら、俺は武力以外のなにかと、無気力で成し遂げる」

「無気力がなにを成し遂げられるのでしょうか」

　馬ば鹿かなことを言われた。

　無気力がなにを成し遂げられるか、だと？

　成し遂げられたら無気力って言わねぇんだよ。

　こんな俺おれだから、

「『なにも成し遂げないでも生きていける』ってことを、教えられる」

　世界征服なんてめんどくせぇだろ、ってさ。

　嫌なことならやらなくてもいいんだ、ってさ。

　……周りが勝手にあてはめた役割なんかに従うな、ってさ。

　そういうことを、言ってやりてぇんだよ。

「ふむ、まあ、次の勇者様が見つかるまでのつなぎもありますし、しばらくはそれでいいのではないでしょうか」

「……どういうことだ？」

「教えるのでしょう？」

　おまえのほうがどういうことだ？　と言わんばかりに首をかしげるヴィヴィ。

「魔王様にぐうたらな生き方とやらをの授業をしてあげてくださいませ、ということですよ。ああ、あと、くれぐれも世界は平和だということをじっくり教えてあげてくださいませ。さもないと魔王様がまかり間違って世界滅亡に乗り気になってしまうかもしれませんからね。それから機嫌を損ねないように。城を飛び出されては色々と面倒ですので。あとは――」

「いっぺんに全部言うな！　今整理するから！」

　ええと……。

　俺はこれから、魔王に『ぐうたらな生き方』を教えるらしい。

　で、魔王の気が変わらないように、『世界では戦争が起こってる』とはばらしちゃいけないと。

　最後に、魔王の機嫌をとれ。この城から出られると色々めんどうだから、と。

　……ん？

「出られると面倒っていうか、門を閉めておけば出られないんじゃねぇの？」

「あなた様とは伝令の時にお会いする予定ですからね。わたくしが訪れた時や城内に食料を運び込む時など、魔王様が門を破壊せずに外に出る機会はそれなりに多いので、そうならないために魔王様の機嫌をとっていていただきたい、という意味です」

「はい？」

「なんですか？」

「……伝令の時に俺とヴィヴィが会うことと、魔王が門から抜け出す機会ができること、のあいだにどういう因果関係があるんだ？」

「いえですから、あなた様はこれから魔王城に住み込むのですよ？」

「え？」

「え？」

「え？」

　おどろく三人。なんで魔王までおどろいてんの？

　そんな中、一番最初に立ち直ったのはヴィヴィだった。

「ちょうどいいではありませんか。無職ひきこもりが王都に帰って石を投げられるよりは、魔王城で王国のために働いてはいかがですか？　そもそもわたくしは王母様より魔王退治ができる勇者様を捜すように仰せつかっている身。ならば、あなた様一人にお支払いする程度の給金は用意できます」

「俺おれに就職しろと言うのか。この、無職を貫き続けている俺に」

「嫌ならば構いませんが」

　うーん……どうっすかなー……。

　ちらり、魔王を見る。

　赤い瞳ひとみでこちらを見る魔王は俺の答えを待っている。

　出ていけ、とも。殺せ、とも言わない。

　どーっすっかなー……。

　働きたくない。ていうか、人にものを教えるとか無理。

　でも……ああもう、本当に聞くべきじゃなかった。勇者とは幸福。平和のためなら殺されるのもいとわないなんて、そんなやつに死んでほしくない。じいちゃんを思い出す。

　俺が魔王城に残るって言ったら、延命措置ぐらいにはなれるのかな……。でもなぁ。

「――構いませんが、就職を断るのであれば、ちょうど前線の奇襲部隊に空きが出たのでねじ込めますよ。勅命で」

「就職します！」

「ありがとうございます、は？」

「ありがとうございます！」

　こうして俺の意思を最後に一押ししたのは、前線に行きたくねぇという気持ちだった。

　人は恐怖で動く生き物なのである。

「では、あなた様がこれから魔王城で暮らす用意をしてまいります。……魔王の復活は最高国家機密ですので、あまり下手なことを言われるわけにはいかないのです。仕事を引き受けてよかったですね」

　言外に引き受けなかったら殺してたよと言われて冷や汗。

　なんてこった、魔王城に入った時から俺の就職は強制的に決められていたのに、ちっとも無理やりやらされている気持ちになれない。

　それはきっと、俺おれが心から魔王に同情し、魔王のためになれたらいいなと思ってしまっているからだろう。

「っていうか、おまえはどうするんだ？　住むのか？」

「わたくしはそもそも勇者様をお捜しするのがお仕事ですので、これからも勇者様を捜し続けるでしょう。……それに、あなた様の剣、聖剣ではないらしいですね」

　ヴィヴィが視線を魔王に向ける。

　魔王はうなずき、

「余の持っている前の魔王の記憶と、刃が違った。聖剣はもっと黒く、燃えるように輝いておった」

「……ということで、わたくしは新たな勇者と聖剣の捜索を開始いたします。魔王にとどめをさせるのは聖剣のみですし、普通の剣では魔王の眷けん属ぞくを傷つけることすら困難ですから。ですが、その前に、あなた様の荷物を持って参上いたします」

　ヴィヴィは踵きびすを返して、最後に一言。

「よかったですね。晴れてここはあなた様の城ですよ。――ではまた」

　そう言って去っていくヴィヴィ。

　っていうか、

「中からは開かないはずだけど、どうやって門の外に出る気だよ」

「魔族の血さえなければ出ることはできるはずですよ」

「いや、俺出れなかったんだけど」

「では、あなた様にも魔族の血があるということではないでしょうか。……また後で」

　なんだか中途半端に謎なぞっぽいことを言い残してヴィヴィは去って行った。

　窓のない石造りの部屋の扉が閉まり、密室に魔王と二人きり。

　未いまだかつて経験したことのない気まずさに、つい魔王のほうをちらちらとうかがう。

　長い黒髪が所作なさげにうろうろと揺れて、赤い瞳ひとみはもっと所作なさげに泳いでいる。真っ白い手の甲は真っ黒いスカートをぎゅうっと握り締めていて、力を込めすぎて少し赤くなっている。

「おっと……」

　ぐらり。

　観察していたら、魔王はいきなり上体を倒して、俺の胸に手をついた。

　もともと白い顔が、もっと白く、というか青白くなっている。

「……大丈夫か？」

　沈黙はこうして破られた。

　魔王はまるで恥ずかしいところでも見られたかのように、はにかんだ笑みを浮かべて、

「いやな……少し、調子に乗って魔法を使いすぎたらしい。余はどうにも、余の力がまだ弱いことを忘れておったようだ。……情けないところを見せた」

「魔法を使いすぎた？　……ああ、そうか。魔法っていうのは、血を使うんだっけ」

　つまり、貧血ということか。

　俺おれを追いかける時に、色々魔法を――血を使って。

　で、俺が死にそうな時に、貧血になるまでして、魔法で俺を助けたのか。

　放置できなかったのだろう。目の前で消えそうな命を。

　……命の恩人じゃねぇかよ。これは俺もがんばって、『勇者』業を……。

「ああ、そうか」

「どうした？」

「いや、俺は今、おまえの『勇者』になってるんだな、と思ってさ」

「その、それは……暫定だぞ！　余は別におまえを認めたわけではないからな！　余がおまえを『勇者』と呼ぶ時は上に『暫定』という言葉が隠れているのだぞ！　でもきちんと余と遊ぶのだぞ！　余は退屈が嫌いであるからな、余の勇者であるならばそのぐらいはして当然であるぞ！」

「わかったよ。それから、命を助けてくれて、ありがとう」

　魔王は一瞬おどろいた顔をしたあと、

「……ふん、なに。余は人死にが嫌いなだけだ」

　照れたようにそっぽを向いた。

「お、おう、そ、そういえば名乗りを上げておらなんだ」

　魔王は思い出したように手を叩たたいて俺を見て、

「余の勇者よ、わが名はアイアリス・エウブーレウス・タルタロス。魔界全土を領地とせし、魔に連なる者どもの王ぞ。存分に崇あがめ奉りひれ伏し頭を垂れ話をしたり遊んだりするがよい」

　高貴なる者の名乗りである。

　魔界の掟おきてがどうだか知らないが、人間の、っていうかアスツラピ王国の掟だと、目上の者の名乗りに名乗りを返さないのは無礼とされる。

　一発目からつまずいて魔王の機嫌を損ねるわけにもいかない。

「ああ、俺は……」

「気軽に『アイちゃん』と呼ぶ事を許そう」

「『アイちゃん』!?」

　高貴なる者……。

　どうやら魔王様は、かなり気楽なタチのようだ。

　少し気持ちが軽くなる。

「しかし勇者よ、この世で戦争が起こっておらんのであれば、なにゆえ余は顕現したのであろうな。余は星の悲鳴に応こたえし者、人の嘆きを糧とせし者ぞ。ひょっとして戦争とか起こっておらんか？　勇者よ、正直に白状しちゃいなよ」

「え、うーん……戦争は、起こってない、起こってないよ……」

　これは……俺おれが物心ついた時には、もう戦争は日常の一部と化していた、とか。

　前線で死ぬことが誉れ！　という価値観が若者の間で蔓まん延えんしてるとか。

　そういうことをがんばって隠し通さないとなぁ。

「ふん、どのみち星の悲鳴とか人の嘆きとかアゲアゲになってくると世の力が上がったり眷けん族ぞくが出てきたりするからな。勇者よ、隠し立てはためにならんぞ。それともなにか、おまえを正直にさせたらなにか特典があるのか？　余は秘密を暴くとか体に聞くとか土地を蹂じゆう躙りんするとかわりと大好きなのでがんばって勇者を尋問してもかまわんのだろう？」

「え、それはイヤだ」

「遠慮するな」

　ずりずりと魔王が膝ひざで移動して、俺の胸の上にのしかかる。

　いや、避よけるなり押しとどめるなりしようと思ったんだよ。

　でも……なぜか、体が動かないんだよね。

「とりあえず魔法で四肢を固定して全身をペロペロしてくれるわ。他ほかにもくすぐったりあまがみしたりするので耐えられなくなったら降参するがよい。余は降伏せし者に剣を向けたりはせんぞ。王であるがゆえに、慈悲もまた深いのだ」



    

  
    
      



    

  
    
      　魔王アイアリスが恐ろしいことを口走っている。

　やばい……これはやばい……。

　こんな、子供みたいな見た目の女の子に全身ペロペロされたりくすぐられたりあまがみされたりされたら、俺おれはなにかよくないものに目覚めてしまう……！

　細い太ももと肉付きの薄い腹が、胸の上でこすれる。

　アイアリスは俺におおいかぶさるように上体を倒す。

　赤い瞳ひとみと、赤い唇と、赤い舌が迫る。

　両腕両足はがっちりと固定されていて、動かない。

「余を負かした者よ、遠慮するな。おまえはもう余の勇者であるからな。言わば余の所有物。というわけで余のしるしを刻んで分かたれぬ絆きずなを作ってくれよう」

　さて――俺がもし、ヴィヴィやアイアリスの言うように勇者なのであれば……。

　今、この窮地。

　一体どうやって、切り抜けるのだろうか？



　　　　　　　○



「まったく強情な奴やつめ。石像兵ゴーレムでももう少し柔軟に身の振り方を考えるであろうに。まったく、まったく……余の勇者は遊びがいがあるな！」

　なぜかつやつやした顔で嬉うれしそうに言う魔王アイアリス。

　答える気力もなく、俺は、料理に専念している。いや、アイアリスが「空腹だ！」って言うからさ。

　ここは、魔王城の厨ちゆう房ぼうだ。

　アスツラピ王国の建物らしく、やはり石で大部分ができている。民家などは内装が木のことも多いが……そういえば、この城ってどういう来歴を持ってるんだろうな？　人間が作ったものを奪った？　魔王軍が自分たちで建てた？

　まあいいや。

　城の厨房ということで、とても広い。おそらく十人以上の料理人が同時に料理を作っても、まったく狭く感じないであろう広さだ。実際、入ってから食材貯蔵庫をのぞいて、そして調理場に至るまで十歩以上は歩いている。つまり全体の半分ぐらいで約十メトロンの距離があるということだ。

　俺の部屋の何倍の広さだよ。

「……あ、アイアリス、火力上げて」

「余は気分がいい。褒美に世界を焼き尽くす業火を見せてやろうぞ」

「鍋なべが溶けるのでやめてください」

　あと、一緒に俺おれも溶けるから。

　っていうか、そんなに火力上げたらまた貧血起こすぞ。

　ちなみに本日の夕食は、アスツラピ王国では誰だれもが一度は作る料理、その名も『ごった煮』である。肉でも野菜でもとにかく鍋に入れて煮込むという豪快な料理だ。ちなみに、肉は軍に優先的に回されるので滅多に出回らないのだが、さすがは世界を救うお仕事、干し肉が大量に用意されていた。これからは食生活が豪華になるのは嬉うれしい。

　作るの俺だけどな。

　……アイアリスにも料理教えようかなぁ。

　うん、それがいい。俺はアイアリスの『先生』なのだから、やはり士官学校で俺が先生から教わったことを踏襲すべきだろう。戦闘・戦術・軍略・歴史・地理・国語・国家学・計算・料理・野営・軍の規律……。俺の肌に合わない軍の規律とか国家学はいいか。でも法律とかは教えとかないとまずいかな。

　あとで考えよう。

　とにかく、この職場には、街じゃ食えないような豪華な食事と、果てしない自由。

　それから……アイアリスがいる。

　人間に、というか、俺に妙に友好的な魔王が。

　これはひょっとして、いい職場なんじゃないか？

　ヴィヴィがいつ新しい勇者を見つけてくるかはわからないけど、それまでここで、アイアリスと二人、まったり過ごすのも悪くないな……。

　と、思っていたら。

「む……勇者よ、食事を追加してくれ」

「追加？　来客の予定でもあったのか？」

「いや……来客ではなく……ある意味で来客だが……出そうなのだ」

「出そう？」

　料理中に下品な話か、と思ったが……。

　違うということは、すぐにわかった。

　――闇やみが。

　俺のほうを見ている魔王の背後で、闇がぼんやりと浮かび上がり、次第にはっきりしたかたちになっていくのが見えた。

　闇は、二つ。

　数えようのないものを数えるというのもおかしな話だが、確かに二つ、闇はそれぞれ人型に凝固していき――そして。

　ぽん！　と。

　やけに軽く、はじけるような音を立てて、闇やみは、二人の少女へと姿を変じた。

「魔王陛下第一の眷けん属ぞく、竜人族の長おさが娘、ヤチホコ・ミナギ、愛いとしき御身のため参上つかまつりましてございます」

　静かに響く優しげで、少しおっとりした声。

　そちらを見れば……緑の長い髪、青い瞳ひとみ。

　おだやかで優しげな顔立ちをした女の子が、蝶ちようの羽のように袖そでが大きく、膝ひざの上にくるぐらいに丈の短い着物、といういでたちでアイアリスに頭を垂れているところだった。

「魔王軍が先せん鋒ぽう！　人じん狼ろう族の長が娘！　レイラ・ドロズドフ！　御身に敵対する全すべての者を切り伏せるべく、魔界より参上であります！」

　朗々と響く硬い声。

　視線をそちらに移せば、灰色の髪に、黄金の瞳の少女が敬礼していた。

　黒い、軍の指揮官のような服。腰に佩はいた曲刀……全体的に硬く、生き真ま面じ目めな印象の、軍人、という感じの女の子だった。

　どちらも、アイアリスと同じぐらいの子供に見える。

　アイアリスは二人に向けて振り返り、

「苦しゅうない。おまえらは同胞はらからぞ。ともに勇者と話したり遊んだりすることを許可する」

「光栄でございますなぁ……それにしても陛下、お会いしとうございました。陛下がこちらの世界に顕現されてから、日ごとに募る切なき想おもい……陛下を抱きしめたりほおずりしたり口付けしたり一緒に湯を浴びたりして、癒いやしとうございまする」

　ヤチホコ・ミナギと名乗った女の子は、熱っぽい視線をアイアリスに向けながら、俺おれのことなんて見えてないふうに、アイアリスの手を握ったり頬ほおを撫なでたりしている。

「やめんかミナギ！　余はおまえの人形ではないぞ！」

　アイアリスは微妙に嫌そうだ。

「……貴様が勇者でありますか」

　一方、レイラ・ドロズドフと名乗った灰色の髪の……髪の上に狼おおかみのような耳が生えていて、よく見たら尻尾しつぽも生えているっぽい少女は、敵意を隠そうともせずに俺をにらむ。

「陛下やミナギをあざむけても、レイラをあざむくことはできないのであります。レイラの嗅きゆう覚かくは貴様の怪しさをかぎとっているのでありますよ。そう、香草をはじめとしたおいしそうな香り、肉の焼けるにおいなど、お見通しであります！」

　おなかが空すいているのか。

　よだれが出てるぞ。

「……量は充分に作ってあるから、食べる？」

「ほっ、施しはうけないのであります！　……しかし、どうしてもと言うのなら、食べてやるのでありますよ……」

　尻尾しつぽが千切れんばかりに振られているんだが。

　ああ、この、レイラって子は、隠し事ができないのか……。把握した。

「あらあら……すっかりレイラが籠ろう絡らくされとりますなぁ」

　ミナギというのが名前らしい子が、袖そでで口元を隠しながら、優しい笑みを浮かべて、俺おれに一歩近付いてくる。どうにもアイアリスには袖にされたらしい。

「自分は籠絡などされていないのであります！　料理に罪はないのであります！」

　レイラが吠ほえているのだが、鍋なべをのぞきながら言われてもなにも説得力がなかった。

「よろしゅうお頼み申し上げます、勇者様……ミナギは魔王陛下の忠実なるしもべでございますゆえ……陛下に対等の扱いを受けていらっしゃる勇者様のしもべと思っていただいても結構でございますよ」

「いや……」

「ああ、楽しみでございますなぁ。魔界では陛下の周囲に男性などおりませんでしたからなぁ。勇者様が欲望に任せて陛下を襲うと思うだけで、ミナギは気をうしないそうでございますよ」

「いやいやいや……」

　ミナギって子は、あれか。

　ちょっと危ない。

「ごほんごほん。おい勇者、余に供する食事が焦げてはおらんか」

「えっ、いや、大丈夫だけど……っていうかそう思うなら火力弱めたらいいのに」

　あと、なんだよそのわざとらしいセキは。

「時に勇者よ、こやつらは余の眷けん属ぞく、余の力の高まりがこの世界に招いてしまう魔物どもなのだが……」

　アイアリスは、じとっとした目で俺を見て、

「なぜ、余の力は、眷属を招いてしまうほどに高まったのだろうな？」

「……」

　やっべ。

「勇者よ、本当に戦争は起こっておらんのか？　世界は平和なのか？　星は、人々は嘆いておらんのか？　余は今の文明を滅亡させずともよいのか？」

　じりじり迫るアイアリス。思わず後退するけれど、

「おっと、どこに行くのでありますか」

　後ろには、レイラ。

　右にはごった煮を作っている最中の鍋。

　左には、

「勇者様のお言葉を聞かせていただきたいのでございますよ」

　ミナギ。

「さあ勇者よ、尋問の続きをしようか。今度はペロペロしたりくすぐったりあまがみしたりでは済まんぞ。納得のいく釈明をせねばパクパクとかチュルチュルも考えておる」

　擬音だけで表現されることにより想像をかきたてる作戦に出やがった。

　周囲からの説明を求める視線を受けて、苦笑いしかできない。

　おっかしいな……まったり過ごすのも悪くないと思っていた気がするのに、まったくまったりできる気がしない。

　三人の少女の視線を受けて冷や汗。

　ああ、もう、これは……。

　魔王城生活。

　想定していたよりも、面倒なものになるかもしれない。

　かんべんしてください。



    

  
    
      



    

  
    
      

二章　無実勇者と疑り深い竜人



　　　　　　　○



　こうして魔王たちにこの世がいかに平和なのか教え込むことになったのだけれど、ちょっと待って欲しい。俺おれらのいるグィネリディアース大陸は十年以上前からずっと三国間で戦争をしている。

　北西部、我らがアスツラピ王国。

　南部、暖かい気候で果物がうまい、イラサリール王国。

　東部、人々が山に穴を掘って住む、キムンウエカルパ酋しゆう長ちよう国連邦。

　国はだいたいこの三つ……まあ、キムンウエカルパはたくさんの小国が集まってできている国なので『一つ』にしていいか疑問だが、大陸にはこの三つの国があり、三つが三つとも戦争状態にある。

　魔王が顕現するのも無理ないぐらい、世は乱れ、人々の心には闇やみが巣食い、大地は悲鳴を上げているのだ。どうすんだよコレ。

　誰だれが見たって平和じゃないのはわかるのに、俺は、魔王たち三人にこの世が平和であると、魔王が顕現した理由は戦争じゃなくて、もっと他ほかにあると示さなきゃならない。

　うん、無理。

「上官殿、俺、仕事辞めたいんですが、退役志願はどこに出せばいいんですか？」

「そうですね、自分の墓穴を掘ってそこに入れてくだされば、上からあなた様の首を落としてさしあげましょう。一生働かなくていい暮らしが冷たい土の下に待っていますよ」

　一生働かなくていいって言うか、一生が終わっている。

　そんなふうに俺は、城にぞろぞろと運び込まれる教材や机・椅い子すなどを横目に、蒼そう髪はつ性しよう悪わる上官のヴィヴィとひそひそ話をしていた。

　……魔王たちにこの世がいかに平和かを教えてやろうと思ったんだが。

　実際にこの世、平和じゃねぇし。

　それに、俺の知識って士官学校のものだから、まずは戦争ありきの教育しか受けてないんだよね……いや、歴史から戦争だけ綺き麗れいに抜くとさ、人類文化の発展も『なんでいきなりその技術出てきたの？』ってなるんだよ。

　全部、『遺跡から発掘した』も無理あるしなぁ。

　だって、前の魔王が倒れるまでには、古代文明の遺跡の発掘は一段落しちゃってて、今なんて、数十年ぶりにやっと見つかった遺跡のせいで戦争起こってるぐらいなんだから。

「どーすんだよヴィヴィ！　やっぱり俺おれに歴史を都合よく改かい竄ざんして教えるなんて無理なんだよ！　だって俺、普通の歴史だってうろ覚えだもん！」

「機転の利かない無職ですね。言われなければなにもできないのであれば、前線に送って差し上げましょうか？　前線は言われたことだけできればいいし、言われたこと以外をやってはいけない場所ですよ。理想でしょう？」

「俺、僧そう侶りよになろうかなぁ……」

「貴族でもないのに僧侶とは……一神教が『平和維持』の名目で僧兵を傭よう兵へいのように各国に貸し与えて荒稼ぎをしているのはご存じないので？　どのみち前線送りですよ」

「僧侶もなぁ……近年急に、だよな、いい噂うわさなくなったの。じいちゃんから聞くクリュメノス一神教はそんなとこじゃなかったのになぁ……」

「三代目教皇であらせられる優男が亡くなってから、急に、ですね。……やはり五十年ほどしかもちませんか、人間の作る時代など。悲しいことです」

「なぁ、なんでじいちゃんとか前の教皇様とかと知り合いっぽい感じなの？」

　ヴィヴィの見た目はせいぜい十四、五なのに。

　というか十四、五とか俺より下じゃねぇか。

　魔王とその眷けん属ぞくも十とか十一ぐらいにしか見えねぇし、俺、なんか最近、年下に逆らえないというか、振り回される機会が急速に増えてるよなぁ……。

「とにかく、あなた様なりのやりかたでやってみてください」

「俺なり、って言われてもなぁ……」

　ごった煮を作っている最中に質問攻めされそうだった時は、なんとか『教材が届いてない』とか『まだちょっと資料の整理が済んでない』とか言い訳して先送りにしたものの、こうしてばっちり教材とか資料とか届いちゃったあとでは、そんな言い訳も使えない。

　だから考えるしかないんだが……。

「考えるの、めんどくせぇんだよな……」

「そんなあなた様に理想の職場がございますよ。言われたことだけできればよくて、言われたこと以外をやってはいけないという、そう、最前線の奇襲部隊……」

「一生懸命考えます！　俺の戦場は魔王城です！　アスツラピ王国に栄光あれ！」

「よろしい」

　ちょっとでも怠けた様子を見せるとすぐに前線に俺を送り込もうとする上官殿である。

　辞めたい。

　しかしヴィヴィよ。考えたり、動いたり、そういうのの原動力……つまり『やる気』を、出そうと思っただけで出せるなら、この戦時中に親や街の人から後ろ指さされながら無職なんて職業に就いてねぇんだよ。

　世の中にはどうしたって『やる気』っていうやつを出せない人間がいるんだ。

　ま、ヴィヴィも口調は丁寧だけど、かなり軍人肌っぽいから、わからねぇんだろうな。

　軍人は上官の命令一つでやる気出すからな……そういうのが合わないのもあって、士官学校辞めたんだけど。

　そんな俺おれが、世界を救う仕事に就いている。

　しかもとるのは、剣でも指揮でもなく、教きよう鞭べんときたもんだ。

　どうなるかわっかんねぇよなぁ、人生って。



「余の勇者！　余の勇者はおらんか!?」



　ため息をつきかけたところで、城の中から魔王様の声が響く。

　微妙に鼻にかかったような甲高い声。……最初に聞いた時は威厳とか圧力を感じたものだけど、今ではもう、ただの子供の声にしか聞こえない。

「あなた様の生徒がお呼びですよ、勇者様？」

　ヴィヴィはいつもどおりうっすらと笑って、俺を城の中に帰そうとする。

　ま、ここでぐちぐち言っても事態はなにも変わらない。

　俺が考えて行動するしかねぇんだから……大人しく、帰ることにしようか。

　職場で、住居で。……世界がどんなに荒廃しても、ここだけは『平和』であらねばならない、箱庭。

　そんな、魔王の城の中に。



　　　　　　　○



「勇者！　余の下着が盗とられた！」

　はい、こちら魔王城生活三日目、現代勇者でございます。

　今まで一応問題なく暮らしてきたんだけれど、ここで事件が起きてしまったらしい。

　椅い子すと机と黒板の運び込まれた謁えつ見けんの間まは、採光に気を配られているのか、明あけ星ぼしがある限りとても明るい。

　俺たちはここを『教室』として利用しており、勉強を教えなくても、だいたいこの謁見の間をたまり場としている。

　血を吸ったような真紅の絨じゆう毯たん。その上に机と椅子が三組。

　おとぎ話に出てくる『この世を焼き尽くす竜』でも座りそうなぐらいでかい、漆黒の玉座。……の、前に黒板を置いて、俺がいて、教壇がある。

　こうして玉座のほうを向く三人と俺は向かい合って、授業をすることになる。

　ちなみにこれらがそろったのは今日のことなので、今まではそのへんでごろごろしながら無駄話をしていた。

　灰色の髪の人じん狼ろう、レイラなどは今までの癖で、絨じゆう毯たんの上でぴしっとおすわりしながら、警戒するような黄金の瞳ひとみを俺おれに向けている。

　緑髪の竜人、ミナギは珍しげに運び込まれた木の机をなでながら、口元を大きな袂たもとで隠し、つやっぽい流し目をアイアリスに向けている。

　そしてアイアリスは俺の真正面で、わなわな震えながら今日届いたばかりの机をバンバン叩たたいて、

「余がこの世界に顕現せし時、乳母めのとに持たされた大事な下着であるぞ！　これは由々しき事態である！　余は魔王軍五十万を総動員し、この世に存在せしありとあらゆる下着を集め犯人を暴き出し、そやつをこの世をかたなす要素の一つである原初の炎で魂まで焼き尽くしてくれよう！」

　すっごいくだらないことで、魔王軍が動員されようとしている。

「やめてくれアイアリス……魔王軍のみなさんに迷惑だろう。あと、そんなことされたら世界が滅ぶ。文明が滅ぶ。俺がまた職を失う」

「ならば探し出してみせよ！　余の勇者に命ずる！　世界中の土を掘り返し、世界中の人間の下着を脱がせ、世界中の戸棚を開けてでも余の下着を見つけ出せ！」

「普通に考えて、おまえの下着は世界を探さなくてもこの城にあると思うんだが……」

　おまえ、この世界に顕現してから今まで、一歩も城の外に出てねぇだろ。

「陛下！　陛下！　失うせ物もの探しならば、自分に任せてほしいであります！　勇者よりも役に立ってみせるのでありますよ！」

　床に座っていたレイラが勢い良く手を挙げる。

「なるほど。犬ならにおいとかでわかるかもな……」

「自分は人狼であります！　誇り高き魔王軍の先せん鋒ぽうであります！　あんな人間に媚こびへつらって生きる家畜と一緒にしないでほしいのであります！」

「そっ、その前に！　余の下着はにおいなどせぬわ！　おまえが余の勇者でなければ、竜族の尾にくくりつけて世界引き回しののち巨人族の斧おので打ち首にしておるところだ！」

　聞くだに恐ろしい処刑である。勇者でよかった。勇者じゃなければ死んでいた。

「陛下、あんな勇者はほうっておいて、自分に一任してほしいのであります！　陛下の下着は、このレイラ・ドロズドフが我が尾にかけて探し出してみせるのであります！」

「む、ぅ……尾をかけた誓いか……ならば無む碍げにするわけにもいかんな。よかろう、人狼族がレイラよ、魔王、アイアリス・エウブーレウス・タルタロスの名において命じる！　見事余の下着を探し出し、奪還せよ！」

「確かに仰せつかるのであります！　吉報を待っていてほしいのであります！」

　なんだかレイラと二人、アイアリスが盛り上がってるな……。

　っていうか、二人とも犯人がいるみたいな感じで話を進めてるけど。

「なぁ、本当に盗とられたのか？　失なくしたとかじゃなくて？」

「愚か者めが。部屋中引っ掻かき回して調べ、それでも無いがゆえ『盗られた』と言うておる。余はいたずらに臣民を疑ったりせぬ。王であるがゆえにな。王とは臣民を信頼し広くその心を掌握する者ぞ」

「……いつごろ、失くしたって気付いたんだ？」

「気付いたのは昨日だ。しかし、一日探して、やはり無い、盗られた、と結論したのは今日だ。おとといは確かに身に付けていた。洗濯のあと、無くなったのだ」

　ちなみに洗濯などの家事は、役割分担をする機会がなかったので、俺おれがやっている。

　あれ、これって……俺、容疑者として最有力じゃね？

「……しょ、しょうがねぇな、大事なもんなんだろ？　俺も捜査、手伝ってやるよ」

「急に乗り気になったな……勇者、まさかおまえ……」

「なっ、なんだよ、別に協力しないと疑われそうだしなんかの間違いで俺の服に紛れ込んでたら世界滅びそうだから協力する姿勢をとろうかなぁって思ったわけじゃねぇぞ……」

　全部自白している俺がバカすぎて世界が滅びるかも。

「余のことを心配してくれているのか……？」

　しかし魔王は人の話を聞かないたちだった。命拾いした。

「あ、ああ、うん、心配ダヨ、モチロンネ！」

「……魔族の王を、人間の分際で心配するのでありますか」

　レイラが、黄金の瞳ひとみで俺をじっと見上げている。

　疑わしすぎたか、いくらなんでも……。

「人間は、自分たちを忌み嫌っているものだと思っていたのであります。こちらの世界に自分たちが顕現しても、すぐに帰そうとするような……勇者は、違うのでありますか。自分たちは世界を滅亡させるために遣わされる『機能』なのに、追い返そうとしないのでありますか？　嫌悪しないのでありますか？」

　しかしレイラの顔は怒っているのではない。

　探るような、怖がるような、そんな顔であることに気付いた。

「こら、レイラ」

　やけにまじめなレイラに対して、どういう言葉をかけたものか悩んでいると、アイアリスが口を開く。

「こやつは余が余の勇者と定めた者ぞ。そこらに転がる有う象ぞう無む象ぞうと同じくするでない」

「……で、ありますか」

　レイラは警戒するような視線を俺に向けたままだ。

　いや、『本当は自分が疑われるの嫌だったから』なのに、むこうの誤解で『アイアリスのことを心配してる』って思ってることになってるので、非常に心苦しいんだが……。

　別に、心配してないわけじゃないし。

　心苦しくて申し訳ないので、ちょっとだけ、率直な言葉をかけよう。

　歩いて、レイラに近付く。

　レイラは値踏みするように俺おれを見ている。

　俺は、レイラの頭、犬のよう……じゃなくて、狼おおかみのような耳と耳の間に、手を置いた。

「……なんでありますか？」

「いや、俺は別に、おまえらのこと、忌み嫌ってるわけじゃねぇ、ってさ。仕事じゃなきゃ、追い返そうとも思わないし。……俺は誰だれかを嫌ったり、誰かを敵視したり、そういうのは苦手なんだよ」

「……勇者は、高潔な心を持っているのでありますか。誰も憎まず、誰も恨まない……」

「そんなわけねぇだろ」

　頭をなでる手を離して、指先で額をつついた。

　思ったより力がこもっていたらしく、レイラは額をおさえてよろめき、一歩下がる。

「なにをするでありますか!?」

「いや、意外なことを言われたんでおどろいて、つい力が入った……ごめん」



    

  
    
      



    

  
    
      「勇者が高潔な人物だと言っただけでありますよ！　どこが意外なのでありますか！」

「俺おれが高潔な人物に見えるのか？」

「見えないであります！」

　元気のいい即答だった。

　いや、自覚はあったから聞いたんだけどさ……もうちょい……いいや。なんでもない。

「……とにかく、高潔な心の持ち主じゃなくても、おまえらをいたずらに嫌悪したりはしねぇんだよ。……疲れるからな。嫌うのも、憎むのも。俺は疲れるのは嫌いだ」

「……」

「だから、俺がアイアリスのことを心配するのも、なんも特別なことじゃねぇよ。……怖がるなよ、俺を見て。怖がられるのも――疲れるんだ」

「……で、ありますか」

　レイラは額をおさえて、悩むような顔で、

「陛下が人類滅亡に乗り気でない理由が、なんとなくわかった気がするであります」

　そんなことを、つぶやいた。

　詳しくたずねようか、と思いレイラに一歩近付く。

　けれど、俺がなにかしゃべる前に、

「みなさま、よろしゅうございますか？」

　今までおだやかな表情で俺たちを見守っていたミナギが、立ち上がって口を開いた。

「陛下の下着を捜索するとのことで、どういった捜査方針をとるおつもりで？　ミナギははっきり申し上げますと、洗濯をしていた勇者様が怪しいように思えてならないのでございますがなぁ」

　青い瞳ひとみが、俺をじっとりと見つめる。

「ミナギ、余の勇者が、余の下着を盗んだと、おまえはそう申すのか」

「いえいえ、絶対とまでは申し上げないのでございますよ。けれど……やはり、陛下のお話を聞く限りですと、勇者様のお部屋を探すぐらいの必要性は、感じるのでございます」

「よかろう。余の勇者は余の下着を盗とらん。その証明のため家探しをしてくれよう！」

　魔王様が乗り気でいらっしゃる。

　まずい、まずい。

　別に俺はアイアリスの下着を盗ってはいないんだが、こいつらに部屋を探し回られるのはごめんなのだ。だってこいつら、絶対に片付けねぇだろ。それに、俺の持ち物のどこから『この世は戦争状態だ』って知るか、わかったもんじゃない。

　だからさっさと捜査に協力する姿勢を見せて、容疑者の候補から外れて部屋をぐちゃぐちゃにされないように立ち回るつもりだったのに……ミナギ、余計なことを！

「いや、えっと、ほら、その、なぁ？　俺、捜査に協力するって言ってるじゃん！　俺が犯人だったら、そんなこと言わないだろ!?」

「疑いを自分から逸そらすため、敢あえて……という可能性も、あるのでございますよ」

　たおやかに笑うミナギ。

　確かに部屋を探されたくないので協力の姿勢を見せている以上、ミナギの推理は半分ぐらい当たっているので、強く拒否できない……！

「ふん！　余の勇者は泥棒などという真ま似ねはせんわ！　そのようなことをしておったら、魔法で永遠の生命を与えたのちに一日に百度、海かい魔ま族ぞくの銛もりで体をえぐられるという刑罰に処しても良い！」

　処されるほうはまったく良くないんだけど。

「あらあらまあまあ……これは、なんとしても疑いを晴らしませんとなぁ、勇者様？」

「自分も全力で捜索するのでありますよ！　そしてもしも自分の目でも鼻でも耳でもなにも発見できなければ、その時は自分が勇者の無実を証明するのであります！」

「というわけで、勇者様のお部屋へ参るのでございますよー」

　おほほほ、と笑いながらミナギが歩き出す。

　釣られてぞろぞろ、アイアリスとレイラも歩き出す。

「えっ、いやっ、ちょっ……」

　手を伸ばしても止められない。

　魔族三人は仲良く俺おれの部屋へと歩き出す。

「……ああ、もう、めんどくせぇなぁ……」

　仕方ないので、むやみやたらに荒らされないように、俺も、三人のあとを追って自分の部屋に行くことにした。
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　結論。部屋の中が山賊にでも押し入られたみたいになった。

　まあ、実際に山賊に押し入られるほど俺の住んでいた王都の警備は甘くないのであくまでも物語の中から選び取った表現にしか過ぎないわけだが、それにしたってひどい。

　着替えはあらかた掘り返され、まるで洗濯する前のようにぐちゃぐちゃ。

　ベッドは木の土台がひっくり返され、上に乗せていたシーツなどは破かれて中まで検あらためられている。毛布なども同様で、今夜寝る時に敷く物とかける物がない。

　持って来ていた娯楽本もまた全すべてのページに検査が入ることに。そして今、魔王一味は『検査中』なので本を読んでいて動かず、俺は一人で部屋の片づけをしている。

「いやぁ、勇者様はどこにも隠しておりませんでしたなぁ」

　たおやかに笑いながらそんなことを言うのは、ここまで念入りな捜査を先導して行ったミナギである。

「だから最初っから言ってんだろ!?　ああもう……今日俺おれ、どこで寝ればいいんだよ……この部屋の夜は冷えるんだぞ……寝具を全部破きやがって……」

「床で寝ればよろしいのではございませんか？」

　しれっと言いやがる。

　拳げん骨こつの一つも頭に落としてやろうかと思ったが、相手は女の子であり、魔族。機嫌を損ねたら世界が滅亡しかねない。今俺、超戦ってる。世界のためにめっちゃ我慢してる。

「しかし……部屋にはございませんでしたなぁ」

「なんだ部屋にはって」

　傍点部の意味を答えやがれ。

「もちろん、他ほかのところに隠しているかもしれない、という意味でございます」

「……ミナギは、どうしても俺を犯人にしたいらしいな」

「いえいえ……」

　ついっ、とミナギは視線を床に座って娯楽本に夢中になっているアイアリスとレイラに逸そらしてから、

「ただ、家臣として陛下が『失なくしたのではなく盗とられた』とおっしゃっているのを『違う』とは申せませぬし、レイラは見てのとおり、莫ば迦か正直だけがとりえのわんこでございますからなぁ。……そうなりますと、容疑者として筆頭は、勇者様、ということに」

「その口ぶりだと、おまえも容疑者だろうが」

「……ま、そうでございますな」

　ミナギは俺の反論を予想していたのだろう。

「次はミナギの部屋を探すのも、よろしゅうございますかなぁ」

　なんだこの余裕。

　ミナギが犯人じゃないとすると……やっぱり、『うっかり失くした』説が正解か。

　もう一回アイアリスの部屋を探してみたほうがいいんじゃねぇの？

「……ああ、もう。とにかく城中探すぞ。おい、アイアリス！　レイラ！　いつまで俺の本読んでんだよ！　アイアリスの下着だろ？　レイラは、なんかよくわかんねぇけど絶対に探し出す誓いを立てたんだろ？」

「うむ、そうであったな。注進、大儀である。それにしても剣闘試合を扱っているのかこの書物は！　良いな！　一度余も実際に見てみたいぞ！」

　笑いながら本を地面に投げて（人の本を投げんな）アイアリスが立ち上がる。

「じっ、自分は本の中にはさまってないか調査中でありまして、そのー……続きはどこにあるのでありますか？　たっ、楽しいとかではなく！　調査のためにでありますよ！」

「まだ出てねぇよ。いいから行くぞ」

「わうー……殺生なのであります……」

　耳と尻尾しつぽをたらしながら、レイラも立ち上がる。

　一番捜査に気合を入れていたかと思えば、一番捜査をさぼりやがって。

　興味のあるものを見つけるとふらふらと……。俺おれが先導するしかねぇのか……。

　なんで俺が先導してアイアリスの下着探索してんだろうな……。

　魔王城には謎なぞが多い。

「もうこうなったら、とことんまで探すぞ。全部の部屋を見回るまでメシ抜きだ！」

「余の勇者が暴政を布しいた!?」

「ごっ、ご飯のために、気合を入れて探すのであります！」

「あらあら……これは、これは。大事になってまいりましたなぁ」

　ミナギが余裕ある表情で笑っている。

　笑みに細められた目は、しかし、一時も俺から離れていない。

　すっごい疑われてるよ。

　ま、確かに、魔王本人が失なくしてるんじゃなかったら、魔王の忠実なる眷けん属ぞくで、ましてや同性の二人よりも、魔王の敵たる勇者で異性の俺のが疑わしいのは、わかる。

　でも俺、盗んでないんだよ、本当に。

　だからアイアリスが失くしてるだけだと思うんだけどなぁ……。

　不満に思いつつも。

　……みんなでがやがや城を散策するのも悪くないかなぁ、とか思い始めてきたので。

「行くぞ！　次はミナギの部屋だ！」

「まあまあ、探されてしまうのでございまするか」

「よかろう！　次は余の部屋を探せ！　その次はレイラの部屋だ！」

「自分の部屋もでありますか!?」

「余は公正なる王であるぞ。家臣も民も勇者も平等に扱うに決まっておろうが」

「わっ、わう……わかったのであります……」

　しょんぼりするレイラ。

　まあ、俺の部屋の惨状を見たあとじゃ、引っ掻かき回されたくない気持ちはわかる。

　わかるから、やってやろう。

　俺の悲しみを、怒りを、めんどくささを知るがいい！

「む？　なにやら闇やみの力が増しておるな」

　俺の心の闇が魔王を強化してしまったらしい。

「時に勇者よ、いつになったら余に世界が平和であることを納得いくかたちで説明してくれるのだ？　余は王であるがゆえに寛大な心を持ってはいるが、それでも限度はあるぞ」

「ミナギの部屋は確か一階だったよな。急ぐか！　駆け足！」

　逃げることにした。

　いや、平和じゃない世界をどうやって平和であるかのように教え込んだらいいか、わかんねぇんだもん。しょうがないよね。

「なぜ逃げる!?　おい、レイラ、ミナギ、追うのだ！　これは勅命であるぞ！」

「了解であります！」

「承りましてございます」

　言うが早いか、レイラが一瞬で俺おれの横まで駆けて来て、ミナギが袖そでを振って俺の正面に水の壁を出現させた。

　いや……。追撃が本格的すぎませんか？

「最初に勇者を捕らえた者には褒美を出すぞ！」

　魔王があおる。レイラとミナギが奮起する。

　こうしてなぜか俺は、ミナギの部屋まで全力逃走する羽目になってしまったのだった。

　うちの魔王一味が本気すぎる。



　　　　　　　○



　息も絶え絶え命からがらミナギの部屋まで逃げ、そこで捜査。

　ミナギの部屋は変な雰囲気だった。

　アスツラピ王国ではあまり見ない、竹製の家具と光沢のある布による内装。ベッドは木の土台の上に敷布を乗せたものではなく、床に直じかに敷布を敷いて、その上に寝るようだ。それに枕まくら。形は四角柱で、硬い木でできている。こんな鈍器みたいな物に頭を乗せて眠って、体調を崩さないのだろうか？

「魔界にあります、『竜宮の国』では一般的な枕でございますがなぁ。ミナギの着ております服も、ほれ、『ふりそで』と言いまして、一般的な民族衣装でございますよ」

　とのことだ。

　結論として、ミナギの部屋には、やはりアイアリスの下着はなかった。

　次におとずれたのは、レイラの部屋だ。

　軍人っぽい服装と生き真ま面じ目めな態度から想像していたのとは違って、かわいらしい部屋である。床にいい感じの座ざ椅い子すがあり、どうやらそこで丸まって眠るようだ。また、球形の物体が異常に多く、噛かんだあとのある木片などもそこらに散らばっている。

「じっ、自分はおもちゃなどいらないと言ったでありますが、両親が持たせてくれたので仕方ないのであります！」

　照れたように言うので、この部屋はレイラ的には見られたくないものだったのだろう。

　ちなみに、レイラの部屋にも、アイアリスの下着はなかった。

　というか話を聞いてると、魔王一味はこの世界に来る前に荷物を整理するぐらいの時間はあるっぽい。ミナギとレイラがこっちの世界に現れた時も、なんだか突然出現した、ってよりは、呼び出されるのを待ち構えていた、って感じだし。

　どうにも、魔族は魔族で、ここじゃない世界での暮らしがあるらしい。

　この世界が平和じゃなくなると突然出現して突然破壊活動をする、って感じではないようだ。

　それぞれの人生があって、それぞれの暮らしがあって、それぞれの思い出がある。

　俺おれらが剣だのいさおしだの書物だのに勇者の面影を見るように、魔族も家具だのおもちゃだの下着だのに、世話をしてくれた家族の面影を見るのかもしれない。

　俺たちはアイアリスが乳母めのとから持たされたという下着の捜索を続けた。

　厨ちゆう房ぼうを探し、地ち下か牢ろうを探し、空の武器庫や兵隊詰め所、軍議の間、物見台に練兵場、中庭も探したし、畑の土も掘り返して、果樹園の木にも登って探した。

　謁えつ見けんの間まの奥にあるアイアリスの部屋も、片付けながら探した。

　昼ごろに言われたとおり、アイアリスの部屋はすでに一通り探されたあとらしく、俺らが部屋に入ったときにはすでにめちゃくちゃだったのだ。

　片付けながら捜索していくと、アイアリスの部屋には、ミナギやレイラの部屋のような個人の特徴を表す家具・おもちゃなどが無いことがうかがえる。

　だいたい、俺の部屋と同じ、アスツラピ王国製のものがほとんどで、部屋が広いぶん、物の少なさが際立って見えた。

　魔王用の天てん蓋がい付きの豪ごう奢しやな寝台が、やけに場違いに思える。

「余は王であるがゆえに、『人に見せる部分は豪華に、人に見せぬ部分は質素に』を心がけておるのだ。王には威厳がなくてはならん。しかし、王は誰だれよりも清貧であらねばならぬ。王が実生活を豪華にしては、国庫が傾くでな」

　とのことらしい。発言だけ拾っていくと、アイアリスはいい君主だと思う。

　まあ、下着一つ探すのに世界を滅ぼしかねない軍勢を呼び寄せる、とか言っちゃうあたり、外交と戦争は同じもの、と認識してそうなのが不安だが。

　そんなふうに城中を探し回り――

　俺たちは。

　とうとう、アイアリスの下着を見つけることは、できなかった。
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　軽く食事を済ませたあと、バルコニーに出て夜空を見る。

　空には大きな六つの星。うすぼんやりと世界を照らす、ただ六つだけの夜の光。

　冷え切った鋭い風が吹き抜ける。……理由もなく星を見続けるには、あまりにもアスツラピ王国の夜は寒い。

　俺おれは、結局見つからなかったアイアリスの下着のことを考えていた。

　……けれど、女の子の下着のことを考えながら夜空を見て物思いにふけるのはなんだかすごくいやな感じだ。まるで変態になってしまったような気分になるので。

　それに、さすがに冷えてきた。そろそろ城内に引き返すべきだろう。

　つらつら考えながら、城内に戻るべく、きびすを返す。

　すると――

「おお、余の勇者よ。おまえもか」

　そう言いながら、下着を失なくした魔王様が現れた。

　城内に引き返そうと思っていたが、隣に並ばれたので機会を逸する。

　……少しぐらい、付き合ってやるのも悪くない。

　そう思って、俺は腰をバルコニーのふちへとあずけた。

「アイアリスはなにしてたんだ？」

「余は下着を探しておった」

「……ずいぶん必死だな。ひょっとして、今日穿はくものがないとか？」

「いっぱいあるわ戯たわけ。というか余をなんと心得ているのだ。余は魔王ぞ。その気になれば下着の一枚や二枚、魔法でどうにかしてくれるわ」

「じゃあ、なんでそんな必死に探してるんだよ……」

　たかが下着じゃないか。

「なにを言うか。おまえも、余の下着を探しておるのだろう？」

「いや、違うよ」

「照れるな照れるな。余はちゃあんとわかっておるぞ。このように寒い夜、このような寒い場所に出てくるなどという酔狂、目的も無しに行えるはずがない。勇者よ、他ほかの者にどう思われていようと、余だけはおまえが道化の皮をかぶった英雄であることを見抜いておるのだ。余に隠し事は無意味ぞ。というか余の勇者なのだから英雄でなければ困る」

　ごめんね道化の皮をかぶった道化で。

　俺、目的もなくこんな寒い夜にこんな寒い場所にいるんだよ。

　星を見てた、とか言ったらちょっとはかっこつくかなぁ……。

「知っているか勇者よ。空に輝く六むつ星ぼし、あれの一つ一つにも、この世界と同じような世界があるのだぞ」

「……どういう意味だ？」

「言ったままだが。……むぅ、やはりわかりにくいのか？　この世界の夜空を六つ星が照らしておるように、あの星々の一つから見れば、この世界があちらの星の夜を照らしておるのだ。ある星はこの世界を『月』と呼び、ある星はこの世界を『神の目』と畏おそれ、ある星はこの世界を『塵ちりの集まり』と唾だ棄きする。それぞれの星にはそれぞれの世界があり価値観があり、また、それぞれの住民がおり、それぞれの暮らしがある」

　六むつ星ぼしを見上げて語るアイアリス。

　赤い瞳ひとみが、真っ白い肌が、真っ黒な髪が、夜の世界においてまばゆいばかりの存在感を放っている。

　まるで、この静かで美しい夜が、アイアリスから始まっているみたいだと思った。

「そして――それぞれの世界に、異なる意義を持ち、『魔王』がいる」

「……アイアリス以外にも？」

「さて、余は魔王であるが、永遠の魔王ではないのでな。余以外の魔王がいることをさも珍しげに言われても、どう答えていいかわからんが……」

　わかるようなわからないようなことを言って、アイアリスは空を見上げるのをやめた。

　そして、今度は俺おれを見上げる。

「余は確かに一世代に一つしかない『魔王』という席と、以前の魔王の記憶、それから『人の文明を滅ぼす』という咎を負って顕現する。どの世界でも等しくだ。価値観も、住民も、暮らしも、想おもいも希望も過去も未来も、全すべてを滅するべく顕現する」

　辛つらそうだな、と思った。

　それは、アイアリスの言葉から、勝手に彼女の『魔王』としての過去……あるいは、以前の魔王たちの記憶に想像をめぐらせて同情したんじゃなくて。

　今、目の前のアイアリスは、確かに辛そうな顔をしているから。

　他ほかの魔王とか、魔王の使命とかはよく知らないけど、魔王としての使命を語るアイアリスを、つい、慰めたくなった。

「……なぜなでる」

「ちょうどいい位置に頭があったから、かな」

「……おかしなやつだな、余の勇者は」

　アイアリスは笑って、それから、ぽすん、と俺の体に顔を押し付けた。

「ああ、勇者よ、余は願って止やまない。この世が平和たらんことを。今、この世界を満たす文明がいつまでも続くことを。余がなにも為なすことなく消え去ることを、余は願って止まないのだ……」

「……」

「余は脆ぜい弱じやくなる人類を恐れる。想いがあるはずなのに、暮らしがあるはずなのに、過去があるはずなのに、草の根を裂くより容易たやすく滅びてしまう人類を恐れる。このままでは、いつか余は忘れてしまう。人間を一人滅却するたびに、そこにある思い出をも滅却していることを。脆弱である人間にも、かけがえのない思い出が宿っていることを。……ゆえに余は、他者から授けられた物に想おもいがこもっていることを肯定する。そして、その想いを大事にする」

「……だから、下着を必死に探してるのか？」

「そうだ。あれは余の乳母めのとの『想い』ゆえ」

　アイアリスは俺おれから離れる。

　そして、笑う。

「だが……失なくした物は、仕方が無い」

「……」

「形が無くなろうとも、想いを余は忘れぬ。余は魔王という存在である。余という形が無くなろうとも、余は記憶を次の魔王へ遺のこしていくゆえ。……迷惑をかけたな、勇者よ。余は満足だ。みなが必死になって、余の下着などというくだらん物のために時を割いてくれた。それだけで、余には充分である。……もう休め。このような寒いところに長居しては、体調を崩すぞ」

「……ああ」

　まったくもってその通り。

　もともと、下着なんて替えが利くものだし、いつかはくたびれて捨てる物だ。

　そんな物のために一日かけるなんて、そもそも間違っていた。

　めんどくさいし。疲れるし。

　俺は――毎日だらだら生きていきたいんだ。

「では、余は戻る」

「そうか。俺はもうちょい、ここにいるよ」

「酔狂なやつめ……好きにするが良い」

　去っていく魔王の足音と、扉が開いて閉じる音を聞く。

　もともと、俺はアイアリスの下着を探すためにバルコニーに出てきたわけじゃない。

　星が見たかっただけだ。

　……とか言っても、今さらかっこつかねぇよなぁ。

　実はずっとアイアリスの下着のこと、考えてました。

「……諦あきらめたんなら、もっと諦めてるような顔をしろってんだよ」

　下着一つで泣きそうな顔するんじゃねぇよ。

　めんどくさい。めんどくさい。めんどくさい。超めんどくさい。

　百回言っても足りないぐらいめんどくさい。

　でも、百個の『めんどくさい』を並べても忘れられないぐらい。

　アイアリスの悲しそうな顔が、頭にこびりついている。

「……まったく、今日に限って六むつ星ぼしも景気良く光ってるんだよなぁ」

　バルコニーのふちから腰を浮かして、歩き出す。

　暗ければ言い訳も立ったが、こうも明るい夜では仕方がない。

　このまま寝てもどうせ夢見が悪いだろうし。

　すっげぇめんどくさいし、すっげぇ疲れるけど……ここは一つ、うちの魔王様の下着でも、探し回ることにしますか。



　　　　　　　○



　昼間に四人で探して見つからなかった物が、夜中に一人で探して見つかるはずもない。

　わかってたからめんどくさかったんだが、それでも動かずにはいられなかった。

　で、動いた結果が、やっぱり見つからないという。

　……さすがに、こんな夜中にアイアリスやレイラやミナギの部屋を探すわけにもいかないから、全部の部屋を探したとは言えないが。

　それでも明け方、星が昇るまで燭しよく台だい片手にがんばってみた。

　がんばった結果がこれだよ。

「……失なくしたか、紛れ込んでるのか……」

　に、してもだ。

　こんだけ城中を念入りに探して、それでも見つからないってのは、少し、おかしい気がする。

　ま、失うせ物ものってのは必要な時に絶対に見つからないで、忘れたころにひょいっと見つかるもんなんだが……それにしても、だ。

　牢ろうみたいな自室。引き裂かれた寝具の上に寝転がりながら、つらつらと捜索の記憶を振り返る。

　確かに魔王城は広いが、俺おれらが生活してる区域はそんなに広くない。四人で一日がかりで必死に探して、そのあとまた総ざらいして見つからないとなると、確かに誰だれかが隠してる可能性が高いかもしれない。

　だが、誰が？

　俺は盗んでないし、隠してもいない。俺の服に紛れ込んでることも、なかった。新しい洗濯物にも、余分な下着類は見当たらなかった。

　レイラはあの性格だし、隠したり盗んだり、なんてことはできないだろう。

　アイアリスが失くしてる可能性も、ここまで念入りに調べたあとでは、ほぼ皆無。

　となると――

　一つのありえない結論に、推理が行き着きそうになる。

　彼女は魔王の眷けん属ぞく、忠実なるしもべのはずだ。

　大体、主あるじの下着を盗んでなんの意味がある？　そもそも、眷けん属ぞくなら、魔王があれだけ『物』や『思い出』に執着するのはわかってたはずなのに、そんなことして主の不興を買って、なんの得がある？

　でも……。

　考えがふりだしに戻りそうになった。

　その時、部屋の扉が叩たたかれる音が響く。

　アイアリスがあきらめつかなくてまだ探してたのか、と思い、「開いてるぞ」と呼びかければ――入って来たのは。

「夜分遅くすみませんなぁ、勇者様」

「……ミナギ？」

　緑の髪に青い瞳ひとみ、桃色の『ふりそで』を着た、竜人の少女、ミナギ・ヤチホコだった。

「夜分、と言うよりは、もう、世界を照らす明あけ星ぼし様の昇る時間帯でございますなぁ。勇者様もずいぶん、夜更かしがすぎるようで……」

「おんなじ時間に起きてるおまえに言われたくねぇよ」

「仰るとおりでございますなぁ」

　たおやかに笑いながら、ミナギは、横になっている俺おれの頭のそばに腰を下ろした。

「勇者様、お疲れ様でございます。陛下の下着探し……臣下にして眷けん族ぞくである我らならばともかく、勇者様には陛下のためにそこまでする義理はないでございましょうに」

「見てたのかよ……声かけてくれればいいのに」

「いえいえ、水を差すのも悪いと思いましてなぁ」

　ミナギは細くて白い足をぶらぶらと振って笑う。

　いつも膝ひざをそろえてしとやかにたたずんでいる彼女にしては珍しいな、と思った。

　ひょっとして……はしゃいでる？

　夜更かしに心が躍っているのだろうか。

　そう思って顔に視線を移せば……ミナギは、微笑ほほえみを浮かべてはなく、至極まじめな顔をして、俺を見下ろしていた。

「なぜ、陛下のためにそこまで懸命になれるのでございますか？　……陛下は魔族の王でございます。この世を、文明を滅ぼす人類の敵でございます。……恐れながら勇者様は、世界を救おうという使命に燃えているようにも、分け隔てなく優しく懐の深い高潔な人物にも見えないのでございますからなぁ。ミナギは不思議なのでございますよ」

「まあ、俺はぐうたらしてるし、探してる間もめんどうでたまらなかったし、確かに使命に燃えてもねぇし、高潔でもねぇな」

「では、なぜ？　所しよ詮せんは下着でございます。陛下は五十万の魔王軍を動員してでも、と仰っておりましたが、口だけでございましょう。実際、陛下は勇者様に捜索を打ち切る旨むねを伝えていたでございましょうに」

「……いつから見てたんだよ、おまえ」

「勇者様がバルコニーに出ました時から、ずっと」

　口元をかすかにほころばせるミナギ。

　こいつは……。趣味が悪いと言うか、意地が悪いと言うか……魔王一味で一番の曲くせ者ものは、こいつなんじゃねぇのか？

「っていうか、バルコニーから見てたんなら、わかるだろ」

「高潔でも使命に燃えてもいない勇者様が、魔族の王である陛下のくだらない執着に振り回される理由など、とんと見当がつかないのでございますよ」

「くだらない執着って……」

　自分の主あるじのこだわりに対して……いや、まあ、俺おれが言うことじゃねぇか。

　っていうか、こいつ、とぼけてんのか、本当にわかってねぇのか、どうなんだろうな。

　ま、いいか。言わせたいなら言ってやる。黙ってんのもめんどくせぇしな。

「アイアリス、悲しそうだっただろ」

「で、ございますな。……見ているこちらの胸が痛むほどに」

「それが理由だよ」

「……はて？　人類の敵である魔族の陛下が――」

「あのさぁ、ミナギ。人類の敵、人類の敵って、そんなのどうでもいいんだよ」

　レイラもそうだが、こいつら、くだらねぇことにこだわりすぎだろ。

「同じ城ん中で暮らしてる女の子が悲しそうなんだ。助けなきゃ翌日だるいし、夢見が悪いだろ」

「……そ、そんな理由で……？」

「気まずいのもだるいのもめんどくせぇんだよ。人類の敵だろうが俺の敵じゃねぇ。俺は、嫌うのも憎むのも嫌いなんだよ。疲れるからな。外野だの伝承だのが『魔族ダメ！』とかわーわー言ったところで、俺はすぐそこにいるやつらとは仲良くしてたいんだ。そっちのがめんどくさくねぇからな」

　俺は、男なのにこの年齢で戦場に行かないせいで、王都じゃ風当たりが強かった。

　めんどくせぇんだよ、そういうの。雰囲気悪くなるだろ。

「俺は世界を救う気はねぇけど、目の前で泣きそうな顔をしてるやつぐらいは、助ける」

　そのほうが居心地がいいから。

　世界を滅ぼす魔王だろうが、王国の姫君だろうが、街のクソガキだろうが、関係ない。

　いちいち分類して助けるかどうか考えるのは、めんどくさい。

「……ま、結局、魔王の下着は見つからず、成果は俺がくたびれて今日は夜まで気持ちよく眠れそうだ、ってぐらいだけどな」

　それもまたいいと思う。

　どうせだらだら生きるんだ。なにに費やそうが、無駄な時間なんてない。

　無職の時間は等しく無価値、ゆえに無敵。なにをしていようが、もったいなくない。

　ただ生きてるのを『もったいない』と言われ続けてきたからな。今さらだ。

「勇者様」

「なんだよ」

　ミナギは、ゆったりと立ち上がり、俺おれの正面へと移動する。

　それから、笑って、

「ミナギは愚かでございました」

「は？」

「陛下を疑い、侮りました。陛下は幾人もの陛下たちの記憶を持っているとは言え、年端もいかぬ少女でございますゆえ、『余の勇者』と勇者様のことを呼んで慕ってはおりますが、それは勇者様にお菓子でももらって騙だまされているのだろうと、そのように思っていたのでございます」

　お菓子で騙される魔王か……。

　そんなんだったら、世界を救うお仕事も楽だし、そもそも俺じゃなくて、どこぞの高名な菓子職人でも連れてくればよかったから、俺がかかわらなくても済んだんだけどな。この戦時中に果たして菓子職人が生き残っているかははなはだ疑問だが。

　しかし、現実は違う。

　俺の代わりに菓子職人が魔王城に来ることもないし。俺は確かに――

「あなたは確かに、勇者様でございました」

「……まあ、そんなふうに呼ばれちまってるな」

「陛下の下着を盗んだのは、ミナギでございます」

「……そうか」

　まったく予想してなかったわけじゃない。ただ、理由がわからなかっただけだ。

「……我々魔族は、先代陛下がこの世界から撤退した伝承を聞いております。説得により退けられた、と。勇者を名乗る詐欺師の口車に乗せられたと、そのように」

　ああ、確かに。そうともとれる。

　実際にじいちゃんを見てれば、人はおろか魔族を騙したりできるタマじゃねぇのはわかるけど、実際に見てない人からしたら、騙したって思われても仕方ないもんなぁ……。

「で、ございますから、無む垢くな陛下が騙され傷つかぬように。勇者様が陛下の不興を買うように。ミナギは陛下の下着を盗み、勇者様にその罪を着せる腹積もりでございました」

　つまり俺は、警戒されていたわけだ。

　そりゃそうか。

　なにせ、魔族ってのは、人間が自分たちを忌み嫌ってる、と思ってるっぽいしな。

　そんなに簡単に信用はされねぇよな、やっぱり。

「ですが、ミナギはあなたを信頼する陛下を、そしてなによりあなた自身を疑い、侮り、偏見の目で見ておりました。深く深く、お詫わび申し上げるのでございます」

　そう言って、ミナギは膝ひざを床に着け、ぐっと深く、頭を下げた。

　一瞬なにをされているのかわからなかったが、それはきっと、ミナギの文化では、詫びを入れる体勢なのだろう。

「いやっ、そんなんしなくていいから！」

「首を落とされても構わぬことを、ミナギはしてしまっているのでございます」

　いやいやいやいや。そんなのしねぇよ。痛そうだろ。

　しかしミナギは頭を下げたまま、動かない。

　なんでこうなった……なんか話題、話題をふらないと……。

「ああ、そうそう！　気になってたんだけどさ！　質問いいかな！」

「なんなりと」

「下着は結局、どこに隠してたんだ？　城中探し回ったけど、まったく見つからなかったんだが……」

「それは……どこにもないということはここにあるということでございます」

「……意味がわかんねぇな」

「実際に見せろと仰いますか……りゅ、竜人族の掟おきてとして、それは、少し……わたくしも陛下よりは年上でございますが、まだその……早い年齢ではありますゆえ……」

「なんの話だ……いいから、持ってるなら出して、そんで一緒にアイアリスに謝りに行こうぜ」

「……はい、では……」

　ミナギは、少しだけ頬ほおを赤らめて、立ち上がる。

　それから、着ている『ふりそで』の、膝より上にある裾すそに手をかける。

　一瞬の、ためらい。

　そして――一気に、その裾をめくり上げた。

「……え？」

　俺おれの視界には下着。ミナギの白いふとももと同じ色をして、少しだけきつそうに肌にはりついている、おそらくはアイアリスの下着。

　股また上がみの浅さとか尻しりの横への食い込みとかがすごいのは、ミナギがアイアリスよりは成熟した肢体の持ち主である証明で――

「――いやいやいやいや！　えっ!?　いや、ええっ!?　なんで穿はいてんの!?」

「ここならば見つからないと思ったのでございます」

　顔を真まっ赤かに染めて、ミナギは搾り出すような声で言う。

　あー、うん、確かにそこは、一番の隠し場所だね……。

「へっ、陛下にお返しするためには、ぬ、ぬぬ、脱がないと、いけないので、ございますれば、今、ここで……」

「いいから！　俺おれの見てないところで脱いでいいから！　そして自分の下着を穿はいていいから！　だからとりあえず下ろせ！　服の裾すそを下ろせ！」

「そ、それが、胸が、ばくばく、して……て、手が、緊張で、かたまって……ミナギの体なのに、ミナギの言うとおりにならないのでございます……！」

「あーもー！　手伝ってやるから！」

　立ち上がってミナギの手をとる。

　上から見ればさらされた下着は見えなくて、少しほっとする。

　着物の裾を持つミナギの手をほどいていく。

　やけに固く握られているし、力を込めすぎると壊れそうなぐらい細くて、柔らかい手だ。長い時間をかけてようやく片手を解きほぐすと、俺のほうが疲れ果てていた。

　ミナギの呼吸も、どんどん荒くなっている。

　このまま俺らは死ぬんじゃないか？

　とにかくもう片方の手をさっさと解きほぐさないと、ミナギが倒れそうだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれはぎゅっと着物の裾すそをつかんだまま硬直しているミナギの左手に手を添えて――



「余の勇者よ！　朝であるぞ！」



　扉が開かれる音を聞いた。

　真っ白な頭で、開かれた扉のほうを見る俺。

　そこには、漆黒の髪に赤い瞳ひとみの少女がいた。誰だれあろう、我らが魔王陛下である。

「……なにをしておる？」

　――声だけで凍るかと思った。

　目を開いたまま、無表情になって小首をかしげるアイアリス。

　視線の先には、着物の裾を片手でつかむミナギと、そのミナギの手を握る俺。

　ミナギの顔は真まっ赤かで呼吸は荒く、俺も、片手をほどくのに疲れてしまったせいで、若干息が荒い。

　現行犯逮捕――なぜだろう、そんな言葉が浮かんだ。

「勇者、おまえ、ミナギになにをしておる？」

「いや、あのね、違うんだよ。なあ、その、ミナギ、ほら、そうだね」

　なにが『そうだね』なんだよ。口から意味のある言葉が一切出てこない現象である。

　つまり勇者は魔王に追い詰められている。

「うむ、なるほど……」

　アイアリスはなにかに納得して、

「余の下着をミナギに穿はかせ、よからぬ行為に及んでいたというわけか」

　どんな倒錯趣味だ。口に出すのもはばかられる性癖が五つぐらいありそうだぞ、それ。

「余は寛大なる王であるからな。し、臣民の無礼や変態趣味も、寛容なる心で許さねばならん。そう、臣民は自由であるべきなのだ。趣味も、想像も、制限してはならぬ……」

　言いながらこめかみがぴくぴくしている。あと、言葉から怒気を隠しきれていない。

「しかし、余は王であるからな。窃盗という罪には、罰を下さねばならん。……して、勇者よ、一つ聞きたいのだが、おまえは余の下着が好きなのか、余の下着を穿いたミナギが好きなのか、どちらなのだ？」

　想像の中で下着を見せる魔王と、今のミナギを比べてみる。

　なるほどミナギの体に着けられていると扇情的だが、魔王の体だと地味な感じ――

　……非常に倫理的によろしくない絵が浮かんできて、あわてて振り払った。

「俺に下着好きなんていう性癖はない！」

「……ほう、つまり、余の下着が好きなわけではないと」

「そうだよ！　これはその、事情を話せば長いんだけど――」

「良い」

　アイアリスは常とこ春はるの国でさえ厳冬に叩たたき込みそうな冷たい息をはいて、

「余は王であるが、専制君主ではない。……が、勇者よ、おまえの刑罰は法の裁きに任せるまでもない。余、直じき々じきに下してくれるわ。ふ、そうであるな……余の勇者は、余の所有物、余のものであるからな、そうであるな、余のものをどう使おうが、余の自由……」

「違う！　なにもかも違うんだ！」

「黙らんか痴しれ者もの。余がその腐った性根を教育してくれよう。というわけで万回死ね。異論があれば一万一回目の死を迎える前に余の炎に耐えてから言え」

　アイアリスの手に、炎の弾が顕あらわれる。

　白いそれはどんどん大きさを増して、直接触れてないのに肌がちりちりするぐらいの熱を放っている。

　これはひょっとして……このまま俺おれは死ぬんじゃないか？



　　　　　　　○



「そういう事情ならばさっさと言うが良い。危うく余の勇者を殺すところであったぞ」

　不機嫌そうに席に着いて机に肘ひじを置き、頬ほおをふくらませるアイアリス。

　俺は正気を取り戻したミナギによってどうにかアイアリスの攻撃を防いだあと、未いまだ眠っていたレイラを起こして、謁えつ見けんの間まに集つどっていた。

　しかし机や黒板が並んでいるのを見ると、もはや謁見の間じゃなくて本当に教室だ。

「誠に申し訳ございませぬ、陛下。かくなるうえは、命を賭としてお詫わび申し上げる所存でございます」

　アイアリスの座る席の前で頭を深々と垂れながら、ミナギは静かな声で言う。

　どのような罰も覚悟していると。たとえ死んでも構わないと。

　……そこまでの覚悟で、アイアリスが俺に騙だまされないよう、傷つかないように、と思って下着を盗んだのか。

「なぁ、アイアリス――」

「陛下！　ミナギを許してやってほしいのであります！」

　ミナギの横に膝ひざをつき、頭を垂れながら、レイラが俺の言葉を横からかっさらう。

「ミナギは腹黒くてなにを考えているかわからなくて変態でありますが、自分の大切な友人なのであります！」

「……レイラ……」

　素直に感動していいの？　すっごいけなされてるよ、ミナギ？

「それに、此こ度たびのことも、陛下の御身を想おもってのことであります！　この忠義、命を賭かけた注進、亡くすにはあまりに惜しい家臣なのであります！」

「黙らんか。余の下着を盗んだ罰は、余が決める。意見することは許さん」

　勢いこんで話していたレイラが、そのひとことだけで黙る。

　アイアリスは魔王の威厳と迫力に満ちた目で、ミナギとレイラと、それから俺おれを見て、

「ヤチホコ・ミナギ。おまえに罰を与える」

「なんなりと」

「陛下……！」

　レイラの願うような叫びが、静かな朝の謁えつ見けんの間まに響く。

　アイアリスはしばし目を閉じ沈黙したあと、

「ミナギ、おまえは今後なにがあろうとも、余と余の勇者を疑ってはならぬ。決して謀はかること、少しも騙だますことなく、信じ続け、尽くし続けよ。……それが、おまえへの罰だ」

「……承りましてございます」

「陛下！　寛大なご処置、感謝するのであります！」

　ようするに助かったってこと？

　なら良かった。……死罪とか言われたら、色々めんどくせぇからな。

　人が死んだ影響は、何年も周囲に残る。

　ばあちゃんの時も、じいちゃんの時も、オヤジの時もそうだった。

　無事に済んで、本当に良かった。

「……ま、夫を遺のこして死罪にするのも、余としても寝覚めが悪いからな。魔族と人間の垣根を越え、懸け橋となるべく、精進せよ」

「ミナギ、夫がいるの!?」

　え、人妻かよ!?　子供じゃなかったの!?

　ああ、そりゃあ、寝覚めが悪い……死罪になんて、できねぇよなぁ……。

「余の勇者よ、なにを言っておるのだ」

「いや……魔族にしたら珍しくないのかも知れないけど、人間としては、ミナギぐらいの子に夫がいるとか聞かされたらおどろくんだよ」

「うつけ者。魔族でも珍しいわ。というかミナギの夫はおまえであろうが」

「……えっ!?　俺、夫!?」

「竜人族のならわしでは、女性の竜人は足の付け根を家族以外に見られれば、その相手の者となることになっておる。ミナギから聞いておらんのか？」

　聞いてません。

　ああ、でも、竜人族の掟おきてがどうとか、まだ早い年齢がどうとか言ってたような。

「ま、ミナギの夫である前に余の勇者であることを忘れぬ範囲で、ミナギにもよくしてやれ。余の勇者と余の家臣・眷けん属ぞくが仲良しなぶんには余も嬉うれしいでな。どのぐらい嬉しいかと言えば身分違いの婚姻で王族に加わった村娘ぐらい嬉うれしい」

「それは飛び上がりたいほど嬉しいだろうな……」

「というわけだ。余は王であるから踊ったり跳ねたりしておらんが、かなり嬉しい。今こ宵よいは宴うたげにしよう。というか率直に言って勇者は同じ物しか食事を作らんでな、飽きた。余が許す。城の食料を使い尽くしてもかまわぬゆえ、なにか変わった物を作れ。これは勅命であるぞ」

「ミナギもお手伝いいたしまする。勇者様、どうかミナギを使ってやってくださいまし」

「自分はおいしいものが食べられればそれで満足なのであります」

　というわけで、どうやら俺おれは、自分の結婚を祝う料理を自分で作らされる羽目になっているらしい。なんてこった。

「……この世界にミナギがいる限り、ミナギは陛下の、そして勇者様の忠実なるしもべでございます。どうぞ、よろしゅうお頼み申し上げます」

　ちょっとだけ照れたように顔を赤らめて、すすす、と寄ってくるミナギ。

　いや、まあ、その、かわいいからいいけどさ。

　それにしたって、いつの間にか婚姻関係が結ばれていて、その祝いを自分でするとか。

　まったく状況についていけていない俺がいる。これが勇者のお仕事ですか、上官殿。

　だとしたら、本当――やる気の出ない話もあったもんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

三章　無力勇者と役立ちたがり人狼



　　　　　　　○



　寝具が破けたので、修繕が終わるまでこっそりミナギの部屋で世話になってしまった。

　これから俺おれは竜人族の夫としてよりいっそうりりしい振る舞いをしなければならない状況になったらしいのだが、ひょっとしてこのあと魔界に冒険に出てミナギのご両親に許しを請う展開でも待っているのだろうか。

　いや、風習や慣習を知らなかったことを言い訳に逃げたりはしないが、これで魔王一味がこの世は戦争でかなり平和とは言いがたい状況であることを彼女らが知ってしまって「世界を滅ぼすか」とでもなった日には、俺は魔族に人間を売った者として後世どころか一つ先の文明まで語り継がれてしまうのだろうか。そう考えるとかなりだるい。

　ま、死んだあとのことはどうでもいいや。

「というわけで上官殿、俺、これからは主夫業に専念したいんで、仕事辞めてもいいですかね？」

「辞めてもいいですが、魔族の婿になったとも言えませんので、ご家族にはあなたは死んだと伝えます。なんならここでわたくしが二階級特進させて差し上げましょうか？」

「任務を続行しますアスツラピ王国に栄光あれ！」

「よろしい」

　上官の横暴があいかわらずです。軍隊はこういうのが嫌なんだよ。

　ともあれ城の外。『明るいうちに運び終わらなきゃ魔王に食われるぞ！』とおどされてんのかあんたらは、というぐらいに手際よく城内に搬入されていく食材の群れを横目に、蒼そう髪はつ性しよう悪わる上官ヴィヴィとの、週に一度の会話中。

　暴虐で美しい俺の上官殿は、蒼髪をさらりさらりとすいて、

「さて、世間、と言うか戦争の状況ですが、南の戦況がまずいことになっています」

「南って、イラサリール方面軍にはあいつがいるだろ。士官学校卒業後、一年で大隊長にまで昇進した南部イラサリール方面軍の英雄。『美麗なる――』



「僕のことかよ？」



　ひょいっ、と。

　まるで登場の機会を見計らってたみたいに、俺おれの目の前に現れた、左目に眼帯をした、茶髪の男。

　いつ見ても幼い顔立ちをしている。あと、やけにいい笑顔だ。なにがそんなに楽しいんだろう。ああ、部隊配属と同時に南部戦線押し返して、死んだわけでもないのに二階級特進、小隊長（普通は士官学校を卒業しても伍ご長ちようからだが、首席卒業なのでいきなり小隊長で配属された）から大隊長に抜ばつ擢てきされれば、そりゃあ人生楽しいか――じゃなくて。

「……なんでおまえがここにいるんだよ」

　つい、苦い顔と声になった。

『美麗なる一つ目竜』こと、リー・コールマン。

　仕官学校時代の同級生。……南部方面軍の英雄。

　配属と同時に多数の戦果を挙げ、南部方面軍を劣勢から優勢へと盛り返した立役者。

　女みたいな線の細い容姿とは裏腹に、最前線で部隊を率いる勇将。

　いさおしには事欠かない、詩人のネタにされまくり、俺なんかよりもよっぽど『勇者』の称号が似合う男だ。こんなのが同級生なんだからやってらんねぇよな。

「っていうかおまえ、イラサリールに出征中じゃなかったのか？」

「あっはははは！　こないだ帰って来たんだよ！　っつーか凱がい旋せんしてくる僕を見てたじゃんオマエ。なんだよー冷たいなー僕とオマエの仲だろ？　凱旋してたって声ぐらいかけてくれてもいいじゃねーかよー。僕はオマエに会いたかったんだぞ？」

「まとわりつくなうっとおしい」

　身の危険を感じるわ。

　リーは昔から人にべたべたするのが好きで、これで男らしい顔立ちだったら突き飛ばしたりもできるんだが、声も顔も女みたいなので始末が悪い。

「あーもう、あいかわらずだなおまえは……っていうか、南部方面軍、ええっと、第二十八……二十九回？　遠征に出ただろ？　なのになんでここにいるんだよ」

「ちなみにイラサリール遠征は二十六回な。なんでってオマエ、そんなの僕がもうイラサリール方面軍辞めたからに決まってんじゃんかよー」

「はぁ!?」

　どういう采さい配はいだよ。英雄外したら前線の士気落ちるんじゃねぇの？

「ないわー……南部方面司令官ないわー……」

「いやいや、ところがだよ勇者様。南部方面司令官殿には僕からお願い申し上げて次の遠征には配属しないでいただいたのさ。あっははは！　ツルッパゲの青い顔！　思い出しただけで笑えるよなー。僕がさんざん指揮の見本見してやったのに、司令本部はなにも学んでねーんだぜ？　『貴様ら、入学式からやり直したほうがいいな』」

「ああ、集団演習に来てた司令官、言ってたな。あれ、あいつ絶対途中で寝てただろ」

「思い出話に花を咲かせるのも結構でございますが」

　こほんこほん、とヴィヴィがわざとらしい咳せき払ばらいをして、我にかえる。

　そうだ、こんな無駄話よりも聞かなきゃならないことがあった。

「……南部の戦況、まずいのは、やっぱり」

「そうですね。こちらにいらっしゃいます、リー様が、南部方面軍から抜けたのが非常に大きいのです」

「っつーか僕一人が抜けたぐらいで盛り返される戦況じゃねーよ。南部方面のハゲはちょっとの劣勢で騒ぎすぎなんだよ。援軍要請の回数見たらびびるぜ？　その伝令に割いた人数を全部前線に回したら砦とりでが三つは落とせるっつーんだよ」

　リーは腰に提げた剣をかちゃかちゃといじりながら、急に冷めた顔をして言った。

　あいかわらず情緒の起伏が激しい。

　さっき大騒ぎしていたと思ったら、もう話題に飽きている。

「……なぁ、なんでリーがここにいるの？　魔王のこと、国家機密じゃなかったの？」

「軍の上層部の一握りは知っております。リー様も、ご本人たっての希望でこの部隊を志願したということは、どこかで話を聞く機会があったのでしょう」

　あったのでしょう、って……国家機密とはなんなのか。

「本日は顔見世です。いかがでしょうか勇者様、あなた様より優秀な後輩ですよ」

「悪かったな無能な先輩で」

「自分を卑下すんなよー勇者様！　あっはははははは！」

　リーは、俺おれをそう呼んだあと、なにが面白かったのか、腹を抱えて大爆笑した。

　気持ちはわかる。俺も、俺が勇者なのはおかしいと思うから。

　けれど、リーは俺があんまりにもなにも言わないので、気分を損ねたらしい。

「なんだよー反論しろよなー。確かに僕は『英雄』とか『美麗なる一つ目竜』とか……うわ、さっむいな、この二つ名。まあいいや。……色々呼ばれちゃいるけどよ、本来、僕のいる場所に立ってたのは、オマエだと思ってんだぜー？」

「ありえなさすぎてイヤミにもなってねぇぞ」

「ありえないだと？」

　――急に、俺を見るリーの目が、敵へ向けるものであるかのように、冷たくなった。

「おいおい勇者様。その卑下は、僕に対する侮辱だぜ？　オマエはこの世で唯一、僕に消えない傷をつけた男だろ。オマエは僕に勝ってんだよ、少なくとも剣の腕ではな。指揮能力だって低くない。士官学校首席卒業はオマエだった可能性もあるんだ」

　ずいっ、と。眼帯に隠された左目を、リーは俺に寄せてくる。

「……可能性の話なら、いくらでもできるだろ。それに、戦績は俺の負け越しだ。十回やっても一回しかリーには勝てないよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「練習用の木剣ならな。真剣での勝負でオマエに勝った記憶がねーぜ、僕は。……なんなら今やってみるか？　今の僕の得物は、初代勇者の形見にも劣らねーぞ？」

　せわしなくいじられていた、リーの腰の剣の鍔つば鳴りが止まる。

　いつでも抜ける状態で止められた剣。リーの体から余分な力が抜け落ちていくのがわかる。……ケンカっ早いやつだとは思ってたし、感情の起伏が激しいやつでもあったけど、なんだろう、遠征から帰ってきて話してみたら、余計にそういった情緒の不安定さが増しているような気がした。

　動くに動けない、緊張感。

　俺おれらの上官であるヴィヴィは、この状況をいさめる様子がない。

　……どうやって逃げようかなぁ……。

　戦うはずあるかよ。めんどくさい。

　しかしリーはほっとけば今にも抜き放ちざまに斬きりかかってきそうである。さて――



「余の勇者！　余の勇者はおらんか!?」



　――よくやった魔王様！

「いやー、やっばいわー。魔王様が呼んでるわー。俺行かなきゃならないわー」

「リー様、勇者様は任務がある様子。あまりお引き留めするのも悪いかと」

「……ちっ」

　リーはいらだたしげに舌打ちをして、鞘さやから左手を離した。

「つっまんねーの。あーあ、僕、ここの部隊もやめよっかなー」

「この部隊は国王陛下直属、もっと具体的に申し上げますと国母様直属でございます。自ら志願してこの部隊を抜けるのであれば、同時にこの国を抜けることになりますが？」

「別に司令官殿の首を土産にイラサリールに渡ったっていいんだぜー？　……ま、それもつまんなそうだし、いいか。じゃな勇者様。しっかりやれよ。……世界の滅亡は、僕も望まないからさ」

　そう言って歩き去っていくリー。

　上官を置いて単独行動とか、自由だな……あいかわらず。

「わたくしの部隊は精鋭ぞろいなのですが、いまいち協調性のない人員ばかりですね」

　ヴィヴィもさすがにおだやかな笑みを浮かべつつ、ため息である。

「悪かったな、協調性がないうえに精鋭でもなくて」

「与えられた役目を期待以上にこなせるか、そもそも期待される役目が難しければ、それは精鋭ですよ。……さ、勇者様、魔王様がお待ちかねです。任務に戻ってください」

「はいはい」

　というわけで城に戻ることに。

　そろそろ荷物の搬入も終わり、また、城には俺おれと魔王一味しかいなくなるころあいだ。

「そういえば勇者様」

　魔王城入り口を目指す俺に、ヴィヴィが呼びかけた。

　急せかされることはあっても引き止められることは今までなかったので、珍しい。

「どした？」

「授業はきちんと進んでいますか？　魔王様に『無気力な過ごし方』と『この世は平和であること』を教えるという、あなた様最大の任務は」

「……あっ、あー、アレね。うん、もちろん進んでる。すっげぇ快調。快調すぎてもう俺がいなくても大丈夫なんじゃねぇかってぐらい快調だよ」

「ならば安心です。お引き留めして申し訳ありませんでした。今後ともよろしくお願いいたします。あと、魔王様の機嫌や気分にも、充分な配慮をお願いいたします」

「お、おう……」

　ヴィヴィに笑顔で答えたあと、魔王城へ進む自分の体が、やけにかたくなっていることに気付いた。

　実は、なんにも教えてない。

　いや、平和じゃないのに平和であるかのように教えるの、無理だって、やっぱり。

　でもなぁ、いつかはやんなきゃなんねぇんだよなぁ……。

　重い気持ちを抱えながら、俺おれは仕事場へと戻ることに。

　でっかい宿題を放置したまま、仮かり初そめの平和を維持している、魔王城に。
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「勇者！　新しい料理に挑戦してもらうぞ！」

　魔王城生活二週間目。

　今ではすっかり娯楽室に成り下がっている謁えつ見けんの間ま、通称『教室』に今日も俺らは集つどって、魔王様からの不平不満を聞いていた。

　レイラは絨じゆう毯たんの上におすわりしたまま「であります！」ともうそれが鳴き声の生き物かよおまえはと言いたくなるぐらい、魔王の発言に賛同の意を示しまくっていてちょっとうるさい。

　対してミナギは落ち着いたもので、膝ひざをそろえて席に着いたまま、じっと、なにを言うでもなく、俺のほうを見て、たまに意味ありげに微笑ほほえむ。意味を詮せん索さくするのはなんとなく怖い。

　魔王様はバシバシと机を叩たたきに叩いて、

「余は『ごった煮』に飽きておる！　二週間！　二週間も同じ献立で我慢したのであるぞ!?　王たる者の食事というのは、目に見える豪勢さはなくとも、さまざまな味を少しずつ楽しめるようにすべきではないのか!?　毎日毎日来る日も来る日も煮込んだ肉と野菜だけ！　余は山賊の王か！」

　俺からしたら似たようなものであり、むしろ山賊のほうが世間に及ぼす影響度の面でかわいいものだとすら思うんだが。

　なにせ、魔王一味はちょっとしたことで世界を滅ぼしかねない集団なのである。

　というか、毎日毎日同じ料理なのは、炊事を俺に任せきってるのが原因だってわからないかね、この子らは。

　ていうか炊事のみならず、家事全般、すべて俺がやっているのだ。実家暮らしの時からしたら考えられないぐらい働き者だよ俺。いい主夫になれるよ。なりたくもねぇのに。

「さあ勇者よ！　新たなる食材も届いた！　余のために！　世界のために！　新たなる料理を作るが良い！　さもなくば魔界より余の食事を作っていた眷けん族ぞくを呼び出すため、世界を恐怖のずんどこに陥れることもやぶさかではないぞ！」

「やめてくれ……世界の人もそんなことで恐怖のずんどこに落とされたら迷惑だ……。あと、そんなことしたら世界が滅ぶ。文明が滅ぶ。俺がまた職を失う」

「ならば余が唸うなるような食事を作ってみせよ！　主にごった煮以外で！　次にごった煮が出てきたら二度とごった煮を作れんように余の炎で鍋なべを溶けた金属の塊に戻すぞ！」

「溶けているのか固まっているのか……」

　というか、戦時中なので金属製品は貴重なのです。やめてください。

　特にうちの国は、兵士の消耗よりも武装の消耗のほうが早いんだ。なので装備を充実させるために貨幣の質を落としたりしてるんだぞ。精強な兵がそろってるがゆえの苦悩とも言える。

「しかし……自慢できるようなことじゃないが、俺おれはごった煮以外は作れないぞ……無才無能無気力と三拍子そろった無職の中の無職だったからな……」

「本当に自慢できることではないな……」

　魔王もあきれるほどに情けない話だった。

「っていうか、魔界でも料理とかいう概念はあったんだよな？　だったらアイアリスたちは料理できないのか？」

「余は王である。余の戦場は謁えつ見けんの間まや軍議、先陣であり、厨ちゆう房ぼうではない」

　素直に『できません』と言えよ。なんだその微妙に素直じゃない感じ。

「ミナギは料理をしている下女の後ろ姿を見ているのが好きでございましたなぁ」

　それは『できる』という意味なのか、『できない』という意味なのか、『できそう』という楽観的な見込みなのか、いったいどれだよ。

「へっ、陛下……」

　そんな中、そっと手を挙げる灰色の人じん狼ろうが一人いた。

　おすわりの姿勢で今まで黙っていた、レイラである。

「発言を許す。申してみよ」

「じ、自分は、陛下の下着を探し出すとこの尾に誓ったにもかかわらず、ついぞ見つけることができなかったのであります。このままでは人狼一族の名誉が地に落ちるのであります。……どうか、挽ばん回かいする機会をいただきたいのであります」

「ふむ、して、どう挽回する？」

「自分が、勇者よりもおいしい食事を作ってみせるのであります」

「ほう！」

　魔王の興味をそそったのが、髪の毛の動きでわかった。

　あの黒髪、感情に合わせてある程度動きが決まってるらしく、二週間ちょい見てると、なんとなく法則みたいなものがわかってくるのだ。

「面白い。ならば勇者、ミナギ、レイラ、三名に命ずる。余のため、この城にある食材で余を唸うならせるような食事を作れ。ただしごった煮は禁止であるぞ！　ダメ、絶対！」

「ミナギもでございますか？　……ま、よろしゅうございます。承りましてございます」

「今度こそ、この尾に賭かけて、勇者に勝利してみせるのであります！」

　レイラは魔王から命を受けるたびに尾に賭かけて誓っている印象だが、はたして人じん狼ろう族の『尾の誓い』というのは、どのぐらいのものなんだろうか。うちの国の貴族様で言うところの『家紋に賭けて』とか『祖先の名誉に賭けて』とか、そういう感じなのだろうか。

「いやぁ、それにしても退屈をまぎらわすいい機会になりそうだ！　余は嬉うれしい！　なにせこの城の暮らしはそれこそ死ぬほど退屈であるからな！　どのぐらい退屈かと言えば、余は平和を好み人を愛し文明の存続を願う博愛主義者であるが、それでもふと滅ぼしてみよっかなーと思っちゃうぐらいに退屈な場所であるからな！　このような催しものはまことに結構！　これからもどんどんやっていきたいと余は思うぞ！」

　ちょいちょい物騒な発言が混じっていたが、とにかく退屈なのは伝わった。

　まあ、確かに、娯楽も食事も戦時中ということをうかがわせないぐらいに充実しているが、見てる景色が変わらなかったり、思い切り体を動かさなかったりすると、なんとなく心がこりかたまってくるという気持ちはわかる。

「勇者、自分は絶対におまえに勝って、陛下の信頼を取り戻して見せるのでありますよ。自分のほうがおまえよりも陛下の役に立てると証明してやるのであります」

　その陛下の信頼を特に失っている印象がないんですけど。

　というか、レイラ、目的が『魔王の役に立つ』から『俺おれに勝つ』に変わってないか？

「では厨ちゆう房ぼうへゆくぞ！　みなの者、ついて参れ！」

「「おおー」」

　この魔王一味、あいかわらず元気である。

　これから始まることを思うと、俺にはもう元気なんて残されてねぇよ。

　ごった煮以外の料理とか……ほんと、めんどくせぇなぁ……。
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　というわけでやって来ました魔王城厨房。

　これから始まる料理対決を思うと、いっそのこと今すぐ世界滅びないかなと思う。

　いいじゃんごった煮で。確かに全部香草と一緒に煮込むから似たようなものになるけどさ、野菜は野菜、肉は肉で味が違うし、なにより素人が作っても安定したおいしさになるじゃん。俺も飽きてるけど。

　という理屈は魔王様に通じないので、俺たちは厨房内に十ある調理台のうち三つを使い、それぞれアイアリスに献上する料理を作る準備を整える。

　本来、火とかは専用の道具を使っておこさねばならないんだが、めんどうなので、俺のところでアイアリスが火おこしを担当してくれることになった。……料理に使う火ぐらいなら魔法でおこしても貧血にならない、というのは実証済みで、なおかつアイアリス本人からの申し出である。断る理由もないだろう。

「その代わり、余にはこう、元気になりすぎてついつい世界とか燃やしてしまいたくなるぞひゃっはーな料理を作るのであるぞ」

　やる気の削そがれる応援もあったものである。

　そんなこんなで料理対決は開始された。

　とりあえずテキトーに肉と野菜だけ確保して、他ほかの台の様子をうかがうことに。いや、被かぶり防止のためであって他の料理作れないから観察して真ま似ねしようとかしてるわけじゃないよ。本当だよ。

　ミナギの様子を見る。

　選び取ったのは野菜、特に根菜類が多い。アスツラピ王国ではあまり使われない食材だが、そういえばこないだごった煮に放ほうり込んだら、なかなかうまかった覚えがある。歯ざわりが今までにない感じで。

　ミナギは手際よく野菜を均等な大きさに切ると、油をひいた鍋なべに投入してしばらく炒いためる。それからなんかよくわからん黒い液体を入れて、様子を見ることにしたようだ。

「あれは『煮物』であるな。竜人族の郷土料理であるぞ」

　アイアリスの言葉を聞くかぎりだと、なるほど、黒い液体は魔界のものらしい。

　俺おれたちが様子をうかがっていることに気付いたミナギは、おだやかな笑みを浮かべてこちらに近付いてくる。

「陛下、勇者様、ミナギは必ずおいしいものを作ってみせるのでございます」

「ああ、楽しみにしてるよ」

「ちょっと待て余の勇者。なぜおまえが楽しみにするか。あれは余に供される料理であるぞ。おまえはミナギの料理を楽しみにする側ではなく、余に料理を楽しみにさせる側ではないか？　それをなんだ、ミナギ相手にでれでれと……恥を知れ。三割り増しで恥を知れ。主に鼻の下が伸びていることについて恥を知れ」

　なるほど言うとおり。考えてみれば、俺はこうして気楽に待っているわけにはいかない立場だった。まじめんどくさい。

　ごめんごめんと謝りながら、なにを作るべきか、そろそろ考え始めることに。

　しかし……。

「陛下、それは少々、お心が狭くありませんかなぁ？」

　ミナギが、口元を袖そでで隠しながら、アイアリスをじっと見据えてそんなことを言った。

「……ほう、余の心が狭いと申すか。発言を許す。どこをどう見たら余の空より広く空より広く空より広い心が狭く見えるのか、述べてみよ」

「いえいえ……ミナギは、勇者様の妻でございますれば、陛下のおんためはもちろん、勇者様のためにも、料理をするのでございますよ。それを楽しみにしていると言っただけで恥を知れとは……少々、言いすぎなのではございませんかなぁ？」

「ミナギよ、随分と反抗的になったな。余の勇者と婚約したからと言って、余と同列になったわけではないぞ？　そこんとこわかっておるか？　わかっておらんならわからせてやっても良いぞ？　主に体と精神に」

「あらあら、怖い怖い……陛下と同列など、滅相も無い。ただ、ミナギは、ミナギの料理を楽しみにしてくださっている勇者様を悪く言われるのが、我慢ならなかっただけでございますのになぁ」

　なにこの雰囲気。

　ミナギとアイアリスの仲が険悪だった記憶はないのだが、よくよく思い返せばこういうぴりぴりして、それでいて争っているのが二人なのに蚊か帳やの外のはずの俺おれがなぜか一番緊張するような一幕がここ一週間何度かあった気がしなくもない。

　さて、魔王のしもべを自称するぐらい魔王を慕っているミナギと、眷けん属ぞくとか同胞はらからとかミナギのことを呼んでいるアイアリスが言い争ったりにらみあったりしていると非常に居心地が悪いので、ここは勇者としてこの険悪な空気をどうにかせねばなるまいと正義感に目覚めてみたりする。

「ところでアイアリス、レイラはなにをやってるんだ？」

　秘技、話題逸そらし。

　アイアリスとミナギは一瞬、それはそれは不機嫌そうな目で俺を見たものの、ため息をついて視線を互いから外し、ミナギは料理に戻って、アイアリスは俺の問いかけに答えるためにレイラの台を凝視する。

　俺も質問した以上は『本当は視界に入ってもなかったんだ』とか言っちゃうわけにもいかないので、レイラの様子を確認。

「……レイラはなにをやってるんだ？」

　同じ質問を、今度は心からすることになった。

　端的に言って、ナイフを持ってじっと食材とにらみ合っている。

　さて、調理開始からけっこうな時間が経たっているはずだが、レイラの目の前には未いまだ手付かずの食材が積み上がっているし、鍋なべを火にかけている様子もない。おそらく食材を確保してから今に至るまでずっと、ああしてナイフを両手持ちして食材とにらみあっていたのだと思われるが、ちょっと真剣に意味がわかりません。

　愛でも込めているのだろうか。

　料理は愛情――ということで、うちの母も俺の幼少期から士官学校時代にかけてはああして食材によくわからん気合を込めるということをやっていた。ちなみに士官学校を中退してからの俺に振舞われる料理に愛情が入っていた覚えはない。

　よもや、魔法？

　魔族ならば血液を代償に魔法を使える。見た目にはなんら変化が起きているようには見えないが、実はレイラがにらみつけている食材内部ではとてつもないなにかが起きているのだろうか。一瞬で干物になったり、一瞬で醗はつ酵こうしたりする的なの。

　答えを求めて魔王様を見れば、

「あ、あれは……」

「知っているのかアイアリス？」

「なにをしておるのか、余にもわからん……！」

　やっぱり謎なぞ行動だったらしい。

　そんなレイラの意味深な行動停止はしかし、唐突に終わった。

　動く――そう見えた瞬間には、行動を全すべて終えていた。

　一瞬だけ、手にしたナイフがきらめいたかと思うと、次の瞬間には体の真横に振り抜かれていた。なにを斬きったというのか。いや、問うまでもない。さきほどから親の敵でも見るかのようにレイラがじっとにらみつけていたものがあるではないか。

　一瞬遅れて、風が吹いた。

　その風はどうやらナイフの通った跡らしい。ふわりと風に揺れた食材は、次の瞬間もとの形など見る影もないほどの細切れに変化する。

「またつまらぬ物を斬ってしまったのであります……」

　レイラが自じ嘲ちようするような、それでいて悲しそうな深みのある表情でそんなことをつぶやくが、そのつまらぬ物相手にレイラが硬直したまま費やした時間を考えると、おまえが斬ったものよりおまえの時間の使い方のほうがよほどつまらねぇよと言いたくなる。元無職の俺おれに言われたらさぞかし嫌だろうから言わないけど。

　ともあれレイラの料理は長い沈黙を経てようやく始まったらしい。あの、あと一歩で液状化するんじゃねぇかというぐらいに細切れにされた野菜や肉を使って、レイラは果たしてなにを作るつもりなのか――

「……さて、ここからなにをしたらいいのでありましょうか」

　考えてなかったようだ。

「レイラ・ドロズドフ！　貴様は莫ば迦かか!?」

「とっ、突然なんでありますか陛下!?　自分はなにか陛下の不興を買うようなことをしてしまったのでありましょうか!?」

　突然の大声に耳と尻尾しつぽと毛を逆立てて全力でおどろくレイラ。その反応は誇り高き狼おおかみと言うよりは寝ていたら尻尾を踏まれた犬に近い。

「なにを作るかと期待しておったら、なにも考えておらんから莫迦だと言うのだ！　なぜ食材を切り刻んだ!?」

「目の前にあったのでとりあえず……」

　犯行動機としては三流以下である。『とりあえず』で切り刻まれた食材たちの気持ちになるとやるせなさすぎて家に帰りたくなる。

「それよりも陛下！　自分の剣の腕を見てほしいのであります！　繊維をつぶさず綺き麗れいに斬きれたのでありますよ！」

「たわけ！　今は料理の時間であって刃物の切れ味を見せる時間ではないわ！」

「見ていただきたいのは、刃物の切れ味ではなく自分の腕であります！」

「完成した料理で示せ！　余の目ではなく胃袋を満足させんかこの大おお莫ば迦か！」

　アイアリスに怒られて、レイラのぱたぱたと左右に振っていた尻尾しつぽが止まる。

　しかし俺おれの視線を受けて闘志を思い出したらしく、

「とにかくそこの勇者には負けないのでありますよ！」

「……いや、いいんだけどさ」

　俺は勝ち負けとかあんまりこだわらないので、好きに勝ってほしいが。

　いったいそこからなにを作ろうというのか。

「……無計画だよなぁ、おまえも」

「こ、これは……計画のうちでありますよ！　できあがった料理を見てあまりの素晴らしさに、泣いて『食べさせてください』と言われても、絶対にあげないのであります！」

　見え見えの虚勢を張って料理に戻るレイラ。スープにしたらいいんじゃないかと思うけれど、それじゃあ俺が今まで作ってきたごった煮と食材の大きさ以外変わらないので、さてレイラがどう工夫してくるか楽しみである。

「ところで余の勇者、おまえはなにを作るのだ？」

　アイアリスに問いかけられて、レイラを笑っていられる状況でもないことを思い出す。

「ちなみに勇者が一番おいしい物をつくれなければ、世界が滅ぶぞ？」

「突然すごい罰則が!?」

　うちの魔王が唐突すぎて世界が滅亡寸前である。

　さてどうしたものか、と考えつつ、目下最大の敵であるミナギに視線を戻す。

「勇者様への愛を込めるのでございますよー。……陛下の地上蹂じゆう躙りんの役に立つかと思い、持って来ておいて正解だったのでございます」

　そう言いながら、袂たもとに入れてあった謎なぞのビンを取り出し、中身の粉をふた振りするミナギ。俺が見ていることにはどうにも気付いてないらしく、鼻歌など歌いだす。

「愛情とは～♪　名ばかりの～♪　睡眠薬でございます～♪」

　眠らせてなにをする気なのかあいつは。

　ああ、これは、アレですね……。

　魔王一味がひどくあほなことばかりしている。

　うん、決めた。

　俺おれは普通に、肉でも焼こう……。
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　かくして料理対決は、睡眠薬を混ぜたり、通り魔的動機で切り刻んだりせずに、食材の味を活いかすのが一番いい調理法だという結論で終わった。

　眠ってしまったアイアリス（睡眠薬入り煮物のせいだ）を俺が部屋に運んで、その間に二人が厨ちゆう房ぼうを片付けて、俺たちはアイアリスが目覚めて夕食をねだるまで、しばし自由時間を過ごすこととなった。

　ところが俺には自由時間などない。

　それはひとえに俺が城の家事全般を実質一人で担当しているからであり、つまりはこれから日の沈まないうちに洗濯を完了してみんなの服を干さねばならない。

　洗い場へと全員の洗濯物を持って出かける。桶おけいっぱいに入った洗い方の難しい『ふりそで』やドレス、それから、か弱く小さく頼りない下着類。たまに下着に切れ込みでも入れてやろうかと思うこともあるが、そんなことしたらあとで世界が滅びかねないので、給仕の人間じみた生活に黙って耐えている所存である。

　さて、洗い場は城の西側、用水路の作られた広い空地だ。

　木の台座に木の物干しざおがかかったものがいくつもある。これからあれを魔王一味の服で色とりどりに飾り付けると思うと気分が高揚……するはずもないが、なにか言いわけを作って気分をあげないことには、とてもじゃないがやってられない。洗濯というのは家事の中でも一、二を争うぐらいに重労働なのだ。

　……と、いつもならばそんなことを考えているうちに一人っきりでなにやってるんだろう、と現実に気付いてしまってむなしさ五割増しなのだが、今日に限っては違った。

　用水路をのぞきこむように腰を落とし、ガシガシと洗濯板に服をこすりつける俺を、じっと見ているやつがいた。

　灰色の髪の上にピンと立った狼おおかみの耳。軍服のような意匠の服に、腰には曲刀を提げている。表情がかたいのでわかりにくいが、尻尾しつぽが左右に揺れているのを見るかぎりだと、どうにもこいつは、俺が洗濯をする様子をそれなりに楽しく観賞しているようだった。

「……なにか用ですか、レイラさん？」

　沈黙と視線に耐えかねて声をかけたりなんかしてみる。

　レイラはぱたりと尻尾の動きを止めて黄金の瞳ひとみで俺を見据え、

「自分にもやらせてほしいのであります」

　まっすぐに、俺が洗濯板にガシガシこすりつけているミナギの『ふりそで』を指差す。

「やらせるって……別に俺は、ミナギの服をぼろ雑ぞう巾きんにしようと思って板にこすりつけてるわけじゃないんだぞ？」

「わかっているのであります！　洗濯をやらせてほしいと、自分は恥を忍んで勇者に頼んでいるのであります！」

　恥を忍んでいる様子があまり見られないのは気のせいだということか。

「いや、手伝ってくれるならありがたいけどさ。どういう心境の変化だよ」

「……自分は、陛下のお役に立てていないのであります」

　ちょこん、とレイラは俺おれの横に座りこんで、桶おけにためた洗濯物の一つを取る。

　……俺の上着だ。

　これならまあ、ボロボロにされたところで（世界は）大丈夫か、と少しだけ安心する。俺の上着一枚で救える世界に住んでいると思うのもかなり微妙な気持ちだが。

　とは言え予備の洗濯板など持ってきているはずもないので、俺はとりあえず上着を一度石せつ鹸けんで洗ってから、レイラにはすすぎを任せることに。

「役に立ててないって？」

　様子をしばし見守って、大丈夫であることを確認。それから俺も止まっていた手を動かすことにした。

「自分は、陛下の下着がなくなった時も、さっきの料理の時も、この尾に賭かけて誓っていながら、満足な結果が出せなかったのであります」

　下着の時は、まあ、レイラの能力不足じゃなくて、ミナギの犯行だったし。

　料理は……アイアリスが起きたらなんかあるかもしれないけど、でも、まあ、うん……細切れにしたままひたすら『このあとどうしよう』と悩み続けて時間切れだから、ちょっと弁護できないな。

「いいじゃん別に。おとがめなしなんだろ？」

「だから余計に気にしているのでありますよ！」

　パン！　と思い切り引っ張られて千切れる俺の上着。

「あ、その、これは……申し訳ないのであります」

「……ま、いいよ」

　世界に比べたら安い。

　に、しても……。

「役に立ちたいのか……いや、なんでそんなにがんばりたいのか、わからねぇんだよな」

　いいじゃん、楽に生きたら。

　ゆるゆるしようぜ。

「……自分は、世界を滅ぼすための尖せん兵ぺいなのであります」

　レイラは、耳も尻尾しつぽも元気なくうなだれさせて、未練がましく俺の上着を握り締めながらつぶやいた。

「そのための戦闘技術も、人じん狼ろう一族が長おさの娘でありますから、指揮能力も磨いてきたのであります。……しかし、この世は平和で、自分が世界を滅ぼすため、陛下のお役に立つために磨いてきた技能はなんの役にも立たないのであります」

　ふわふわぱちん、洗濯で飛び散った泡が、レイラの耳にぶつかって、消えた。

「自分は、陛下のお役に立つためにこの世界に呼ばれたはずなのに、こんな、敵であるおまえにさえできることが、自分にはできないのであります……自分は、役立たずなのであります……」

「……」

　なにを悩んでいるのか、なんで俺おれに対抗心を持ってるみたいなのか、そのへんの謎なぞは解けたが、結局、俺にはレイラがなにを悩んでるのかがわからない。

「誰だれの役にも立たない人生もいいもんだと思うけどなぁ」

　洗濯を再開する。ふわりふわり、泡が舞ってははじけて消える。

　汚れを落とし終えたミナギの『ふりそで』を、少しだけ迷って、レイラに手渡す。

　レイラは、出しかけた手を、しかしひっこめた。

「……自分にはできないのであります。また破いてしまうのであります。……自分はなにもできないどころか、邪魔ばかりで……」

　ただでさえ気の滅め入いる重労働の最中だと言うのに、横でこんなに沈んだ顔をされてはたまらない。

　とりあえず額にでこぴん。

「いだっ!?　な、なにをするのでありますか!?　自分の額はそうやすやす叩たたかれるためにあるのではないでありますよ!?」

「いや、受け取れよ、ミナギの『ふりそで』。……ああ、やっぱやめた。こっち。俺の下着。ほら、すすいでくれ」

「……また破いてしまうかもしれないのであります」

「別にいいよ」

　世界さえ滅びなければ、なんだっていい。

　俺の上着や下着が数枚なくなったところで、大勢に影響はない。

「でも……」

「おまえがなにをためらってんのか知らねぇけど、失敗したって当然なんだよ。最初から全部うまくできるやつなんて、いるわけねぇだろ」

「それは……そうでありますが」

「そんなに自分を役立たずだと思うなら、ちょうどいいから、俺の家事を手伝えよ。んで、失敗して覚えろよ。そしたら剣なんか使わなくたって、アイアリスの役に立てるようになるだろ？」

「……そうでありますな」

　レイラはようやく納得したようで、俺おれの手から洗濯物を受け取った。

「しかし……時間がかかるのであります。下着探しに、料理に、尾に賭かけて誓ったにもかかわらず成果を出せず、一族の名誉を地に落としてしまったのであります。……この挽ばん回かいは、しばらくかかりそうでありますな」

　ごしごし。

　用水路に洗濯物をひたして石せつ鹸けんを落としながら、レイラは憂ゆう鬱うつな顔でつぶやく。

　垂れた耳と尻尾しつぽを見ていると、長期的な目標こそ与えてやれたが、短期的な目標を与え、名誉を挽回する方法を提示してやれないと、レイラは結局沈んだまんまなんだろうなと思えてならない。

　さて……どうするか。

　考えるのはめんどくさいが、レイラにしゅんとされたままというのもかったるい。

　なにかレイラがすぐにできて、アイアリスが喜びそうなことはないものか――と考えていたら、雷光のようなひらめきが脳裏によぎった。

　アイアリスは、料理に飽きているのもそうだが、基本的に退屈しているのではなかったか。それこそ……ただ料理させるだけでは飽き足らず、料理対決なんていうめんどくさい催しを思いついてしまうぐらいに。

　そして、レイラの特技と、下着探しの時、アイアリスが俺の娯楽本を読んで興味を示した物語の一要素。……わりと奇跡的に符合する各要素。

　問題は、付き合うことになる俺が死ぬほどめんどくさいということぐらいだが……レイラにこのままさびしそうな顔をさせてるよりはめんどくさくない、と思うことにする。代役を立てるわけにもいかないし、二人じゃないとできないし。

　というわけで、

「なあ、レイラ――」

　とある催しものをレイラに持ちかけることに。

　レイラはおどろきながらも承諾してくれたので、じゃあ、めんどくさいが、居心地のいい魔王城生活のために、少しだけ、努力するとしましょうか……。
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　ここは魔王城、すなわち人間社会への侵攻拠点だ。

　なので兵を鍛錬する場所……練兵場はけっこう広くて、兵詰め所や訓練場（練兵場は軍単位での鍛錬をする場所、訓練場は個人単位での訓練をする場所だ）などもばらばらと配置されている。

　俺おれとレイラは魔王城北側にある、一見すると広大な砂地にしか見えない場所……練兵場……の一角にある訓練場の中に来ていた。

　アスツラピ王国の建造物はだいたい外壁が石、内装が木、というかたちになっていて、それはここ訓練場も違いがない。ただまあ、魔王城は中まで石でできているので、アスツラピ王国的に珍しくないが魔王城的に珍しい建物、ということになるのだろうか。この訓練場は。

　ミナギにアイアリスを呼びに行かせて、俺とレイラは一足早く練兵場で準備運動。

　これから、剣闘の様子をアイアリスに見せるためだ。

　……あいつは娯楽を欲してて、レイラは活躍の場を探している。落としどころとして、俺とレイラの剣闘によりアイアリスを楽しませよう――というのは、わりといいところなんじゃなかろうか。

「……てっきり、勇者は平和を愛し戦いを嫌う者だと思っていたのであります」

　筋を伸ばし、筋肉をほぐしながら、レイラは言う。いや、まったくその通り。俺は平和を愛してるし戦いは嫌いだ。

　戦いはめんどくさい。それに、アスツラピ王国はさまざまな技術が他ほかの国より抜きんでて高いのに、色々と規制され始めてるし。特に紙。アスツラピの石材加工と鉄工、製紙技術は大陸一だが、そろそろ紙の規制が始まる予兆がある。まっさきに娯楽本が消えるだろそんなの。そんなことされたら、俺はこれからなにを楽しみに生きてったらいいんだよ。

　まあ、戦時中なのに娯楽本を許容している国、というのがそもそも珍しいみたいだが。

　ええと、なんの話をしてたんだっけ。

「ああ、そうだ。俺は……めんどくさいのも、痛いのも、疲れるのも嫌いなんだよ。戦いも嫌いだし、義務にがんじがらめにされるのも嫌いだ。……士官学校も、そういうのが多くて辞めたしな」

「士官学校？」

「ああ、軍の指揮官を育てる学校。ま、まあ、戦争はないけど」

「……戦争のない世の中にも軍はあるのでありますか」

やばいやばい。

「え、えー……そりゃあ、あるだろ。ほら、戦争はなくっても犯罪はなくならねぇし、それにさ、軍隊はやっぱり必要だよ。存在するだけで抑止力にもなるしな」

「そうでありますか」

　レイラは素直に納得してくれたらしい。

　しかし危ない。平和じゃない世界を平和だと思わせたいなら、もう少し普段の発言とかにも気をつけないとならないだろう。

　もういっそ、全部ばらしてもいいんじゃないか、と思い始めている俺がいる。

　騙だましたりするの、めんどくさいからいやなんだよなぁ……。

「なぜ、勇者は自分の名誉のために、めんどくさくて、痛くて、疲れるようなことをやってくれるのでありますか？」

　幸い、話題はもとに戻る。

　なんでって、そりゃあ、戦いは嫌いだが、平和は好きだからだけど。

　さてどう説明したもんか……と考えていると、訓練場の扉がバタンと開く音。

「余の勇者！　余のために催しものがあるそうだな！　大儀であるぞ！」

　寝起きとは思えない元気さを発揮した魔王が、嬉うれしそうに長い黒髪をくねらせながら、訓練場にずかずか入ってくる。

　ミナギもあとから扉を閉めて続き、

「ケガなどいたしましたら、治療はミナギにお任せくださいまし。ミナギは本来、人の傷を治したりするのが得意なのでございますよ」

「……余の勇者の治療は余がやる」

「いえいえ、治癒の魔法は、他ほかのものより多く血を使いますれば……陛下にお手をわずらわせるわけには参りませぬ」

「余が『やる』と言っておるのだ。余の命めいであるぞ。従うがよい」

「いえいえいえ、ミナギは忠実なる眷けん属ぞくとして、陛下にご無理をしていただくわけにはまいりませんからなぁ」

「余が、勇者の治癒をやる、と言っておるのだが？」

　なんで君ら、そんなに険悪なの？

「……自分はやっぱり、役立たずだから陛下に気にかけてもらえないのでありますね……名誉をこの一戦にて挽ばん回かいするのであります」

　レイラが拳こぶしを握り締めている。

　いや、剣闘で楽しませるっていう目的、わかってる？

　すぐに終わらせたら意味ないから、本気に見えるように、それでいてゆるくやらなきゃならないんだよ？

「勇者！　自分はおまえに勝ち、陛下に褒めてもらうのであります！」

　気合を込めて木剣の切っ先を俺おれにつきつけるレイラ。

「おう、存分にやるがよい！　死なない程度に死にそうなほど余を楽しませて見せよ！」

　あおるアイアリス。

「勇者様、ミナギが応援しているのでございますよ。レイラごときに負けてはならないのでございますよ？」

　応援までされてしまった。

　ああ、これはレイラ、本気になってますね……。

　しょうがない。果てなくだるいので、本当は五割とか四割ぐらいの力でやりたかったのだが……こうなってはもう、その程度じゃレイラに対抗できないだろう。

『楽しい剣闘』のために、俺おれも本気でやりますか。

　ちょっとだけ、思い付きを後悔している俺がいた。
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　かくして始まった俺とレイラの剣闘試合だが、さて、『アイアリスを楽しませる』という目的でやっていることを忘れてはならない。

　魔王城での暮らしは満たされてこそいるが退屈だ。……俺にとっては違うが、魔王にとってはそうらしい。なるほど理解はできる。魔王が世界を滅ぼすために存在するならば、その本分を放置して無為にひきこもり日常をだらだら過ごすのは、それはそれは退屈でいらだって、心が凝り固まってしまうような日々なのだろう。

　だから、退屈を紛らわすいい機会だと思ったのだ。

　俺とレイラの剣闘という見世物は。

　だが――誤算が二つ。

　世界を滅ぼす使命を負い、世界を滅ぼす尖せん兵ぺいとなるべく生きてきたはずなのに、本分を放置してだらだら過ごす生活にいらだちを感じていたのは、魔王アイアリスだけではなく、その眷けん属ぞくもであること。

　それから。

　魔族の身体能力は、体格じゃ計れないということ。

「行くでありますよ！」

　とレイラの気合一声で始まった剣闘試合は、早くもすさまじい打ち合いである。

　開始位置は俺の足で五歩分の距離、だいたい五メトロンぐらい離れていたのだが、レイラはこの距離を一瞬でつぶしたのだ。……ああ、迂う闊かつだったと言わざるを得ない。

　俺はアイアリスの下着を探す時、実際にレイラに追いかけられて知っていたはずだ。

　レイラは、身体能力が異常に高い。

　あるいは魔法の為なせる業なのかもしれないが、見た目に騙だまされて速さを見誤った。

　先制されてレイラ有利の間合いで打ち合いを余儀なくされる。近すぎていなしにくい。おまけに速くて重い。

　気分は破は城じよう槌ついを打ち込まれる城門。レイラめ、小さな体のくせに相手の甲かつ冑ちゆうごと叩たたき斬きる剣術を使いやがる。

　なごやかにゆるゆると始めて余力を残して終わらせる予定だったので、試合用の甲冑をつけていないのがアダになった。……いや、それはないか。こんな豪剣、甲冑があったところで気休めにもなりはしない……！

「おお！　さすがは余の勇者！　人じん狼ろう族のレイラと互角に打ち合っておるぞ！」

「で、ございますなぁ。さすがはミナギの勇者様でございます」

　観客側はどうにも最初っから知ってたっぽい。ただの人間にとって、人狼レイラと互角に打ち合うという行為は驚嘆に値する偉業であると。なるほど、そりゃあ、アイアリスもミナギも、俺おれのケガの心配しかしないわけである。

「強い……人間は、強いのでありますな……！」

　レイラが嬉うれしそうな顔をしてる。バカ野郎、精一杯だよ。速さを上げるんじゃねぇよ。これ以上やられたら本気で余裕がなくなるだろうが！

「っ、の！」

　距離をとらないとそろそろ危ないので、レイラの剣を弾はじいた衝撃を使って後ろに跳ぶ。

　空けた距離をつめようとレイラが接近してくるが、させない。

　剣を体の正面に突き出してレイラの進入路を阻む。ちょっと休ませて欲しいのでこちらからも攻めずに相手の動きを封じる目的で切っ先を動かすようにすれば、状況は一変、激しい打ち合いから、静かなにらみ合いへと移行する。

「自分は嬉しいのであります」

　レイラは、尻尾しつぽをパタパタ振りながら、汗を頬ほおに流して、笑う。……変になごんでしまうので、尻尾の動きとか自制してくれないものだろうか。

「嬉しい？」

　ともあれ体力の回復を待つ意味でおしゃべりは歓迎だ。続きを促せば、レイラはこくりとうなずいて、

「おかしな話でありますが、剣技を披露して、陛下に喜んでいただくことよりも――」

　ちらり、レイラの黄金の瞳ひとみがアイアリスを見る。

　釣られて俺も見れば、アイアリスは、わくわくした顔で、俺たちを見ていた。

　少しは退屈もまぎれただろうか――なんて、安あん堵どの息をついたのが失敗。

「――こうして互角に剣を交える瞬間が、楽しくて、嬉しいのであります！」

　レイラは俺が視線を切ったすきをついて突進してくる。

　静から動へ。

　間合いは詰まり、状況は再び打ち合いへと移行する。

　あまりにも短すぎる小休止は逆に疲労を加速させるだけ。精神を高揚させろ。さもなくば先ほどの繰り返し、結末にあるのはあっけない敗北だけだ。オチがくだらなかったら、おそらく魔王を満足させることはできない。

　……さて、敗色濃厚。このままレイラに押し切られてはアイアリスに興ざめされる可能性がある。

　あと、ほんの少しだけ。……ここまでがんばったんだから、勝ちたいという気持ちも、芽生えている。

　というわけで次の段階。

　胴に向けて打ち付けられるレイラの剣を受けて、次が来る前にレイラの足をひっかける。体を崩して転ばせながら、下から剣を打ち上げる。胴ががら空きだが、ケガをさせる気はないので、このまま引き倒してやろう――そう思ったが予想通り、レイラはこの程度では倒れない。大きく跳び下がって崩れた体を持ち直し、再びにらみ合いへ。

「なっ、なにをしたでありますか……？」

「足をひっかけただけだよ。……俺おれがやってたのは『剣術』じゃなくて『軍隊格闘術』なんでな」

　まあ、小技が多いので、あまり出したくなかったんだが。

　全部出さなきゃ勝てない。……ああ、違う違う。アイアリスを楽しませるためにこう、どんでん返しとか必要だと思っただけで、決して勝ちたいわけじゃないんだよ。勝ちたいわけじゃないけど……ほら、なんていうの？　……勝ちたいんだよ！

　レイラに対抗するために精神を高揚させたせいだろうか。長らく忘れていた闘争心というものが目覚めつつある。あとで冷静になったら『なんで急に勝ちたいとか言い出したんだ俺』と死ぬほど後悔しそうな気もするが、この時の俺にそんな配慮は欠如している。

　三度目の打ち合いは俺からしかけた。

　足をひっかけたり相手を引っ張ったりと、アスツラピ王国の軍隊格闘術は『いかに相手の体を崩して致命の剣を叩たたき込むか』の手法に特化している。戦争で軍と軍がぶつかる時に使われる技法なので、なるべくさくさく殺やれないと意味がないのだ。

　小技を使い始めたおかげでどうにか互角。

　打ち合いも三度目となると相手の出方がわかってくる。なので、打ち合っていても状況は止まっている。このままどちらかの失敗を待つか、体力切れを待つしかなく、正直、体力でレイラに勝てる自信はない。

　ただ足をひっかけただけでは倒れない。……だが、狙ねらい目はある。レイラには人間にはない部分があるのだ。

　体の後ろ、全身の中心近くについていて、引っ張れば動きを封じられそうな細長いもの。……アレをつかめば、おそらくレイラの動きを封じることができる。

　レイラの剣を受けて弾はじき、足をひっかけ体を崩し、横を通り抜ける。

　予想通りこれだけじゃ倒れないが――左手を伸ばし、目的のものをつかむ。

　――尻尾しつぽ。

「んにゃぁっ!?」

　思った以上に女の子っぽい声を出されてびっくりする。

　しかしつかんだ勝機を放すわけにもいかない。ぐっと力をこめて引っ張り、後ろからレイラの首筋に木剣を添える。

「勝負あり、だな」

「わ、わかったので……ん……あります……！　だから、尻尾しつぽ、尻尾をぉぉぉぉ……!?」

　予想以上の反応、というかおおよそレイラが出すとは思えないつやっぽい声に、なんだかこちらが照れてしまう。

　人間にはない部位だから想像しにくいんだけど、実は尻尾、敏感な部位だったりする？

「自分の負けであります……！　自分の――!?」

　びくんびくん、とレイラが痙けい攣れんした。

　……なにが起こったのか知る由もないが、とにかくこうして剣闘試合は幕を閉じた。

　少々あっけない勝利に少し不安になって、今回楽しませるべきであったアイアリスの様子をうかがう。……するとなぜだろう、剣闘試合の熱に浮かされていたアイアリスの目が、とても冷たく俺おれをえぐっているのは。

「……勇者よ、人じん狼ろうにとって、尾が大事なものであることは知っておるな？」

「まあ、何回か『尾に賭かけて』っていうのは聞いてるけど……」

「人狼は魔王軍の先せん鋒ぽうを務める戦闘民族であるのも、知っておるな？」

「……そんなような話を、レイラから聞いた覚えも、あります」



    

  
    
      



    

  
    
      　あまりの迫力に敬語になる。いや、アイアリスだけじゃなくて、ミナギからもそこはかとない圧力がかかっているのだ。勝利の高揚で脈打っていた胸が、今は恐怖で凍りつきそうだ。

　……俺おれ、なにしたの？

「人じん狼ろう一族の嫁入り前の少女と戦い、勝利して尻尾しつぽをつかんだ余の勇者よ。……祝ってやろう。おまえはこれで、レイラの主人となった。今後レイラはおまえの言葉に従い、おまえに隷従することであろう」

「……それはひょっとして……」

　視線はついついミナギのほうへ。

　ミナギはうすら寒い笑顔を浮かべたまま、

「竜人族の女性が足の付け根を見られるのと、似たようなものでございます」

　そんな、絶望的な事実を告げた。

　ミナギと一緒。

　……倒れ伏し、今も小刻みに震えるレイラを見下ろして、慌ててまだ握っていた尻尾を放した。

　しかし一度交わした言葉は消えないし、俺がレイラを負かして尻尾をつかんだ記憶も消えない。

　そんなわけで今回の成果。

　どうにも俺は、レイラのご主人様になってしまったらしかった。



　　　　　　　○



　魔王の所有物で竜人の婿で人狼の主人という意味のわからない状況になっている俺の立ち位置は、そろそろ人間側ではなくて魔族側になりつつある気がする。

　世界の破滅を止める勇者ということで魔王城暮らしをしているのだが、果たして勇者として今の状況はどうなんだろうか――と考えてやめた。どうでもいい。

　毎日はそれなりに楽しいし、ここにいれば『働け』と小言を言われることもない。魔王城から出ることができない生活は、余人にとって窮屈なのかもしれないが、充実ではなく安息を求める俺には、魔王城だけでも広いぐらいだ。

　俺と戦った日以来、レイラが料理をがんばるようになった。

　二度と俺と戦えない――人狼は主人に決して牙きばを剥むかない。それが異種族であっても、だとか――ので、剣闘はもう無理。だから家事をがんばって魔王の役に立つことにしたらしい。……うん、まあ、たまに悪い癖を出さなきゃ筋は悪くないので、鍛え上げれば順調に炊事担当に成長しそうではある。

　レイラに対抗してか、ミナギも家事を手伝ってくれるようになってきた。……なんだか魔王城内の人間関係が複雑になり始めている気がするが、俺おれが楽できて、なおかつ俺から見てみんなが仲良くしてるので、まったく問題はない。

　……いや、問題はあった。

　家事に喰くわれる時間が減ったせいで、『資料を整理しようにも毎日家事で時間がないから、授業はまた今度な』という言い訳が使えなくなってしまったのである。

　世界は平和である――と、魔王一味に教える授業。

　嘘うそで塗り固めた、虚構の世界。ここではない、どこか平和な世界についてのお話。

　こういうのは物語作りに強い人間を選んでくるべきだと思う。俺にとって物語とは自分で作るものではなくて、たまに刊行されているのを読んで楽しむものなのだ。

　死ぬほどめんどくせー、と自室で頭を抱える夕方。コンコン、と扉を叩たたく遠慮がちな音。世界が平和だと信じ込ませるための授業については、ま、そのうち思いつくだろと思考を切り替える。この楽観があとで自分の首を絞めそうな気もする。それはもうギチギチと致命的な勢いで。

　けれど将来の不安を理由に現在の苦労を買って出るような人間は無職などやっていないので、すっぱり忘れて扉の外の人物を招く。

　入って来たのは、桃色の大きなボールを両腕で抱えた、レイラ。

「……勇者」

「はいはい」

　物欲しげに視線を向けられ、立ち上がる。

　……レイラを負かして主人となった日以来、夕方になると、レイラがこうして部屋を訪れることが増えた。

　俺はレイラの抱えているボールを受け取り、外に出る。……少し遠いが、練兵場ぐらいの広さがちょうどいい。

　無言のまま、左右に大きくを振られるレイラの尻尾しつぽを見ながら練兵場へ。

　天井のない広い空き地で、レイラと俺は十歩の距離で見つめあう。

「投げるであります」

　表情を殺して静かに催促をしてくるのだが、尻尾が喜びをまったく隠しきれていない。

　言われた通り、力の限りボールを放ほうり投げる。

　レイラはすさまじい速さで走ってボールが着地するより早く受け止めたあと、俺のところにボールを持ってきて手渡し、また離れて、

「次、投げるであります」

　さきほどより強く大きく尻尾を振って、言った。

　俺がレイラの主人になった日以来、なにが楽しいか知らないが、レイラは日に一度、こうして俺おれと遊ぶためにボールを持ってくるようになった。

　いや、喜んでくれて魔王城の空気が気楽なものになるなら、別にこの程度手間でもなんでもないんだが、本気でなにが楽しいのか理解に苦しむ。

　――こうして。

　俺の日課からは家事が減り、新たな業務が加わった。

　でっかい宿題を残したままだが、魔王城での生活は仮かり初そめでもなんでもなく平和と言えるんじゃないだろうか。

　まったく、戦争してるやつらにもこの光景を見せてやりたいよ、と思いながらボールを放ほうる。

　あまりに平和な光景に、思わずあくびが出た。



    

  
    
      



    

  
    
      

四章　無気力勇者と信じたがり魔王



　　　　　　　○



　こうしてレイラの主人となった経緯を話す癒ゆ園えんの曜日。週に一度、神話になぞらえて休日と割り振られているはずの日に、今日も俺おれの上官殿は出勤である。

　あいかわらず『日が落ちるまでに終わらないと前線送りだぞ』と脅されているとしか思えないぐらいに手際よく運びこまれる食材とおもちゃを横目に、毎週おなじみ、蒼そう髪はつ性しよう悪わる上官、ローブの下に何も着てない疑惑の強いヴィヴィに現状報告。

「あなた様はアレですね」

「……なんだよ」

「このまま魔王軍を次々と主人だの嫁だの下僕だのにして、初代勇者様とは違った方法で世界平和を成し遂げそうですね」

「いやいや、にしてもだよ、おかしくね？　魔族の風習なんて知るわけないだろ？　無視すりゃいいじゃん。いくらでも誤魔化せるじゃん」

　掟おきてとか風習とか、そんなものに縛られてどうするんだか。

　過去は過去、今は今だろ。

　しかし俺の感想は何か違ったらしく、ヴィヴィはため息をついて、

「確かにあちら様も、人間が自分たちの風習を知っているだなんて思ってはいないでしょうね。……誤魔化すこともできるはずですが、さて、人間相手だからと言って一族の掟・風習を誤魔化すことを良しとしないのは誇り高さからなのか、それとも本人たちが望んであなたの主人だの嫁だの下僕だのになっているのか、話を聞くだけでは微妙なところです」

「微妙かぁ？」

「ま、あなた様が気付かれていらっしゃらないのであれば、よろしいでしょう」

　ヴィヴィがわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「さて――世の中の状況ですが」

　話題を変えられてしまったので真意を問いただすこともできない。

　……やばいなぁ。俺、ぜんぜん、アイアリスたちに平和だと教え込んだりしてないよ。もはやなんのためにヴィヴィから社会の動きを聞いてるかわからねぇよ。

「南部方面軍からリー様が抜けた痛手を埋めるため、中央司令部は東部、キムンウエカルパ方面軍から一個連隊を増援として回すことにしました」

「一個連隊!?」

　少し整理しよう。伍ご長ちようが率いる五人一組の組織、『伍ご』を最小単位として、伍が十集まって小隊、小隊が三つで中隊、中隊が四つで大隊、大隊が五つで連隊、となる。

　つまり連隊は三千人の組織。……いや、連隊を移動させるとなると、話はもう少し大きい。予備の装備や弩バリスタなどの兵器を運搬する部隊、兵糧班や救護班などが、別途同行するはずだ。少なく見積もっても四千人の大移動になる。

　これだけの人数が東部から南部に移動とか……東部の布陣に穴が開くのはもちろん、反転した部隊の背を守るためにいくらか部隊を割かねばならないし、大人数での行軍は疲労度が半端ではないからしばらく部隊は使い物にならないだろうし、いいことが一つも見当たらないように思うんだが。

　悪あく手しゆすぎて、なんらかの奇策なのかと思うほどだ。

　っていうかリーの野郎、あいつ一人で一個連隊ぶんの価値がある、って認められたようなもんじゃねぇか。どういう個人だよ。

「その采さい配はいしたやつ、アホだろ」

「アホですね」

「一個連隊とか戦術じゃなく戦略の話だろ？　軍部だけじゃ無理だな。御前議会から許可を得ないと……あ、ちなみに、誰だれの決断？」

「わたくしの口からはとても言えませんが、南部方面軍には御前議会に出席している貴族様のご子息が出征なさっているようですね。具体的には東部司令に顔が利いて、なおかつ多額の投資を軍部に対してしているお方が。兵器開発局の局長などもされていらっしゃるような気が」

「……あーうん、わかった。っていうか癒着じゃねぇか」

「政治と軍事は切っても切れませんので。ちなみに二つを結ぶものはお金です」

　世知辛い現実である。

　そんな面白くない現実、魔王城にはいらない……。

「……上官殿、俺おれ、そんなどろどろした軍部辞めたいんですけど」

「ご安心を。わたくしが率いている限り、遺跡調査班に政治の魔の手は介入させません」

　おお……なんか、初めてヴィヴィが頼れる上官に思えた……！

「というよりも、禿はげ上がり脂ぎった利益のことしか考えない若造の方々がもしもわたくしの部隊になにかしようとしたならば、国母様から二度と外を歩けないような恥ずかしい目に遭わせていただくことになっております」

「なぁ、この部隊とおまえ、なんなの？」

「この部隊は勇者様と『カレドヴォルフ』を探す、人材・遺跡調査を主な活動とする部隊であり、わたくしはしがない特殊部隊の長おさですよ。ちなみに全三名の部隊です」

「俺おれとおまえとリーしかいねぇ!?　あれっ、あそこで荷物を魔王城に運んでる方々は？」

「新しい遺跡は大陸中央に一つしか発見されておりませんからね。しかも今のところ各国の部隊が抜け駆けを防ぐため遺跡に配置されているせいで忍び込むこともできませんので、人員はそれほど必要ではないのですよ。……ちなみにあそこの方々は、なにも知らない王都警備部隊の方々です」

「なにも知らないやつらを魔王城に連れてきてるのか……」

　本当に魔王のことを秘密にする意思、あるの？

「……彼らの口の端はに魔王のことがのぼり、王都に噂うわさとして広がり、少しでも反戦意識が高まれば幸いです。この国は勝ちすぎてしまっていますからね。勝利に慣れ、敗北の可能性を考えない国の先は短い。その前に戦争を終わらせることができれば、初代勇者様が好きだったアスツラピ王国も終わりはしないでしょう」

「そんなもんか……」

　噂で国民感情はどうにかできるかもしれないが、国を動かすのは難しいだろうな。

　でも、さっさと戦争なんかやめてくれたら、娯楽本の規制にびくびくする日々も終わるし、魔王たちにも納得して――納得して、もらえるのにな。

　……納得した先に待つ未来を考え、一瞬だけ頭によぎった、『戦争が続いたままでいい』という思いは心にしまっておく。

　魔王は平和を望んでいる。魔王は文明を滅ぼすことなど望んでいない。

　だから、世界平和が彼女たちの望み。……わかっている。

「初代勇者様が作り上げた、誰だれも恨まず、誰も憎まない――魔王が顕現するはずもない、人間の理想のような世界は、五十年続きました」

「……」

「現代の勇者様、あなた様が作り上げる世界も五十年ぐらいはもってくれるものだと、期待しておりますよ」

「俺の任務は平和を作ることじゃねぇだろ。魔王たちに平和を教え込むことだ」

「そういえばそのことについて詳しい経過をお聞きした覚えがないのですが、順調だと思ってよろしいのですか？」

　順調になにもやってません。

　あとどんぐらい誤魔化せるかなぁ……。アイアリスも、ヴィヴィも。

　さて、どう会話を切り上げようかと考えていたところで……。



「余の勇者！　余の勇者はおらんか！」



　毎度おなじみ、魔王様からの呼び声である。

「……魔王様は、わたくしとあなた様が話していることが、よほど気に入らないご様子ですね」

　ヴィヴィが皮肉っぽく言うが、違うんだよ。

　別にヴィヴィの来る日だけ特別こういうことがあるんじゃなくて、最近はしょっちゅうくだらない事件が起こってる。ただ、そういう時だいたい俺おれは文句を言っているアイアリスの近くにいるから、アイアリスも大声で俺を呼ぶ必要がないだけだ。

「……じゃあ、上官殿、俺、魔王様が呼んでるから、行くわ」

「はい。お気をつけて。……まったく、これではどちらがあなた様の上官かわかったものではありませんね」

「どっちがって、俺は軍属だろうが……上官がおまえ以外にいてたまるか」

「あちらは趣味でのお付き合いですか。幼女ですものね」

「言うほど幼女じゃねぇよ。っていうかちょっとその言い方やめてください」

　なんだか俺が人に言えない性癖をかかえてるみたくなっている。

　しかしうちの上官は性しよう悪わるなので、変わらぬ優しい笑みを浮かべたまま、

「では勇者様、お仕事、よろしくお願いいたします」

　弁解の機会なく送り出される俺である。

　しょうがないので魔王城へ向かう。食材などなどの運び込みはいつの間にか終了していた。まだまだ日も高いのだが、だんだんみなさんの効率が上がっているように思う。

　扉を開けて魔王城へと一歩踏み出す。

　さて、これからまた、困ったことを言われるのだろう。そう思いながら扉を――

「そういえば勇者様、言い忘れておりましたが」

　――扉を閉めかけた瞬間を狙ねらったかのように、ヴィヴィが静かに口を開く。

「リー様が消息不明になりました」

「は？」

「なにやらよからぬ気配がありましたので、お気をつけください」

　重い扉は、閉じる勢いを落とさず、俺がヴィヴィに質問を思いつく前に閉じた。

　我にかえって扉を開けようとしても、やはり内側からは開かない。

　……魔族の血がなければ開くとかいう話をされたが、俺は当然人間だ。

　そもそも、勇者の孫が魔族なわけがない。なぜ扉は開かないのか。俺の魔王城一日目、なぜヴィヴィは出ることができたのか。……あいつがなんか特殊なだけなんじゃねぇの、という疑いが浮上してくる。

　にしても――リーが消息不明。

　……ヴィヴィ率いる部隊に早くも嫌気がさしていたようなので、脱走も、まあ、あいつならしそうではあるが。

　俺おれに関係ないまま見つかってくれるといいなぁ。

　そう思いながら、今度こそ帰ることにした。

　外の嫌な大人の世界とは無縁の、魔王城へと。



　　　　　　　○



「勇者！　ミナギの部屋に泊まったことがあるそうではないか!?」

　俺らが『教室』と呼んでだべりの場に使っている謁えつ見けんの間ま。

　今日もアイアリスは熱心な生徒のように机をたたきながら教卓の俺に向けて質問した。

　けれど今日の熱心さはなんだか違う。主に迫力が違う。赤い瞳ひとみは圧力だけで俺を金縛りにするぐらいに鋭い眼光を放っているし、意識してか無意識にか毛先の動くとても長い黒髪は拳こぶしの形になって振り上げられている。

「けしからんぞ！　余の勇者のくせに！　なぜ余にことわりなくミナギの部屋に泊まるのだ!?　ミナギもミナギだ！　余の臣下であろうに、なぜ報告の一つもない!?」

　と、魔王様はご立腹なのでとてもはらはらするのだが、しかし俺がミナギの部屋に泊まったのは、アイアリスの下着捜索という名目でミナギが俺の寝具を引き裂いてしまったために眠る場所がなかった二週間も前のことである。今さらすぎて返事に困る。

　しかも、泊まったとは言え慣れない家事でへとへとだった時期なので、話の一つもまともにしていない……本当に寝具を借りただけだったし。っていうか寝具だけ貸してくれればよかったのに。寝床？　もちろん別々だよ。

　というわけで、別にミナギとだけ特別遊んだということはない。

　それに、一度泊まったのをきっかけにたびたび泊まりにいっているということもない。

　そもそも俺は誰だれかの部屋、誰かの家に遊びに行くのが苦手だ。士官学校時代もリーと相部屋だったんだが、いろいろ気をつかったのだ。

　……できるなら誰かと部屋を共用するのは避けたい。心が疲労するから。お泊まりなんてのは、決して楽しいだけの催しじゃないのだ。

　だから、魔王がなにを怒っているかわからない。

　説明、あるいは弁護を求めてミナギを見る。

　ミナギは膝ひざをそろえて席に着いたまま、緑の髪をくるくる指先でもてあそんで、

「いい夜でございましたなぁ……」

　頬ほおを赤らめ、もじもじしながら言った。

　……そのさ、なにかあったみたいに言うのやめてもらえません？

　空気を焦がすにおいを感じて、アイアリスを振り返る。

　するとどうだろう、アイアリスは怒りに燃えて（比ひ喩ゆではない）俺をにらみつけ、

「よかろう勇者よ、なにがあったか説明してもらおうか。もし厭いとうのであれば、世界を薪まきとしおまえを足先からあぶってでも聞き出してくれるわ」

　俺おれ一人を拷問するにしては行き過ぎた火力である。

「やめてくれアイアリス……みんなに迷惑だろうが。あと、そんなことされたら世界が滅ぶ。文明が滅ぶ。俺が今度は住居を失う」

「ならば納得いく説明をしてみせよ！」

「納得いく説明もなにも、本当に部屋と寝具を借りて眠ったってだけ――」

「信用できるか！」

　せめて俺が言葉を言い切ってから否定しろよ。

　説明聞く気が最初からねぇだろ。

「信用できないって言われてもなぁ……」

　助けを求めようにもミナギはまるで俺がなにかしたっぽくくねくねしたままだし、アイアリスはそもそも話を聞く気がないようだし、そして俺としても『なにもしてない証拠』なんて持ってるはずがない。

　居心地のいい空気を好む俺としてはいらん軋あつ轢れきは歓迎できないのだが、どうしよう、雰囲気が悪くて困る。仕事辞めたい。

　困っていたところで、床におすわりして事の推移を見守っていたレイラが、

「陛下！　自分にいい案があるのでありますよ！」

　と、吠ほえた。

　……レイラの口から『いい案』と言われて悪い予感しかしないのはきっと、この一週間、レイラの家事（主に料理）修業に付き合わされてきたから、だろうか。

　まあしかし、バカではあるが、頑張り屋で生き真ま面じ目めなレイラだ。きっとアイアリスのため、あるいはアイアリスに疑われて困っている俺のため、なにかを一生懸命考えてくれたに違いない。

　ここは聞くのが大人の度量、もしくはレイラに対する信頼というものだろう。

「申してみよ」

　アイアリスがうながすのを止めずに、俺もレイラの意見を待つことにした。

　レイラは意見によほど自信があるんだろう、言ったあとで褒められる未来を想像してか黄金の瞳ひとみをらんらんと輝かせて、

「勇者がなにもしていない証拠を見るために、我々も勇者を部屋に招いてみればいいのであります！」

　信じるんじゃなかった。

　俺、誰だれかの部屋に世話になるの、好きじゃないんですけど。

「ほう！　いい案であるな！」

　いい案じゃねぇよ。

　……しかしまあ、このまま妙な緊張感が続くよりは、俺おれがなにもしてないって証拠を見せるためにレイラの案を飲んだほうがいいか。

「こうなれば余もミナギと同様、本を読んでもらったりお菓子を食べつつ話したり一緒に星を見上げたりしてやるのもやぶさかでない。うむ、ではまずは――」

「まずは自分が先陣を切るのであります！」

「――余ではないのか？」

　アイアリスがレイラを見る。

　こちらから見るアイアリスの顔は、なんだかおどろいているようだった。

　しかしアイアリスのおどろきのほうがレイラには意外だったようで、

「えっ？　魔王軍の先せん鋒ぽうは人じん狼ろうの自分の役割でありますよ？」

　尻尾しつぽの動きすら完全停止で聞き返す。

　……アイアリスはしばらく一人で百面相をしていたが、整理がついたんだろう。

「う、む……ならば、先鋒はレイラにまかせちゃおうかな。余はそうであるな、最後に控えているのがいい感じであるな。魔王だものな。強い子だものな」

　あきらかに残念そうだ。

　だから俺は、別にミナギとだけ特別に遊んだわけでもないし、仮にアイアリスの部屋に泊まったとしても、アイアリスが満足する質と密度の『楽しさ』を提供できるとは思えないのだが……。

　いったいアイアリスは俺になにを期待してるのか。

「最後、ということは、ミナギもまた勇者様をお泊めしてよろしいのでございますか？」

「ミナギはすでに泊めたであろう!?　余の番が遅くなるではないか！」

「あらあら……しかし陛下、勇者様がなにもしていないことを証明するというのでございましたら、やはりもう一度ミナギの部屋にお泊めすべきと思うのでございますよ」

「なぜだ」

「不敬を承知で申し上げるのでございますが、陛下とレイラでは、少々、色香が足りないのでございます」

「……色香と遊ぶこととなんの関係がある」

「お子様でございますなぁ」

　ミナギが流し目でこちらを見るのだが、俺から見たらミナギもアイアリスもレイラもそこまで変わらないので、反応に困る。あと、ミナギの部屋に泊まったこととミナギの色香とは実際になんの関連性もない。

「とにかくミナギなりの理屈があるのでございますよ」

「おまえなりの理屈と言われても、余にはわからんぞ……」

「ああ、これは失礼を働いてしまったのでございます」

　ミナギは急におどろいたような顔を作り、

「陛下は早く勇者様が泊まりに来る番がまわってこないと嫌なのでございますな。調査とは言いつつも本音では勇者様と夜通し遊びたいだけでございましょうからなぁ」

　あからさまな挑発である。こんなのに釣られるやつはいないだろ……。

「……余が大儀を謳うたっていると申すか」

　しかし魔王が釣れてしまった。

　大物がかかった。大物ちょろいなぁ。

　なんていうか、こんな簡単に挑発に乗るやつが魔王軍五十万だか六十万だかをあずかってると思うと、背筋が凍る。

　……そもそも王権保持者が議会を通さず軍を独断で動かせる時点で割と背筋が凍るのだが。まあ、政治的な話だからどうでもいい。

「よかろう、そこまで言われては譲らんわけにはいかんな。余は王である。王とは私情に流されてはならない存在である。余が己おのが欲望に流されているのではなく、あくまでも調査目的で勇者と遊ぼうとしていると証明するために、レイラ、ミナギ、それから余の順で勇者を部屋に泊めることとする。異論のある者はおらんな!?」

　調査目的で俺おれと『遊ぼうとしている』ことが証明されちゃっていいんだろうか？

　余計な茶々はやめよう。話がこんがらがってもめんどくさい。

　俺の意見？　すでに三対一だぜ。多数決は議会政治の基本だろ。国王の御前議会だって多数決で決まるのに、魔王陛下の御前議会が俺の一票でどうにかなるはずがない。

　無駄な努力はしない主義である。徒労よりもめんどうなことはそうそうないのだ。

「では、自分からでありますな！」

　レイラが尻尾しつぽを振って俺を見る。

　黄金の瞳ひとみに期待感が溢あふれすぎててつらい。……レイラとの遊びは結構体力を使うのだ。

　まあ、これも世界平和のためと思ってあきらめよう。

　魔王たちにこの世は平和であるとどうやって教えたらいいかもわからないし、俺としても、こういうことで時間が稼げるのであれば、言うことはないのだった。

　……それにしても。

　俺は果たして、魔王たちに『目的のない生き方』を教えられているのだろうか？

　聖剣や『真の勇者』が見つかった時に、俺は、魔王たちを殺させずに済むのだろうか？

　考え出すときりがないので、考えるのをやめた。

　頭を使うのはめんどくさいし、なにより、これからもっとめんどくさい催しが待っているのだから。



　　　　　　　○



　みんなの部屋にお邪魔する生活一日目はレイラの部屋だ。

　さて、泊まるとは言ったものの、この部屋にはいわゆる『寝具』がない。多数のボールや木片と少しの武具、それからレイラが寝具として使っている柔らかな座ざ椅い子すだけだ。

　しかし俺おれはレイラほど体が小さくないので、彼女のように座椅子の上に丸まって眠るわけにもいかない。

　……というか、夕食を済ませたばかり、士官学校生徒でもまだ眠らないような時間に『どう眠ろうか』ばっかり考えているのは、なんてことはない、眠る以外にすることが思いつかないからだ。

　だってさ、レイラと二人きり、室内でなにをしろって言うんだよ。

　俺がレイラと聞いて思い浮かぶのは、『生き真ま面じ目め』『がんばりや』『頭が悪い』の三つぐらいだ。レイラとの遊びは外でボールを投げるものが主だし、最近がんばってる家事も今は特に教えることがない。よって部屋で顔を突き合わせてできることが今一つ思い浮かばないのだ。

　レイラも特に遊ぶ気はないようで、柔らかそうな真っ白い布でできた寝巻用ワンピース姿で、裾すそから出した尻尾しつぽをゆるく振りながら座椅子で丸まっている。

「なんでありますか？」

「いや……」

　視線に気づいたレイラが、あごを座椅子に乗せたままこちらを見る。別にいかがわしい視線を向けていたわけでもないんだから、そんな警戒したような声を出さなくてもいいと思うのだが。

「自分は嘘うそをつかないであります」

「……なんだいきなり」

「勇者が本当になにもしないのであれば、自分は陛下に『勇者はなにもしなかった』と報告するのであります。勇者がなにかすれば、細大もらさず陛下に報告するのであります。だから勇者は今、自分の目が開いているうちはなにもしないほうがいいのであります」

「ああ……それで、早くも丸まってるのか」

　寝るまでじっとしてろと。

　生真面目だなぁ……。疲れないのだろうか、その性格。

「しかし、レイラは俺のためにがんばってくれるんだな」

「勇者も自分のためにがんばってくれたであります。……人じん狼ろうは一度受けた恩義は命尽きるまで忘れないのでありますよ」

　受けた恩義、と言われて、少しだけ思い出すのに時間がかかる。

　たぶんそれは、レイラがアイアリスの役に立てるようにと剣闘をしてみたり、今現在、料理を中心とした様々な家事を教えたりしていることだろう。

「恩義ってもなぁ……剣闘はなんか、その……変なことになったし、料理とか家事全般は俺おれが楽するためだぜ？」

「それでも自分は恩義を感じているのであります。きっと返すのであります」

　レイラは迷いなく断言した。

　……なら、好意に甘えよう。ぐだぐだ議論して実のあることでもないし。

　ふっと体の力が抜ける。……途端、便所に行きたくなった。

「悪い、レイラ、ちょっと抜ける」

「なにもしてはいけないであります」

「なにもしねぇよ。ただの便所だ」

「なにもしてはいけないであります」

「……いや、あの、生理現象なんですけど」

「なにもしてはいけないであります」

「ちょっと呼吸していい？」

「なにもしてはいけないであります」

　死ねとおっしゃるか。

　っていうかもはや俺の話聞いてねぇだろ。

　ああそうだ忘れていた。レイラは生き真ま面じ目めで、義理堅くて、律儀で、最近家事などもがんばっているが、欠点がある。

　融通と機転がきかない。バカとも言う。

　生真面目さの弊害と言える欠点のあおりを、今まさに俺がくらっていた。

「レイラさん？　アイアリスの言う『なにもしてない』は、ぴくりとも動かず部屋から出ないことじゃなくて、遊んだり話したりしてないって、そういうことだと思うんだけど」

「なにを言っているのか難しくて理解できないであります」

「難しいこと言ったか!?」

　っていうか、魔王軍の先陣を切る役目の家柄なんだよね、君。

　言わば前線指揮官のはず。……それがこんな頭悪くて務まるわけがないので、たぶん、レイラが特別残念な子なんだろうな……。

　頭が残念賞のレイラは、少しだけ自慢げな顔をして尻尾しつぽを振りながら、

「自分を煙けむりに巻こうとしてもそうはいかないのでありますよ。魔王軍先せん鋒ぽう、人じん狼ろう族がレイラ・ドロズドフ、敵方の姦かん計けいに騙だまされないように、父上から教え込まれているとっておきの秘策があるのであります」

「……ちなみに、どんな策？」

「『人の話を聞くな』であります」

「そこまで徹底しないと騙だまされるのかよ！」

　一族総出でバカだった。秘策と言うか下策である。

　こりゃあ、救えない……。

「というわけで、今日の自分の任務は、勇者の監視であります。眠ってしまわないかぎり、いや、決して眠らずに勇者にはなにもさせず、陛下と勇者の役に立つであります」

　嫌な決意表明。……無視して便所まで強行突破しようかということも考えたが、剣闘の時に見せたレイラの身体能力を思い出して踏みとどまる。尿意を抱えた状態で勝てる相手ではない。

　説得も無理、強行突破も無理。残された道は我慢比べのみ。

　……『みんなの部屋に泊まろう』というこの催し、今日が初日なわけだが。

　早くも、『ちょっとぐらいがんばって拒絶しておけばよかったなぁ』と思い始めている俺おれがいた。



　　　　　　　○



　かくして初日は俺の尿意とレイラの眠気との我慢比べの様相を呈した。

　なんだこのむなしい戦いはと嘆いてみるも、

「勇者はなにもしなかったのであります！　陛下には勇者を信じるように進言するのでありますよ！」

　と、尻尾しつぽをぱたぱた振ってとても嬉うれしそうにレイラが言うものだから、なんだか我慢とか苦労とか『俺はなにをするために生まれてきたんだ』とか、そういう思いが報われたような気分になってしまった。

　そして笑顔や信頼を向けられるたび、だんだん俺の心に重くのしかかってくるのが、『世界は平和』と魔王一味に教え込む、という仕事だった。

　だって、教えて、騙して、騙しきって、最後に待っているのが――魔王一味の封印だ。

　させないために努力しているとは言え、状況を煎せんじ詰めればそういうことになる。

　……気がとがめないはずがない。迷わないはずがない。ためらわないはずがない。

　仕事と自分とどちらをとるかで、俺はいつも『自分』を選んできた。

　けど――世界と自分とどちらをとるか、という判断はしたことがない。

　世界平和のために魔王一味を騙しきるのか。

　それとも心の重さに立ち向かわず、滅びを受け入れる覚悟で魔王一味に真実を打ち明けるのか。

　……難しいことは考えたくない。

　とりあえず、今晩も魔王一味の部屋に泊まるのだ。

　後回しにできる思こ考とは後回しにして、夜に備えよう――



　　　　　　　○



「こうなったからには、ずっとミナギの番でございます」

　なにを言っているのかちょっとわからない。

　さて、ミナギの部屋は独特な家具や色使いでおなじみだが、今日はそれに加えてもう一つ、アスツラピ王国じゃ見慣れない要素がある。

　煙けむり。

　不思議な、しかしどこか心地いい香りのする煙が、部屋の中に充満しているのだ。

「『竜宮の国』で生まれ育った女子ならば、香道は基礎教養でございます」

　ミナギは卓を正面に見て竹製の『座ざ布ぶ団とん』に座り、隣にいる俺おれの膝ひざに手を置きながら、そっと目を伏せて言う。

　……せっかく卓があって、卓の向こう側にも『座布団』があるのだから、向かい合えばいいと思うのだが、俺が移動するたび隣に来るものだから、もうあきらめてこの位置関係でいいやと思う俺がいる。会話しにくいし顔も見にくいんだけどなぁ。

　しかし魔界の基礎教養の話をされてもアレだが、『基礎教養』とかいう言葉が出てくるあたりに、レイラやアイアリスとは違う、育ちの良さみたいなものが感じ取れる。

「ほかにもミナギは様々なことを学んでいるのでございます。文字の書き方、花の活いけ方、礼儀作法、舞踊に武道、戦略・戦術、心を掌握する術……すべては陛下の右腕となるため。そして、陛下の隣にいて陛下に恥をかかせぬためでございます。竜人は家財の番人でございますからなぁ」

　魔王を補佐することに特化した英才教育を受けているということらしい。

　確かに最初に現れた時、言ってたっけ。魔王陛下第一の眷けん属ぞく、と。

「ああ、そのミナギがなぜ、陛下の敵である『勇者』とこうして同じ部屋で仲良く過ごしているのでございましょうなぁ。……本当、運命とは数奇なものでございます。お父様から聞いていた『勇者』と、ミナギの目の前にいらっしゃる勇者様は、どうしてこうも違うのでございましょう」

　竜人族に伝わっていた『勇者』は、魔王を騙だました詐欺師、だったか。

　……俺も、魔王一味を騙していないわけじゃないので、心が痛む。

　けれど、その悩みは後回しにすると決めているし――なにより、なんだかふわふわしてとてもいい気分で、思考に集中できない。

　部屋を満たす、いい香りがする煙のおかげだろうか。

「ミナギは陛下のおんためを思い夜を徹して下着探しをする勇者様に、心打たれたのでございます。……二度とミナギは、陛下も、勇者様も疑わず、お二人に永遠に隷属し、奉仕させていただくのでございますよ」

　下着探しをしている姿に打たれる心というのもなにか間違っている気がする。

　それよりも、『二度と疑わない』という言葉に心が痛む。……ああ、でも、なんだか頭がぼんやりして、考えがまとまらない……。

「勇者様……ミナギはさびしかったのでございますよ。ミナギの部屋に初めてお泊まりになった勇者様が、ミナギと口を利くことすらしてくれず……」

　それは悪いと思っている。……いや、もとをたどればおまえらのための家事をして疲れてたんだからしょうがないとも思うし、そもそもミナギが俺おれの寝具を引き裂かなかったら世話になる理由もなかったし、というかミナギがアイアリスの下着を盗んだ罪を俺に着せるための一連の行動だったので、俺はなにも悪くないとも思うが……。

『思うが』っていうか、考えれば考えるほど、俺は悪くない気がしてきた。

　あれ、どうしてこんなに罪悪感がふくらんでるんだろう……？

「勇者様」

　膝ひざに置かれたミナギの小さい手、その重量が増す。

　体に触れるミナギの柔らかな体、その感触をより強く感じる。

　小さくて、暖かくて、柔らかくて――なぜ俺は、今までこんな魅力的な娘こを放ほうっておいたのか、過去の自分の意図がわからなくなる。

「ミナギは陛下に感謝しているのでございますよ。陛下がもし勇者様を敵とし、この世界に顕現なされたその時から人間を滅ぼすべく動いていたとすれば、ミナギは勇者様にお会いすることも、陛下への不敬や不信を改める機会も、永遠になかったでございますゆえ」

　そっと肩を押される。

　どさり。なんの抵抗もなく自分の上半身が倒れる音を、なんだか客観的に聞いた。

　のしかかるミナギの、緑色をした髪が、顔にかかる。

　くすぐったさすら感じない。感覚は死に、頭が、甘い甘い香りで満たされていく。

　……これ、ひょっとしてやばいんじゃないか？

　せめてもの抵抗で声を出そうとしてみる。しかししびれて動けなかった。

　なにをされた？　俺はこの部屋に来てからなにも口にしてないし、針を刺されたとか薬を塗られたとかそういうことは……あっ、この煙けむりか！

　なんということだろう。さすがは戦術の勉強をしているだけのことはある。罠わなと気づかせずに罠を張り、かかった時にはもう抵抗不可能。策士マジ汚い。

「おほほほほ、ミナギは陛下やレイラのようなお子様ではないのでございますよ。さあ勇者様、めくるめく夜の営みへようこそ。この番組はヤチホコ・ミナギの提供でおとどけするのでございます」

　なんだか知らないがオトコノコとして大事なものが大いなる危機にさらされている。

　しかし体はしびれて動かない。それからこの香り、俺おれの生来低い闘争心を根こそぎ奪っていきやがる。なんかもう抵抗するほうが間違いなような気がするのでこのまま流れに流されるままでもいいかな、なんて思えてきた。

　ああ、これはやばい。抵抗する気力ががくんと落ちていく……。

　このまま意識ごとミナギに飲み込まれてしまうのか――そうあきらめたその時。



「ミナギ！　痺しびれ香こうが外に漏れておるぞ！」



　勢いよく扉を開けて、我らが魔王様の登場である。

「こんな時間に薬品の調合とは、厠かわやへ向かった余が痺れて間に合わなくなったらどうす――というかなにをしておるか貴様ら!?」

「へっ、陛下!?」

　唐突にあわてるミナギである。……アイアリスに見られてまずいことをしようとしていたのがこの時点で確定したわけだが。

「ミナギ、なぜ痺れ香など焚たいて、余の勇者にのしかかっておるのだ……？」



    

  
    
      



    

  
    
      「おほ、おほほほ……これはでございますね陛下、その、決して勇者様の意思を無視してあれこれしようと思っていたわけではなく……そう、合意、合意なのでございますよ」

　釈明したいが口が動かない。

　アイアリス、いぶかしげな顔で俺おれを見た後、パチン！　と指を鳴らす。

　するとどうだろう、先ほどまで靄もやがかかったようにはっきりしなかった頭が、心地よいしびれにまったく動こうとしなかった体が、自由に動くようになったではないか。

「……して、勇者よ。その状況は勇者が望んでいることなのか？　望んで痺れ香をかがされ、望んで行動不能に陥り、望んでミナギに押し倒されておるのか？」

「いや、望んでません」

「手ひどい裏切りでございます!?」

　どっちがだよ。

「っていうかミナギ、しびれ香って……そんな怪しげなもん、俺に嗅かがせてたのか」

　どうしてミナギは無事なんだ。なんか対策してたのか。

　ああ、これで『ほかの体に害のない香を焚くつもりで間違えてしまった』という線がついえてしまった。残念でならない。

「ミナギ貴様、さては、勇者の体の自由を奪って、あんなことやこんなことをするつもりであったな……？」

「指示語がなにを差しているか具体的に答えろ」

　アイアリスの見解では、俺がミナギになにをされる予定だったのか。

　問えば、アイアリスはふん、と鼻を鳴らし、

「決まっておろうが。動けない相手など人形も同然。ということは人形にするように、着せ替えたり愛でたりに決まっておる。それ以外になにがある？」

「なにもないです」

　思わず肯定してしまうほど、質問に答えるアイアリスの目は自信満々に澄み切っていた。その清澄さは、俺のみならずミナギすら言葉に詰まるほどであった。

「とにかくだ！　やはりおまえらは遊んでいたではないか！　余に黙って！　余の勇者と余の眷けん属ぞくなのに！　ふん、ならば魔王アイアリスの名において申し付ける！　勇者よ、明日は余と夜通し遊ぶのだ！」

　拒絶は認めんとばかりに去っていくアイアリス。勢いよく閉まる扉。そして廊下から聞こえる魔王の楽しげな鼻歌。……明日は疲れる夜になりそうだ。

　しかし魔王は本当に遊びたいだけなんだなぁ。

　筋金入りの平和主義に頭が痛くなる。……どんな稀け有うな環境で育てばあそこまで無む垢くな人物ができあがるのか想像もつかない。それはきっと、戦争というものが俺たちの世界に落とす影が、俺の想定していたよりも大きかった、という意味なのかもしれないが。

「……やってしまったでございますなぁ」

　ミナギがつぶやく。……それはいいから、俺おれの上からどけてくれないだろうか。上半身に乗られているせいで、体を起こすことがままならないんですよね。

「陛下は嘘うそがお嫌いでございます。……勇者様、明日は苦労なされるでございますよ」

　嘘というか、ミナギのせいで結果的に『遊んでいる』ことが魔王に発覚してしまったわけなので、主犯はミナギのはずなのだが、その自分は関係ないみたいな口調はいったいなんなのか。

「ミナギはほら、陛下には『いい夜でございました』とすでに遊んでいる旨むねを報告しているでございますからなぁ。ミナギは陛下を疑い、侮り、騙だましてはならないという罰を受けておりますれば、陛下に嘘はつけないのでございますよ。それが証拠に、ミナギの話のあと、勇者様の話は最初から聞いておられなかったでございましょう？」

　なるほどアイアリスが俺の釈明をまともに聞かなかったのは、下着騒動の時にミナギに言い渡した罰があるからなのか。

　それにしてもあの魔王様、人を疑うことを知らなさすぎる。

　あんな、口だけの罰なんて、どうして守られると思うのか。

　……現実味がないほど平和主義。士官学校で少しだけとは言え軍隊の法と罰を学んだが、普通、罰というのは布しかれた法を守れない人間に対し、頭ではなく肉と精神こころに法を教え込む行為だ。つまり、口約束を守れる者相手に与えるものではない。

　なんて稀け有うでなんてまばゆく、なんて危うい無む垢くさなのだろう。こんな魔王が『滅ぼすべき』と思う世界は、なるほど滅んでも惜しくないような気さえしてくる。

　……というか、世界を滅ぼすことをアイアリスは望んでいない。

　打ち明けても大丈夫なんじゃないか、という考えがよぎる。

　こうなると葛かつ藤とうの争点は『世界の命運と魔王に嘘をつくこと、どちらが重いか』ではなく、『命じられた業務と魔王に嘘をつくこと、どちらが重いか』に変わる。

　ならば、答えは出たも同然だった。

　俺は、義務と仕事が大嫌いなのだから。

「はぁ、お香も解かい呪じゆされてしまったでございますし、なんだかそういう空気でもなくなってしまったのでございますよ」

　傍点部の意味を知りたいような知りたくないような微妙な気持ち。

　ともあれなんだか知らないがミナギはあきらめたようで、ぽすん、と俺の体の上からはどかず、そのまま俺を敷き布団ぶとんにするように倒れこむ。

「ま、今日は普通に眠るのでございますよ」

「それがいい」

　普通に眠るのは賛成なのだが、果たして俺の上で眠るのが『普通』かどうかは同意しかねる。しかし、どいてくれ布団ふとんがあるだろ、と言おうにも、

「すぴーすぴー」

　棒読みの寝息が、俺おれと話す気がないことを語っている。……軽いし、暖かいから別に困らないんだけどさ。なんだかヴィヴィあたりに目撃されたらとんでもない罵ば倒とうを浴びせられそうな光景だなぁ、とは思った。

　まあ、城内にヴィヴィが入ったことなど、俺が知る限りでは、俺が魔王城に来た日に一回しかない。

　この城はあるいは、クリュメノス一神教がかかげる幻想の王国よりもなお貴い聖地なのかもしれない。口やかましい親もいなければ、性しよう悪わるの上官もいない。日々をゆったり過ごすだけが課せられた業務で、魔王一味は人お間れに友好的。

　あとくされは残したくないよなぁ、やっぱり。

　ゆずれないものなどない人生を送ってきたが、この場所の雰囲気が悪くなるのはどうしても避けたいと思う俺がいる。

　……隠し通すのはやめよう。嘘うそはいつかばれて、手ひどい仕返しをされる。

　そうなる前に自分から打ち明けよう。

　さて、意思が決まれば早く眠るに限る。

　なにせ明日、『勇者』からの、最初の魔王教育を行うことにしたのだから。



    

  
    
      



    

  
    
      

五章　無気力勇者と知りたがり魔王



　　　　　　　○



　なにかを決意したその時に出鼻をくじかれるのはよくある話で、魔王にするべく授業の準備をしていたところで、俺おれに来客だとレイラから報告があった。

　朝も早い時間である。……まだ魔王たちの朝食を作るために俺とレイラしか起きていない。俺は水みず汲くみから帰ってきたレイラに朝食の用意を任せ、いぶかしみながら来客のもとへと向かった。

　開かれていた扉から一歩出れば、そこにいたのは南部方面軍英雄にして、今は脱走兵のリー・コールマンであった。

「おまえ、こんなとこ来たらヴィヴィに捕まるぞ」

　同じ釜かまの飯を食ったよしみで忠告などしてみる。

　けれどリーは右目を細めて鼻で笑う。……相変わらず、その女みたいな顔立ちには、人を嘲あざけったり失笑したり、そういう表情がよく似合っていた。

「僕があんな人形に後おくれをとるかよ」

　……よくわからない。ヴィヴィを『人形』と評されても、あのヴィヴィこそ傀かい儡らいという言葉からもっともかけ離れた自由すぎる存在だろうに。

「そんなことはどうでもいいんだよ。なあ勇者様、僕はこれから世界を回ろうと思ってるんだ。……今まで軍の司令部と話したり、遺跡調査部隊に入って人形に話を聞いたり、御前議会の人間と会う機会もあった。……どうにも、この戦争はおかしい。貴族の利権とか、遺跡調査の優先権とか、古代技術の独占とか……色々理由はあるはずなのに、どれも本質じゃない気がする。そのへん、僕なりに調査しようと思ってる」

　リーがそう言うということは、リーなりに様々な情報を集めて検討した結果なのだろうと思う。

　魔王城にいては情報がそこまで入ってこない。……だから否定することはできないし、否定する気もない。もともと誰だれかに縛られるようなやつじゃなかった。俺が辞めて、こいつが士官学校を辞めなかったのも、今考えればおかしな話だ。

「僕はこれからアーチボルト貿易商連合に交じって関所を抜けて、東国、キムンウエカルパに発たつ。……向こうにいる親類を頼るつもりだ。十年ぐらい会ってねーけどな」

「そうか、気をつけろよ」

　かける言葉はこれで終わり。……もとより、一人で一個連隊と並ぶような男に心配は不要だろう。それに、こいつならばどこにいても死にはしない、死んだと噂うわさされても翌日にはひょっこり戻ってくるような、そんな奇妙な確信がある。

「……食料ぐらいは持っていくか？」

「いらねーよ。旅支度は済んでる。これ以上荷物を増やす気はねーよ。……あんまり重くても疲れるだけだからな」

「そうか」

　なら、俺おれが旅立つリーにしてやれることは、本当になにもない。

　もともと、俺たちは長話をする間柄でもない。……士官学校時代は同じ部屋で過ごしたが、会話と呼べるものはなく、不思議と居心地のいい沈黙が多かった。

　けれど――リーに左目を失わせて。

　それからは、なんだか変に気をつかってしまって、雰囲気と居心地が悪くなったのを覚えている。

「っていうか、わざわざ報告しにここに？」

「いいや。オマエに返すものがあってな」

　なんだろう。リーになにかを貸しておいた覚えはないのだが。

　そう思っていると、リーはまったく平時と変わらぬニヤニヤ笑いのまま、

「左目の借り、返すぜ。……剣を抜けよ」

　そう言って、腰に下げた剣の柄つかを握った。



　……さて、ちょっとだけリーの左目のことを話さねばなるまい。

　とは言え大した話でもない。ただ『ありえない』と思ってしまうような話であることは否めない。

　もともと士官学校の同級生だった俺とリーは、軍隊格闘術の訓練なんかも一緒にやることが多かった。

　それで、訓練中に俺の剣がリーの剣を壁まで弾はじき飛ばした。

　……とか言うと大層な腕力を発揮したみたいだが、壁までは近かったのだ。

　使っていたのは刃をつぶした真剣。重く、固い。

　そんなものが近くの壁まで飛ばされれば、壁に突き刺さったり壁が壊れたりする。

　で、そんな必然の末に飛び散った石壁の破片は、それこそ矢のような勢いでリーの左目に入って、リーは視力を失った。

　偶発的な事故ではあるが、まあ、ようするに。

　俺が、リーから左目を奪ったみたいなもんだ。



「やっぱり、まだ許されてなかったんだな……」

　一回話はついたし、リーは納得していた。

　でもまあ、そうだよな。事故とは言え、片目をつぶされたんだ。恨みは残る。

「ちげーよ。あんな事故でいつまでもオマエを恨むほど僕は子供じゃねーんだ」

　リーは右目を怜れい悧りそうに細めて、

「気に入らないのは、僕に勝ったあと、オマエが僕と一回も戦わずに士官学校を去ったことだよ。……ようするに僕は勝ち逃げが許せねーんだ。一度国の外に出たら戻ってくるのはいつになるかわからねーからな。オマエに勝って、軽くなって行きたいんだよ」

　……常勝不敗の英雄様に、いろんな意味で傷をつけたまま生き延びているのは、この世に俺おれ一人、ということか。

　しかし、許されないと言われても、許してもらうしかない。

　勝負とかそういうのごめんだし。痛いし疲れるしめんどいし。

　なにより――



「余の勇者！　余の勇者はおらんか！」



　――魔王様がお呼びだ。

「……っていうわけだから、リー、悪いけど俺は仕事だ」

「ちっ……あーあ、やってらんねー。ま、いいけどさ。僕は本気のオマエと戦っておきたいんであって、オマエが本気にならねーんなら用事はねーんだよ」

「俺がこの先本気で戦うことなんて、ないんじゃないかな……」

　戦いは嫌いだ。めんどくさい。

「はぁ。ま、オマエはもともと、あんましやる気のねーやつだったからな。……ただ、一つだけ聞かせろ。オマエが士官学校やめたのは、僕のケガが原因か？」

「そりゃあ原因の一つではあるけど、単純に肌に合わなかったんだよ。集団行動とか、規律とか、上下関係とか……で、その先にあるのが殺し合いだろ？　なんでそんなご褒美のない職業に就かなきゃならないんだ？　おかしいだろ」

「……オマエは英雄になれる器だったと思うけどな」

「買い被かぶりだよ。俺はじいちゃんの威光以外になにもなかった。……リーが俺とじいちゃんを比べないでくれるのはわかってるけどさ、やっぱり、俺に対する期待は、勇者だったじいちゃんの影に対するものだと思う」

「ま、いいけどよー。どうしたらオマエはやる気をだしてくれんのかね」

　リーは柄つかから手を放し、

「じゃあな勇者様。僕はアーチボルト貿易商連合に合流してキムンウエカルパに行く」

「おう、気を付けてな。めんどくさくなったら帰ってこいよ」

「僕は脱走兵だよ」

　最後に笑って、リーは魔王城から離れて行った。

　……さて。

　じゃあ、俺おれも戻りますか。

　外界のしがらみとは関係のない、これから朝ごはんの魔王城へと。



　　　　　　　○



「勇者！　今日はいよいよ『授業』をするそうであるな！」

　魔王様は今日も元気いっぱいで見ているこっちが疲れる。

『教室』として整備したはずが今日の今日まで本来の目的を達成することができないでいた謁えつ見けんの間まが、いよいよ整えた体裁どおりの役目を果たそうとしていた。

　深紅の絨じゆう毯たんの上に置かれた机と椅い子すは生徒たちが勉学をするために使われるべきであるし、俺の目の前にある教卓も真後ろにある黒板も、たとえば教科書を置いたり、必要な内容を書き記して板書をさせるためにあるべきである。

　アスツラピ王国の優れた印刷技術を見せるのは娯楽本ではなく教科書の役目であるはずだし、そもそも、この場所で交わされる会話はだらだらしたどうでもいいものではなく、世界情勢や歴史についての訓育であるべきなのだ。

　うん、そう考えるとなんだか急にめんどくさい。

　どうにも『本来の役目』というやつがお固すぎるように思えてくる。

　けれど魔王アイアリスは机をバンバン叩たたいて毛先をくねくね躍らせて、今か今かと授業の開始を待っている。……あいつ、絶対『新しい娯楽』ぐらいにしか思ってねぇだろ。どうにもアイアリスの態度と俺が思う『授業前の態度』が重ならない。なぜわくわくしてるんだおまえは。

　ミナギは心の中までのぞきこむような流し目で俺を見ている。……なんだろう、そこに気遣うような、探るような色が見えるのは。俺の『教師』としての手腕が不安だからか、それとも他ほかに理由があるのか。

　レイラは『授業の時は椅子に座るのだぞ！』とアイアリスに言いつけられているせいで、椅子の上におすわりしている。……椅子の上に座ってはいるんだが、椅子の座り方ではない。そのせいでちょこちょこずり落ちそうになって、そのたびにあわてている。なぜ普通に座らないのか。

　というわけで期待とか不安とかの視線を向けられながら、いよいよ授業開始である。

「えーと、まずは――」

「日直があいさつをするのだな！」

　……どこで得た知識だ、と考えて気づいた。ああそうか、俺おれが暇つぶし用に持ってきていた娯楽本を、こいつはちょくちょく盗み読んでいたっけ……。

「ふふん、知っているぞ。日直とは生徒側の代表者なのであるな。つまり、王であるな。そして余は王である。……あとはわかるな？」

　熱烈にやりたがっていることだけは伝わった。

　まあ、そもそも日直なんて置く気がなかったので、誰だれでもいいんだが。

　というわけでアイアリスに号令をさせてさっさと授業を始め――

「お待ちいただきたいのでございます」

　……始めたいんだけど。

　待ったをかけるのはミナギである。ただでさえこれからめんどくさい授業なのだ。進行に滞りが出るから『待った』と『なんで？』はどうか禁止で頼みたい。

　しかし実際に止めるのもめんどうなので、仕方がない、少し頭の中で授業の構成でも整理しながら、アイアリスとミナギの話し合いを見守ることにしようか……。

「陛下、ミナギの調べた資料によりますと、『日直』とは『生徒の代表者』ではなく、『教師の補佐』の側面が強い役割でございます」

　ちなみにミナギの調べた資料は、たぶんアイアリスが読んだ娯楽本と同じである。

　同じ本でも解釈の幅が出てそれが論争に発展するという好例が目の前で展開されつつあるっぽいのだが、あいにくと死ぬほどどうでもよく、こうしているあいだにも俺のアイアリスに真実を話す気はどんどん下がっていっているのでできるかぎり短く終わってほしいと願うばかりだった。

「……補佐であるならば、陛下の手を煩わずらわせることはないのでございます。どうか、魔王軍参謀の竜人一族が代表、ミナギにお任せいただきたいのでございますよ」

「よいよい。余がやると申しておるのだ。余に任せい」

「いえいえ、ここはミナギに。勇者様の隣に立つのは、やはりミナギが一番なのでございますよ」

「……余がやると申しておるのだぞ。ミナギ、いつから余に口答えできる立場になったのだ？」

「おほほほほ……口答えなどと、滅相もない。ただ、ミナギは陛下のお手を煩わせる必要を感じていないのでございますよ。それに、陛下は我が強いお方でございますからなぁ。補佐するでなく、邪魔をしそうと思うのでございますよ」

　視線を交錯させるアイアリスとミナギのあいだに、火花が散っているように見えた。……魔法でもぶつけているんだろうか。

　しかしなんだろうこの空気。いや、両方とも『日直』という役職になんかよくわからん幻想を抱いていて、非常にやりたがっているのはわかるのだが、別に楽しい役職でもねぇだろうにな。

　それとも……俺おれの持ってた娯楽本のどれかに、『日直』がさも楽しい職業であるかのように書かれていたものでもあったかな？

　事態はにらみ合いへ推移している。

　めんどくさいことにここで口を開いたら俺が事態を収束しなければならなさそうな気がするので、沈黙である。帰りたい。

「勇者」

　教卓の後ろにかくれて二人の言い争いにかかわらないようにしようかというところで、これまで会話に加わっていなかったレイラからの声である。

「……なんだよ」

　注目を集めないようにこっそり答える。

「なんだかもめているようなので、自分にいい考えがあるのであります」

「よしわかったなにも言うな」

「ここはあいだをとって、自分を日直に指名するのでありますよ！」

　なにも言うなって言ったじゃん。

　叫びやがったよあいつ。

　レイラの叫びのせいで俺に集まる視線。ここに来て敵対していたアイアリスとミナギは共通の敵ができたと言わんばかりに俺に近づいてくる。

　ここはめんどうごとを避けるために大人の対応をしておくか。

「腹が痛いんで早退します」

「そんな仮病が通じると思ってか」

　鋭い。

　いや、しかし俺の知ってる教官おとなは、リーとかに質問攻めにされるとこう言って逃げてたから、大人の対応で間違ってないはずなんだけどな。

　っていうか教師が授業放棄して逃げるんだから歓迎しろよ。

　これはあれですねぇ……授業はつまらなくてめんどうな『義務』であることをじっくりたっぷり教えてあげなければなりませんねぇ。

　しかしその前に。

「勇者よ、指名するなら余にするがよい。勅命であるぞ」

「陛下には向いていないのでございますよ。ここは実務能力で判断すべきかと」

「自分がやるのであります。魔王軍先せん鋒ぽうは自分であります。自分が最初なのであります」

　詰め寄ってくる三人をどうにかしないといけない。

　勝手に決めろと言いたいのだが、こいつらの目を見ればわかる。話し合っても決まらないっぽい……どうやら俺おれが解決するしかないらしい。

　なんか、ここまでめんどくさいと授業自体やめたくなる。

　いやまあ、やりますけどね。



　　　　　　　○



　日直は当番制で、最初にアイアリス。

　順番で超もめたが、いつか回ってくると理解させたのでどうにかケリがついた。

　当番制というのは素晴らしい。なにせ全員に順番が回ってくるとわかればいらぬ争いは起こらないのだ。争いの原因は、いつだって独占しようとする欲望である。

　――今、大陸全土を巻き込んでいる、長い戦争も、その欲望が原因だ。

　……いよいよ魔王一味に、この世界は本当は平和じゃないと、伝える。

　授業はすでにアイアリスの号令により始まっていて、三人はそれぞれの席に着いて、教卓にいる俺をじっと見ている。

　期待と。

　少しの心配と。

　そんなものを視線から感じる。

　俺の決定が本当に世界を滅ぼさないか、不安。

　それはつまり、魔王一味が本当に人間を滅ぼす意思なんてないと信じ切れるか、ということで。

　ああ、そう考えたら心が軽くなった。……魔王一味はよくも悪くも不器用だ。この城の中は外とは違う。誰だれも誰かの隙すきをうかがって攻撃を仕掛けるようなことはしないし、誰も嘘うそをついて相手から自分に有利な言葉を引き出そうとしないし、誰もかれも、みんな気楽に平和に生きている。

　だからこそ、真実を隠しているのがつらかった。

　……決意はすでに終わっていたんだ。俺はいつだって、目先のめんどくささよりも、めんどくさい状況が続くほうが嫌だったはずだ。

　ここを超えたらきっと楽。

　そう思えば、ちょっとぐらいがんばってみようという気も起きるだろう。

　やる気を起こせない人種の、唯一のやる気の出し方である。

　というわけで、さて、どう切り出したものか――考えたけれど。

　やっぱり、考えるのはめんどくさい。

「えー、世界では今、戦争が起こっています」

　最初から本題である。

　ちらりとうかがった魔王一味の反応。

　レイラは小首をかしげたまま尻尾しつぽを振っている。……たぶんなにも理解してない。俺おれの予想を上回る残念な知能である。

　ミナギは……ため息をついていた。その反応を見るに、どうにも気づかれていた様子。そりゃそうか。俺、世界情勢についての話になるとあからさまに話題変えたり逃げたりするもんなあ……気づかないほうがおかしいのか。

　――おかしい、けれど。

　戦争のない世界で育ち、心から平和を望み、『勇者と遊ぶこと』を毎日思っていた魔王アイアリスは。

「……余に嘘うそをついていたのか」

　気づかなかったようだ。

　あるいは、信じてくれていたのだ。

　勇者の孫っていうだけで選ばれた、立場も能力も経験もない、俺なんかを。

「陛下、お言葉でございますが……」

「ミナギは黙っていろ。余は勇者に聞いておる」

　まっすぐ、赤い瞳ひとみでアイアリスは俺を捉とらえる。

　めんどくさいとか、帰りたいとか、そういう気持ちは不思議とわいてこなかった。

　ただ――悪かったな、と。

　もし最初っから、魔王一味が人間に友好的で、世界の滅びなんか本当に願っていないんだと知っていたら、もっと早く打ち明けることができたのに、と思った。

　ありえない仮定だ。

　俺は三週間以上過ごしてやっと、魔王一味が心の底から平和主義であることを実感したのだ。……最初から互いが互いをわかっている、なんてことはありえない。

　だから俺なりにせいいっぱいの謝罪の気持ちを込めて、めんどくさがらずに、なるべく真しん摯しに、世界についてを教えよう。

「世界では、長く戦乱が続いている。男のほとんどは前線へと駆り出されて、女もまた志願制ではあるけど、戦地に行っている。今、この世界で『英雄』『勇者』と呼ばれるべき人間は、世界の危機を救う者じゃなくて、自分のいる国を勝たせてくれる者だ。……戦争はもう、前線から離れた王都でも、話を聞かない日がないぐらいに日常化してるんだよ」

「ならばおまえは――」

　がたん、とアイアリスが机に手をついて立ち上がる。

「――余を騙だましきって、封印する腹積もりであったのか？」

　ごうごうと、黒い炎がアイアリスの周囲に渦巻き始める。

　返答次第ではすぐに放つと、視線が言っている。

　けれど……なあ、アイアリス。

　脅すなら、もっと怖い顔をしろよ。

　そんな悲しそうな顔で脅されても、どっちが被害者かわかったもんじゃない。

「俺おれの仕事は、おまえらを騙だまして、世界に危機が迫っていると悟らせず、世界を滅亡させないように教育して……そんで、城の中でずっと、過ごすっていうものだ」

「余は楽しかったのだぞ」

　アイアリスは震える声で言う。

「いらだったり、退屈だったりしたけれど、余は楽しかったのだぞ。世界の滅びも、死なねばならない宿命も忘れてしまえるぐらいに、楽しかったのだぞ。……そのすべてが、嘘うそだと申すか。おまえは、余を謀はかるためだけに謀り、余の滅びを願いながら顔だけは笑っていたと申すのか」

　……それは違う。世界と天てん秤びんにかけたら俺なんかには判断できないが、少なくとも、王命なんかよりはずっと魔王一味のほうが俺にとって重いから、世界の真実を打ち明けようと思ったのだ。

「余は、おまえを信じていたのに」

　否定はできるが、できなかった。

　この悲しそうな顔の前に、理屈とか事情とかそんなものがなんの役に立とうか。

　騙していたという厳然たる事実がある。……騙すのがつらいから早めに打ち明けたのはあくまでも俺の都合。

　傷ついたような顔で踵きびすを返し、教室を出ていくアイアリス。

　呼び止めることができないまま、立ち尽くした。

　寒い。……体から急速に熱が抜けていくのがわかる。俺はたぶん、アイアリスに『信じていた』と言われて、『裏切られた』と言われて、衝撃を受けたのだろう。

　王命に背こうと思った時よりも、アイアリスを裏切ってしまったことのほうが、衝撃的だったということか。

「あーあ、言ってしまったのでございますなぁ」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとしているところで、苦笑交じりの声。

　見れば、ミナギが口元を袖そでで隠して笑っていた。……その態度を見るに、やっぱりばれていたようだ。

「……っていうか、なんでアイアリスに告げ口しなかったんだ？　おまえはアイアリスの忠実なしもべなんだろ？」

「最初は、陛下を傷つけたくなかったのでございますよ。勇者様にお会いするのを楽しみにしていたようでございますからなぁ。それに、確証もなかったでございますしなぁ」

「確証なんて、とっくにあったんじゃないのか？」

「で、ございますなぁ。とは言え、確信したのは陛下の下着騒動のすぐあとでございますから、ミナギは勇者様を疑えないのでございますよ」

　……なんて愚直に約束を守るんだろう。魔族がこうなのか、それとも、ミナギだけがこうなのか。

「……レイラも、俺おれが嘘うそついてるのに気付いてて、黙っててくれたのか？」

「うそ？」

　椅い子すの上におすわりするレイラは、まるで聞き覚えのない言語で話されたみたく、首をかしげて俺の言葉を反復する。

「いや、ほら、世界で本当は戦争起こってるけど、俺、隠してたじゃん、戦争起こってること」

「隠していたのでありますか!?」

「隠してたよ！」

　なんか超おどろかれたんですが。

　俺がびっくりしたわ。

「じっ、自分は気付かなかったのであります……というか、戦争ほどの災厄もなしに魔族がこちらの世界に顕現するなどありえないのでありますよ」

　ああ、うん、そうだね……。

　普通に考えたら、っていうか考えなくてもレイラにすらわかるのだ。

　アイアリスにわからなかった――ということはないだろう。

　むしろ、頭ではわかりつつも、俺を……人間を疑わないでくれたのだろう。

　そう考えたら冷えていた体に熱が入る。

　裏切りっぱなしは、まずい。

　かっこ悪くても、無意味に思えても、色々言い訳をしなければなるまい。

　最初から最後までおまえを騙だましてたわけじゃないんだよ、と。

　それから――魔王一味と過ごして、城の外にいた時よりもよっぽど楽しかったよ、と。

「……追いかけたほうがいいかな？」

　しかしこういう時ですら、めんどうくさがりな俺は原動力を自分でひねり出せない。

　情けなくも決定を求めた俺に、ミナギは、

「ま、ミナギが追いかけるよりもいいでございましょうなぁ」

　と笑い。

　レイラは、

「自分にはわからないであります。勇者はどうしたいのでありますか？」

　と完全に指示待ちの姿勢である。

　うん、俺も、俺が追いかけるべきだと思う。

　傷つけたのは俺おれなので、釈明するのも俺の役目だろう。

「じゃあ、ちょっと行ってくる。戻ってきたら、授業の続きをやろう」

「お待ちしているのでございますよ」

「待つのでありますな。了解であります！」

　二人の声に見送られて、後戻りできなくなる。

　めんどくさい――とは、思わない。放置したほうがめんどくさくなるのは目に見えている。それに、めんどくささとかよりも、謝りたい気持ちが強い。

　というわけで。

　すべてをわかったようなミナギと、なんにもわかってないレイラに見送られて、飛び出したアイアリスを追うことにした。



　　　　　　　○



　アイアリスを探して走り回って、練兵場にたどりついた。

　下着探しの一件で城の構造は隅々まで把握している。……意外とこの城、隠れる場所は少ない。まあ、暗殺者などが内部に侵入したら困るから、アスツラピ王国の城はだいたい中は見晴らしがよくなっている。

　外は探さない。内側から門は開かないのだから探す必要もない。

　そして俺は城内で一番開けた場所、練兵場でアイアリスを見つけた。

「アイアリスっ！」

　明あけ星ぼしはすでに沈みかけ、世界は真まっ赤かに染まっている。

　アイアリスは城壁の向こうに落ちていく明け星に向かうように、俺に背を向けていた。

　それから、足が止まった。……俺との距離は二十歩ぶん。手を伸ばしても届かない。駆け出しても間に合わない。

　だから、言葉を届かせよう。

「黙ってて悪かった。言い訳のしようもない」

「……いや」

　振り向かずに、アイアリスは声を出す。

「余が悪いことはわかっている。世界を滅ぼす余を討ち果たすは勇者の務め。それに、他ほかならぬ余自身も余の滅びを願い、世界の滅亡を願っていない。……沈黙、大儀である。おまえを信じることで、余は戦争など起こっていないと信じることができた。余は人が死ぬぐらいならその前に殺すという違和感のない間違いを犯さずに済んでいた。勇者よ、おまえのしたことは間違っていない」

　それから、アイアリスは振り返った。

　夕刻の冷たい風に吹かれて長い髪がなびいている。

　細められた赤い瞳ひとみは笑顔によく似ていた。

「けれどなぁ、勇者よ。余はなんだか、おまえを見るのがつらい。おまえを信じていた余が愚かしいという意味ではない。余を騙だましていたおまえが憎いという意味でもない。余はただ、おまえの瞳に映る余を見たくないのだ」

「どういう意味だ？」

「余は変わってしまった。平和のために命を投げうつ覚悟もない。消え去ることを厭いとわぬ高潔さもない。すべての人間、すべての世界のために余の存在を害悪だと断じる決断力もない。――余は死ぬべきなのに、死ぬことを恐れるほど弱くなってしまった」

「死ぬべきなんて、そんなこと、」

「余は魔王ぞ」

　アイアリスは両手を広げて、天を見る。

　そして、まるで世界に宣誓するように、

「人を殺す愚かしい人を殺そう。世界を滅ぼす愚かしい社会を滅ぼそう。万象、歓喜せよ！　余の詔みことのりである！　余が賜たまわす滅びは救いぞ！　すべての地平を焼き尽くし浄化しよう。すべての建物をなぎ倒し見通そう。すべての人間をうち滅ぼし救おう。……そしてすべてが消えうせた地平をながめ、一ひと滴しずくの涙を流そう。それこそが余の運命さだめ。世界を滅びによって浄化する魔王の機能である」

「……」

「ゆえに、余を殺せ」

　こちらを向いた魔王は、一粒の涙を流していた。

　いわく、世界を滅ぼしたあとに流すという、涙を。

　……ああ、そうだな。

　おまえと俺おれとの世界は、あの魔王城で。使命に気付いて、事実に気付いて、真実を悟って役割を取り戻したら、あの生活は、あの世界は――滅んだも同然で。

「夢は終わった。此こ度たびの記憶は、なかなか楽しいものであった。けれど夢は覚めるが必定なれば、いつまでも午睡にまどろむわけにもいかぬ。追い求めよ、余を殺す方法を。終わらせよ、魔族による脅威を。余は再び望もう、余の死を。そして可能であれば――余は、ほかの誰だれでもなく、おまえに殺されたいと思う」

　俺は殺したくない。

　おまえは死ななくてもいい。その方策はある。

　それに、すごく長い時間がかかるし、不安定だし、確約できないけど。

　俺に意思があっておまえに願いがあるなら、死なない道も歩めるはずなんだ。

　けれど、言葉をどう出せば納得してもらえるかわからない。

　……人としゃべったり人を納得させたりするのは苦手だ。言葉が見つからないし、長く尽くしても意味がない気がする。

　なにより――



「よう、勇者様」



　……声よりもむしろ、背筋に走る怖おじ気けが俺おれを振り向かせた。

　そこには、リーがいる。

　いつ城内に入ったのか、というか貿易商連合と一緒にキムンウエカルパに行ったんじゃないのか、いろいろつっこむべきところはある。

　でも、頭から、考えていることがすべて飛んだ。

「……その剣に付いてる血、誰だれのだ？」

　抜身の、見たこともない質感の真っ黒な剣から滴る血液を見て、背筋が凍る。

「ああ、これか」リーは嘲あざけるように笑い、「いや、城内にオマエを訪ねて来たら邪魔されたんでな。追ってこれない程度にあしらったよ。今いま頃ごろ治療でもしてんじゃねーか？」

「他ほかにあしらい方はなかったのかよ」

　と言うよりも。レイラとミナギが、リーに剣を抜かせるような『邪魔』をするとは、とても思えないし、リーは好戦的だが狂人ではないはず。普通に話しかけてきた相手に剣を抜くことはしないと思いたいが。

「ああ、そうそう。いやな、オマエに真剣勝負を断られたあと、貿易商連合のとこに向かってたんだよ。そしたらさ、閃ひらめいたんだよなー。突然。オマエを本気にさせる方法」

　滴る血が集中をかき乱す。

　なぜ、斬きれるのか。

　精神性の話はもちろんのこと、その前に、ヴィヴィの話じゃ普通の剣では魔王はおろか魔族にすら傷をつけることは困難だったはず。

　しかしリーはこうしてレイラかミナギ、あるいは両方を傷つけ、ここにいる。

「オマエさ、死にたいわけじゃねーだろ？」

「当たり前だろ」

「だったら、殺されそうになったら本気出すだろ？」

「……」

　すさまじく当たり前のことを言われて絶句する。そりゃそうだが、本気になるというのはなにも立ち向かうという意味だけではない。本気で逃げるというのもあるのだ。

「でさ、逃げられたら困るから、さらに僕は考えたわけだ。オマエを本気にさせて、なおかつ逃がさねーようにする方法」

　いやな予感がする。

　滴って地面に染みこむ血液。魔族を傷つけた剣。リーの視線が向かう先にはアイアリス。俺おれを逃がさない方法。俺が置いて逃げ出せないもの。

　そもそも、死を望んでいた魔王を永らえさせたいと、自ら使命を作り出してしまったのは俺自身なのだ。同じ部隊に配属されていたリーが、そのあたりの事情を知らないはずがない。

　つまり、俺を逃がさずとどめる楔くさびとは。

「オマエが逃げるなら、魔王を殺す。勇者様、僕は、オマエに勝てれば手段は選ばねーんだよ。オマエの勇者っていう唯一無二の立ち位置を奪うのもいーんだぜ？」

「勇者の呼び名ぐらいならくれてやる。それに、もともと俺は――」

「『勇者』って呼び名の意味は、一つきりでいいと思うんだ」

「……」

「オマエの『勇者』は、『魔王を殺す者』って意味じゃねーよな？　だから否定してやる。オマエの意思と気持ちを踏みにじって、僕が唯一無二の『勇者』になってやるっつってんだよ。僕の剣なら魔族は斬きれた。魔王を殺せるかはわからねーが、死ぬまで何度刻んでやってもいいんだぜ？」

　……なんてことだ。立ちふさがらないわけにはいかなくなった。

　魔王はやはりなにも言わない。殺されてもかまわないとも、望んでいるとも言わない。

　さびしげな笑顔で俺を見ているだけ。

　なら、勝手に解釈して勝手にやらせてもらおう。

「まったく、剣けん戟げきってのは死ぬほどめんどくせぇんだがな」

　抜いた剣は青白く光る。

　……そういえば思い出したことがある。リーの持っている剣は、妙な輝きを放つ黒い剣。魔族に傷をつけ、血を流させた剣。

　そして、前にアイアリスが言っていた聖剣の見た目は、『黒くて炎のように輝いていた』ではなかったか。

　ああくそ、状況を見れば見るほど下がれない。魔王に死んでほしくないという思いさえ捨てられれば俺はどこへでも逃げられるのに、その思いがどうにも捨てられない。

「……なあ、リー。一ついいか？」

「さっさと始めたいんだがなー」

「……なんでそこまで俺にこだわる？　しかも、突然。俺は総合戦績でおまえに遠く及ばないし、実際、世間からの評価でもおまえと俺じゃ比べ物にならない。しかも左目の恨みでもない。……俺が士官学校を辞めたのは、おまえからどう見えてるかは知らないけど勝ち逃げなんかじゃなくて、ただ居心地が悪かったから辞めただけだ。それはたぶん、おまえの目のことがなくても、遅かれ早かれ辞めていたと思う。それでもおまえは俺おれと戦うのか？　俺は頭を垂れて負けを認めろと言われたら、素直におまえには勝てないって王都の連中全員に向けて言ったっていい。それなのに、なんで今日この日、ここまで俺を挑発して、魔王を巻き込んで、俺と戦いたがる？」

「肉を食いたい日ってあるだろ？」

「……まあ、ある」

「肉を食いたくて、今晩は肉を食おうと決めるわけだ。ところが肝心の肉が手に入らねー。酒場を回っても、ない。みっともなく人んちを駆けずりまわってもない。……そんな時、たまらなくいらついて、むなしくて、満たされない気持ちになるだろ？」

「なる、けど」

「同じだよ。今日が戦争のことを探るために旅をする前日で、次はいつオマエと会えるかわかんねーから、今日しかなかった。で、今日オマエと決着をつけるつもりで気持ちを高めて準備をしてた。ところがオマエは断った。……いらついて、むなしくて、満たされねーんだよ。斬きりたいんだ。刻みたいんだ。踏みつけたいんだ。蔑ないがしろにしたいんだ。……死ねよ。死ね。なぁ、死ねよ。殺されろよ。僕の目を奪って、僕に勝って、逃げてんじゃねーよ。英雄って呼ばれても！　一個連隊と同じだって言われても！　オマエに勝たねーかぎり、僕の左目はうずきっぱなしなんだよ！」

　はちきれるように、リーが大上段に剣を構えて踏み込んできた。

　放たれる剣は怒りに似ている。もう少し丁寧に剣を振れるはずなのに、もっと効率よく殺人ができるはずなのに、リーの剣は大きく振りかぶられ、そして強く叩たたきつけられる。

　軍務しごとじゃなく私怨しゆみだと言わんばかりの雑な剣技。それでも防戦一方にされるんだからリーは技量だけでなく力も速さも桁けたはずれていた。

　相対してみて初めてわかる、ふざけんなと言いたくなるような絶望感。

　こんなのが同じ戦場に敵として立っていたのだから、イラサリールの前線部隊はお気の毒と言わざるを得ない。

「おまえは本当に、風聞通りの英雄なんだな」

「あ？」

「だからわかんねぇんだよ。……俺は一生にただの一度とは言わないけど、それでも奇跡的な確率でしかおまえに勝てない。実際、周囲の評価を聞いてもおまえのがいろんな面で勝ってる。なのになんで、俺ごときにこだわる？　俺の勝利なんておまえにとっては、一生のうちのわずかな、記憶から消してもいいぐらいの敗北だろ？」

「記憶から消してもいいぐらいの敗北？」

　とびきりの怒りを体現するように、リーの剣が思いきり振られる。

　こちらは剣を弾はじかれ胴が空く。けれどもリーは追撃せずに剣を鞘さやに納めた。

　戦いに飽きた――わけではないだろう。知っている。鞘さやから抜き放ちざまに敵を斬きる剣術。冗談半分で『奇襲に使えるんじゃないか』とやり始めて、今では必殺の一撃にまでなっているその技法を。

「おいおい勇者様。冗談は時と場合を選べよ。真剣勝負の最中に腹抱えて笑いそうになったじゃねーか。……忘れていい敗北なんてありゃしねーんだよ。敗北があるなら調べつくして次は勝利すべきだ。汚点は美点で雪そそぐべきだ。汚名は名誉で返上すべきだ。次がない戦場で次がある幸運を最大限に活いかすには、過去の敗北を叩たたき潰つぶさなきゃならねー。さもなくば敗北の次の敗北で人生が終わる。英雄扱いされちまった僕に敗北は許されねーんだよ。汚点も汚名も歴史に残る。死んだあとのことを考えたら、とてもじゃねーけど敗北を放置してらんねーんだよ」

　……共感できない。けど、わかった。

　昔より強くなった妄執は、英雄という名の影が友人に落とした闇やみ。

　誰だれかリーに敗北を許してやってほしい。このままじゃ俺おれの友人はいつか英雄の影につぶされる。つぶされる前に影から逃げられるような性格じゃない。でもきっと、世間は無責任な期待をこいつに浴びせ続けるのだろう。救いなどない。

　だったらもう、俺がやるしかねぇじゃん。

　熱が入り始める。やる気を出せない俺でも、やる気を出せる。

　でもその前に一つ確認。

「リー、俺を殺したら、おまえはどうする？」

「魔王を殺す。オマエの『勇者』を、間違ったかたちで僕が引き継いでやるよ」

　それはありがたい。俺を殺したら大人しく帰る、とか言われたら折角入りかけた熱が冷めるところだった。

　しかし、最初と主張変わってる気がしなくもない。俺を殺すだけが目的だったんでは。

「っていうか勇者様、わかって聞いてるだろ？」

「……なにをだ？」

「オマエを殺したらただじゃ帰さないって、後ろの魔王様の目が言ってるぜー？」

　殺し合いの緊張感よりおどろきに負けて、背後にいるアイアリスを振り返る。

　黒い髪がざわざわとうごめいて、赤い瞳ひとみが敵意に輝いている。

　……ああ、確かにただじゃ済みそうもない。負けられない理由が増える。俺一人の犠牲じゃどうあっても丸く収まらない状況になっているのだ。

　リーを殺されるのは――この期に及んで変なことを言ってるかもだが、ごめんだし。

　魔王に誰かを殺させるのは、もっとごめんだ。

　期待された役割に縛られてるやつを見ると、どうにも解放したくなる。

　勇者の孫だから勇者であれ、は間違ってるし。魔王だから世界を滅ぼせ、は間違ってるし。……それに、英雄だからって敗北を許されないのも間違ってる。

　負けて生き残ればいい。

　戦わずに過ごせばいい。

　無理をする必要なんてない。全部誰だれかのためじゃなく、自分のための人生だ。

　自分のやりたいことを追い求めて死ぬならばいいけれど、周囲の期待とか誰かの影とかに踊らされて死ぬのは馬ば鹿からしいことこのうえない。





　ふと、幸福だったころの夢がよぎった。

　そこは湖と夜空に輝く六むつ星ぼしに祝福された美しい城。

　大好きだったばあちゃんから紹介された女の子の記憶。

「おまえが余の勇者なのか？」

　その問いかけに喜んでうなずく、幼いころの自分。

　……なんて痛々しくて愚かだったんだろう。無む垢くな憧あこがれに心が焼かれる気分だ。

　誰かに教えてもらうべきだったんだ。俺おれはじいちゃんと同じ『勇者』にはなれないと。

　だってさ、その記憶にいるのは魔王アイアリスで。

　俺が彼女から『勇者』と呼ばれて喜んだのはきっと。

　この女の子を守るのは、誰にもできない自分だけの役割だと認められたように思ったからじゃないのか――





　がちゃり、と鍵かぎが開くような音が、心から聞こえた。

　自分の原動力を思い出す。勝たねばならない想おもいが強くなる。

「リー、俺はアイアリスを守る。あいつが誰も殺したくないなら誰も殺させないし、誰も傷つけたくないなら誰も傷つけさせない。魔王の影に縛られているあいつを、俺は解放したくてたまらない。世界は滅びないし、夢は終わらない。俺は、魔王と、竜人と、人じん狼ろうと、四人でずっと、この城の中で夢を見ていようと思う。ずっとずっと、それこそ、一生懸けてでも」

「……勇者」

　なにか言いたげな声が背後から聞こえたけど、今度は振り向かない。

　振り向く前に、やることがある。

「全部わかった。だからリー、俺はおまえに勝ち続けることにしたよ。とりあえず一勝する。その後何度でも勝つ。誰もが英雄おまえに敗北を許さなくても、俺が友人おまえに敗北を許してやる。だから全力で来い。俺も、全力で行くから」

「オマエが許しても、僕が僕に敗北を許さねーんだよ。……いいぜ、次で殺す気でいく。首から上を斬きり離す。地面に落ちた頭を踏みつける。そして魔王を刻んでやる」

　それきり言葉はない。

　剣を構えて向かい合う。

　それから、魔王が半歩踏み出す砂の音がして――動く。

　予想通り抜き放ちざまに斬る、リー得意の奇襲剣術。

　しかしその技法は既知。知っていれば奇襲でもなんでもない。宣言通り首を断つ軌道で迫る剣を、じいちゃんの形見の古代金属剣で受けて――

　――剣が、負けた。

「言い忘れたけど、僕の剣も古代金属だよ」

　刃やいばが首に迫る、言葉を挟むことすらかなわない刹せつ那なに、しかしリーの声がはっきり届いた気がした。

　体ならともかく剣がついていかない。こうしてリーの宣言は事実になり、俺おれは死んで魔王は蹂じゆう躙りんされる。

　でもさ。

　心が負けてないのに、そんな結末、納得できるかよ……！

　ぞくん、と背筋が一瞬で凍りつく感覚。

　視界がゆがみ、回る。……首を断たれたにしては、やけに長い末期の刹那だ。

　正面にはリーのおどろいた顔。なぜかかすむ視界がようやく回復して、ようやく自身の異状に気付いた。

　剣が、直っている。

　いや、直っているというよりも、これは――

「黒い、炎……？」

　俺の心を代弁したのは、リーだった。

　青く輝いていた古代金属剣は、炎のような、輪郭の定まらない黒い剣に変化していた。

「余の信頼を勇者にあずけよう」

　剣が変化した理由が、背後から厳かに、自信に満ちた声で告げられる。

「しかし余は真剣な殺し合いとか人死にとか嫌いゆえ――余の勇者に勅命をくだす。殺さず場を収めよ。そして魔王城での日常を守るがよい。……おまえが余の命をまっとうするのであれば、余はもう『殺せ』とは言わぬ。魔王城での日々が続くならばきっと、死なねばならないという宿命を忘れ続けることが、できるであろうからな」

「間違ってる……！　オマエらはなにもかも間違ってるんだよ！　日々が続くだと？　殺せと言わないだと？　敗北を許してやるだと！　ふざけんな……そんな平和ボケ、城の一歩外に出れば通じねーんだよ！　どうしようもなく英雄の影は僕に付きまとうし、どうしようもなく勇者の威光はオマエに付きまとうし、魔王の役割だって忘れられるもんじゃねーだろ！　甘すぎていらつくんだよオマエらは！　殺さなきゃ殺されるだろ！　生かしたら恨まれるだろ！　恨みを放置したら憎まれるだろ！　そういう『心の闇やみ』を放置したら、魔王は役割通りの働きをするしかなくなるだろ！　そうなった時責任とれんのかよ！　世界をその背に負う覚悟はあんのかよ!?」

「ねぇよ、そんなもん」

　リーの剣を、黒い炎の剣で押し返す。

「責任とか義務とかめんどくさい。覚悟だって、そんな遠い話してらんねぇよ」

「だったら……！」

「でもな」

　剣を押し切り、黒い炎の剣を振りかぶる。



「すぐそこにいるやつすら生かせないで、世界を平和にできるかよ！」



　そうして振り切った剣は、リーの剣を根元から断った。

「俺おれは魔王を守る。この城を守る。……やりたいことをやりたいようにやり続ける。そのために世界を救う必要があるなら、ついでに救ってやるさ」



    

  
    
      



    

  
    
      「僕の恨みはどうする。……僕は、勝利を奪うためにオマエを恨み続けるぜ」

「いいじゃん好きに恨めば。誰だれも恨まない。誰も憎まない。……そんなお綺き麗れいな世界、窮屈でたまんねぇだろ」

　恨みとか憎しみを残さず、世界を綺麗に浄化するのは、じいちゃんの時代の話。

　そんな世界、五十年で終わる。

　ならば永えい劫ごう続く、平和で、なおかつ魔王と共存できる世界とは。

「恨みとか憎しみとかと共存しようぜ。そしたら、魔王はずっと、俺おれらと一緒だろ？」

　人は闇やみや魔とともにあることができる。

　なんなら俺が、証明してやる。

「ああ、くそ、なんだよそれ」

　リーは悔しげに、でも笑って、

「僕が世界に縛られてんのに、オマエ、なんでそんな自由なんだよ。……卑ひき怯ようくせーな。勝てるわけねーじゃん」

　そしてリーは柄つかだけになった剣を捨て、膝ひざを着き頭を垂れて、

「僕の負けだ。いかようにも処分しろ」

　敗北を、認めた。



    

  
    
      



    

  
    
      

終章　魔族の勇者と魔族たちの王



　　　　　　　○



「リー様にはこれより、我が国の密使として各国を回り、聖剣を探していただきます」

　いかようにも処分しろと言われても困るので、とりあえず周辺を張り込んでいた兵士の一人に手紙を渡し、ヴィヴィを呼び出すことにした。伝令役はリーである。

　魔王城城門前。

　明あけ星ぼしはとうに沈み、六むつ星ぼしが夜空を照らしている。

　魔王一味は今ごろ城内で夕食を待っているだろう。……食べてていいと言ったのだが、待つと言って聞かなかったのでしょうがない。

　ならば俺おれにできることはさっさと蒼そう髪はつ性しよう悪わる上官ヴィヴィとの会話を切り上げ魔王城に戻ることだ。なんだこのいまだかつてない焦りは。

「……それにしても、魔王様に教えてしまわれたようですね、世界の真実を」

「嘘うそをつき続けるのもめんどくさかったし」

　ヴィヴィは蒼あおい瞳ひとみで俺をじっとりねめつける。普段は仮面じみた微笑ほほえみしか浮かべていないのに。

　これは説教の一つも来そうだなぁ、なんて覚悟しつつ城のほうをちらちらうかがっていれば、

「ま、よろしいでしょう」

　ヴィヴィは言いたいことがありそうな顔をしつつも引き下がった。

「わたくし、こう見えましても寛大ですからね。有う象ぞう無む象ぞうを相手に動かす感情は持ち合わせておりませんので。ただ虫よりなお価値の低い生命体の分際でわたくしの指令を遂行できず、あまつさえ邪魔するような行動をとった度胸は認めます」

「ごめんなさい」

「度胸を認めているのですよ。……あなた様はひょっとして、わたくしがあなた様を褒めることなどありえないと、そのような度し難い勘違いをなされているのでは？」

　賛辞だったのかよ。わかりにくいわ。

「ともあれ脱走兵を見つけていただきありがとうございました。これで今後より一層、聖剣捜索にも力が入るというものです。あ、ついでに勇者捜索にもね」

　では、と踵きびすを返すヴィヴィ。やけに簡素に話が終わった。

　城内に魔王一味を待たせているのでさっさと終わるにこしたことはないんだが――一つ、どうしても聞いておきたいことがあるので、

「なあ、ヴィヴィ」

「なんでしょうか。夕食のお誘いでしたらお断りしますが」

　……誘ったほうがよかったんだろうか。

　まあいいや。

「『聖剣』ってなんなんだ？」

「……質問の意図をつかみかねますが」

　振り返ったヴィヴィはいつも通りの微笑ほほえみ顔。

　……隠してるのか本当にわからないのか、表情から判断することはできない。だから、駆け引きはなし。持ってる情報は全部ぶつけよう。

「リーの古代金属の剣は、魔族を斬きったぞ」

「……」

「もちろん、ただの剣で斬れるわけじゃないだろうが……どうにもひっかかる。レイラもミナギも弱くないのに、二人に邪魔されたはずのリーは無傷で俺おれのとこまで来た。ひょっとして古代金属の剣なら『聖剣』じゃなくても魔族や魔王に有効なんじゃないか？」

「『人と魔を繋つなぐ剣』」

　観念した――ようには見えないけれど、ヴィヴィはぽつりと言葉を発する。

「あるいは、『楽園への鍵かぎ』。……かつて、あなた様のおじい様が、魔王と力を合わせて生み出した剣、それこそが『カレドヴォルフ』なのです」

「……魔王と力を合わせて、って。魔王を封印するために必要な剣を、か？」

「いいえ。先代の魔王様を封印したのは、あくまでなりゆき、行きがかり上仕方なく、です。わたくしが観測いたしましたところ、最良の判断ではありましたが――」

　昔日を思い返し、吟味するように目を細めるヴィヴィ。

　……こいつもこいつで謎なぞが多い。十四、五にしか見えない容姿のくせに、五十年前の話をまるでかかわったかのように言う。

「――ともあれ、あなた様が魔王様と良好な関係を築けているようでなによりです。無職ひきこもりが人と友好的な関係を結べるかは賭かけだったのですが、今のところ成功しているようで安心いたしております」

　無職とひきこもりと人格は関係ねぇだろうが。

　いや、確かに人付き合いとかめんどくさいけどさ。

「では、わたくしはこれで」

「……ああ」

　質問をはぐらかされたような気もするが、一つわかったことがある。

　俺おれが思っていた……ヴィヴィの説明により思わされていた『聖剣』と、本来の『聖剣』、その二つはどうやら違うものらしい。少なくとも、魔王の協力なくしては生み出すことすら叶かなわないとなると、単純に『魔王を封印するためだけの剣』というものではなさそうだ。

　ん？

　……剣とは戦うための道具だ。当然、『聖剣』もまた、戦うために生み出された剣なのだろう。

　しかし、聖剣でうち滅ぼすべき相手は、魔王ではないっぽい。

　なにせ、魔王と協力しなきゃ作れないんだから。

「だったら聖剣は、なにを斬きるために生み出されたんだ？」

　問いかけるべき後ろ姿は、すでに消えていた。



　　　　　　　○



「勇者！　余の勇者！」

　わかったからはしゃぐな。

　夕食を終えて夜。……今日はアイアリスの部屋に泊まる日だ。いやもういいじゃんめんどくさい、とか思うのだが、アイアリスはどうしても夜通し俺と遊ばないと気が済まないらしい。魔王様マジ暴君。

「よし、なにか娯楽を提供せよ！　勅命であるぞ！」

「そんなざっくりした勅命があってたまるか」

　国政が混乱するだろうが。

　しかし興奮冷めやらぬ様子でベッドをバンバン叩たたく魔王様。あんまり叩いたら破けると思うし、そもそも夕食も終えていい感じで眠い時間なのだがその元気はどういうことだといろいろつっこみたいこともあるが、めんどうなのでなにも言わない俺。

「さぁなにをして遊ぶか。クククク……これはもう朝まで眠らない感じになるのであるな！　あるいは明あけ星ぼしを落としてもうずっと夜にしてしまうのも一興か」

　一興じゃねぇよ。はしゃぐついでに世界から朝を奪うな。

　さっきからこんな感じで鼻息が荒いので手に余る。俺はと言えば魔王の隣に寝転んで天てん蓋がいを見上げながら、魔王がさっさと力尽きて眠ってくれないかなと願っていた。

「さぁ！　余の夜が来たぞ！　余はこう見えて『明けない夜の王』という二つ名も持っているでな！　今考えたのだが！　だが！」

「あーもう……夕方ぐらいにリーと色々あったばっかだろうがよ。なんでそんなに元気なんだおまえは」

　俺なんて、なぜか貧血気味で頭が痛いのに。

「ふん、あの程度の魔法の行使、どうということはないわ！　余は魔族の王であるぞ。九大元素と深しん遠えんなる無を総べし王である。なんなら剣のついでに国を燃やし、世界をかがり火に暮れない夜を作り出してものわー!?」

　ごろんごろんとうっとおしかった魔王様が、布団ふとんから落ちました。

　俺おれもごろんごろんして落ちた魔王様を救出に行く。

「む、大事ない。大儀である」

　すると魔王様、立ち上がって布団に戻ろうとして――

「一人でも戻れ……つぅ」

　くらり、とよろめいてしりもちをついた。

　……貧血だ。

　魔族は、その血液を代償に奇跡を起こす。つまり過剰な魔法を使えば、そのぶん血液を消費して、貧血になるのだ。

「無理すんなよまったく。今日はさっさと眠れ。明日は血になる飯でも作ってやるから」

　魔王様を引き上げて、毛布をかけてやる。

　するとアイアリスは不満そうに頬ほおをふくらませて、

「なにを言うか。今日を逃せば、夜通し勇者と遊ぶ機会がなくなるではないか」



    

  
    
      



    

  
    
      「安心しろ。またおまえが命じたら、こうして夜通し遊んでやるから。……いやでも、あんまり命じないでほしいな……」

「……なぜ勇者は、余のためにそこまで言うのだ？」

　問いかけに言葉が詰まる。

　なぜ、って言われても。わからないのかね、やっぱり。

「俺おれは、楽な人生を探してるんだ。がんばらなくてよくて、尊敬されて、かわいい女の子がいると最高な感じの」

「ふむ？」

「……だから、さ。まあ、俺の思ってた『かわいい女の子』とはちょっと、いや、大分、『かわいい』の方向性が違うんだが」

「まあ、余は美しいからな……詮せん無ないことではあるが」

　……そういうことにしておいたほうが明日からも平和だろう。訂正めんどくさいし。

「世界では戦争が起こってる。……戦争は嫌だ。俺は平和が好きなんだよ。で、さ。がんばらなくてよくて、かわいい女の子がいて、戦争に直接かかわらなくていい、そんな職場、どこにある？」

「あるのか？」

「魔王城にしかねぇんだよ」



　今、この世のどこに楽園があるかと聞かれれば、俺は迷いなく魔王城と答える。

　ここには権謀術数も戦乱もない。

　ただ、有り余るほどの時間と、楽しい空気だけがある。

　……戦時中で、いったいどれほど貴重かわからない。千の首級よりなお貴く、英雄の称号よりなお希少だ。

「だから俺はこの場所を守りたいし、ようするに、おまえらを守りたいってことだろ？」

　俺の言葉に、アイアリスは少し考えるそぶりを見せてから、笑った。

「なるほど。ならば――余の勇者よ。この城を守護せよ。我らを守護せよ。そして、我らに、この世界は戦争があってもなお滅ぼすべきではないと、争いにより星が流した涙に報いるだけの笑顔があると、我ら魔族に教えてみせよ」

「……了解しました。魔王陛下」

「うむ」

　かしこまって言えば、満足そうにうなずくアイアリス。

　――ならば教えよう。

　めんどくさいめんどくさいやる気出ないやる気の出し方わからない、と嘆きたい気持ちもまだまだ湧わき上がると思うけど。無気力なら無気力なりにがんばってみせよう。

　だって、俺の魔王様はこんなにも、世界の楽しさを知りたがっているのだから。



    

  
    
      
あとがき



　初めまして。あるいはお久しぶりです。

　編集部近くのシュークリーム屋でお土産を買って帰ろうと思ったら、リア充が多すぎて逃げ帰った者です。

　本作について触れます。シュークリームから話題を広げる気はまったくありません。

　ネタバレを避けては通れないので、『頭を完全に真っ白にして話を読みたいんだ！』という方はあとで読まれたほうがいいかもしれません。

　81ページで魔王アイアリスが勇者に言い渡した『竜族の尾にくくりつけて～』というセリフで『竜族？　竜人族じゃなくて？』的なつっこみを校正さんからいただきました。

　無気力勇者の世界観では、竜人族と竜族が両方います。

　竜族は愛玩犬的な扱いで、全長50メートルぐらいの竜同士を戦わせる『闘竜』なる競技が魔界ではあります。が、開催するたびに街が一つ焦土になるので禁止法案が魔界臨時国会から出ています。闘竜がやりにくくなるにつれ捨て竜問題が魔界を悩ませており、竜人族のヤチホコ・カンナギ氏が立ち上がって捨て竜の保護などをする団体を結成し、魔界全土に呼びかけています。なお、このエピソードは本編には関係ありません。

　魔界での魔王一味の生活は短編集『無気力勇者に教えたがり魔王』に収録する予定ですが、この短編を書く予定がありません。昨年11月から連続刊行してます。２月に『ふぉっくすている？　６本目』も出ます。時間をください。マジで。短編書けません。マジで。

　謝辞です。

　担当の児玉様。６本目が見当たらない日々が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。大丈夫、やれるやれる、と思っているあいだに年が明けました。おめでたくない。今回は色々と試みてしまったのでいつもより苦労させてしまったと思います。ありがとうございます。これからもよろしくお願いいたします。

　イラストの水月悠様。おそらくすさまじいスケジュールだったでしょうに、引き受けてくださりありがとうございます。表紙とかもうあの表情だけで文庫一冊分の情報量があります。絵が本編です。語彙が足りなくて賞賛しきれません。この想いをつづるのに文庫一冊使いたいです。でもその前に原稿あげます。これからもよろしくお願いいたします。

　最後に、この本にたずさわってくださった、この本を読んでくださった、すべての方々に感謝を。

　次のページに次回予告などありますが、メタなネタがダメな人は注意してください。

　それでは失礼いたします。



冬木　冬樹



    

  
    
      
次回予告



「勇者よ、これより次回予告を始める。準備はいいか？」

「なんだよ次回予告って」

「次回予告は次回予告でございましょう。勇者様は本当、わけのわからないことをおっしゃるお方でございますなぁ」

「勇者のことはどうでもいいであります。それよりも、次は誰だれが魔王城に来るのでありますか？　今度こそ自分が撃退するであります！　名誉挽ばん回かいであります！」

「まあまあ落ち着くがよい同胞はらからよ。なんでも、次はな、えー……」

「なんだその紙」

「どこぞの性しよう悪わる蒼そう髪はつ人形にもらったものだ。次は……うむ、クリュメノス一神教のシスターが来るそうであるな」

「なんでシスターが魔王城に来るんだよ」

「シスターでございますか……きっと、飛び道具を大量に所持していて、太ももの見える修道服を着ていて、色白でメガネをはずすと凶暴化するのでございましょうなぁ」

「異を唱えるのであります。きっとシスターと言えば、紫色の修道服を着ていて、爪で相手を切り裂いて、笑顔を絶やさない女性で、その正体は悪魔なのであります！」

「そのような魔族は見たことがないぞ。少なくとも余の八十万の軍勢にはおらん」

「なあ、なんでおまえの軍勢、言うたびに数が増えてんの？」

「ぶっちゃけ魔王軍は余の気分次第で増えたり増えなかったりする。本当のことを言えば、あまりに膨大な数ゆえ、余も実数を把握しておらん」

「なんだそりゃ」

「というわけで、次回は色白メガネで笑顔を絶やさず、飛び道具を大量に所持しているが攻撃手段は爪の、紫色の修道服を着た悪魔のシスターが出るぞ」

「えっ、本当にそんな姿かたちなのかよ!?」

「いや、余も知らんので、ミナギとレイラの意見をまとめただけであるが」

「結局どんなシスターが来るんだよ！　っていうかなにをしに来るんだよ！」

「知らんと言っておるだろうが。余の持たされた紙には『とにかくシスターが来るという話題で引っ張って』としか書かれておらんでな」

「あの性悪上官……」

「というわけで、次回もよろしくお願いするのでございますよー」
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　冬木冬樹（ふゆき・ふゆき）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞受賞。『ふぉっくすている？』『魔法少女☆仮免許』を経て今度は魔王ものとか書いてみたりする。弱点は流行ものと偉そうな幼女。耳とか尻尾とか生えてるとなおよい。この話はファンタジーの皮をかぶった日常系に偽装したファンタジーです。



　イラスト

　水月悠（みなづき・ゆう）

　　趣味は映画と舞台鑑賞。ゲームは一日一時間。

　　愛犬の散歩に付き添うことをライフワークとしていますが、どうも彼女の中で私の地位が下降の一途を辿っている気がしてなりません。
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